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待ち望んでいたものがついにやってきました。 開発者の生産性を高め、Webアプリケーションに新しい能力を

加えることができる数多くの新ツールとともに、Java EE 7 がリリースされました。 読者のみなさんが私と同じ

性格なら、何か新しいものが玄関に届くとすぐさま箱を開けて使ってみたいと思うことでしょう。 今号の Java 

Magazine では、Java EE 7 の使用開始に役立つ情報をお届けします。是非、実際にお試しください 

（今号ではすべての Java EE 関連コンテンツに Java EE 7: License to Codeアイコンを表示しています）。

はじめに、オラクルのソフトウェア開発担当 Vice President であるAnil Gaur がインタビューの中で、HTML5 サポート、

WebSocket、JAX-RS、JSON 処理、バッチ処理、並列処理などの、注目すべきJava EE 7 の新機能に関する重要な事項につい

て説明します。 次に、Max Bonbhel 氏が Java EE 7 の新しい API について取り上げ、詳しく説明します。これは大きなテーマ

であるため、今後数回にわたる連載としてお届けします。 さらに、Johan Vos 氏が新リリースでの生産性の向上について探り、

Java EE 7 によっていかにデフォルトの開発・構成が簡略化されるかを示します。 そして最後に、オラクルの Java カリキュラム

開発者であるEduardo MoranchelとEdgar Martinez が、次世代のインターネット・アプリケーション開発を可能にするJava 

EE の新機能として、WebSocket、HTML5、および JSON を紹介します。 

その他に、ESPN でのスポーツ・ファンへの最新情報の提供から、ブラジルでの複雑な銀行業務課題の解決まで、実際に

Java EE が使用されている事例を取り上げます。 

読者のみなさんと共有していただけるJava の使用例や Java ユーザー・グループでの実績をお持ちの場合、 または、優れた

コーディング技術を最終ページの Fix Thisコラムで紹介したい場合や、 それ以外のフィードバックがある場合は、 編集部までお

送りください。

それでは Java EE 7 を満喫してください。

編集長 Caroline Kvitka BIO

写真：BOB ADLER

One of the most elevating things 
in the world is to build up a 
community where you can hang 
out with your geek friends, educate 
each other, create values, and 
give experience to you members.
Csaba Toth 

Nashville, TN Java Users' Group (NJUG)

FIND YOUR
JUG HERE

LEARN MORE

Caroline Kvitka 
（@oraclejavamag）：2001 年にオラクルに入社し、
Oracle Magazine、Profit、Java Magazine の編集長
を務める。 90 年代の初めからテクノロジー関連の
記者を務め、複数のテクノロジーおよび Eコマース
事業の立ち上げに参加した経験を持つ。 
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2013 年 3月16日、Minecraftを使用した Javaプログラミングを
学ぶため、オラクルの JavaエバンジェリストであるArun Gupta
の自宅に10 人の子供達が集まりました。 小中学生に大人気の
このゲームでは、3D の世界に、テクスチャの付いた立方体で
構造物を造ることができます。 このゲームは Java で書かれてお
り、"MOD"（modification の略）を作成して追加していくことが
できます。 最近、息子の休日に一緒に MOD を作成して過ごし
た Gupta は、Minecraftファンの子供達をコーディング・ワーク
ショップに招くことに決めました。 10 歳から14 歳までの参加者
のほとんどが Java の経験はもちろんのこと、プログラミングの経
験もありませんでした。 しかし、彼らには豊富な Minecraft 経験
がありました。 ゲームに対する子供達の熱意を利用して、Gupta

は Javaプログラミングを紹介しました。 Gupta は車や果物につ
いての分かりやすい概念を使用して、クラス、プロパティ、メソッ
ド、インタフェース、例外といった中心的概念を説明しました。 
NetBeans を使用した Hello Worldアプリケーションを初めて作成
し、実行したワークショップ参加者に一言で感想を求めると、「楽
しい」、「簡単」、「すぐできる」、「すごい」、「短い」、「直感的」
という答えが返ってきました。 セッションが終わる頃には、MOD
の作成フレームワーク全体が完成しました。 ワークショップで作
成した MOD は、新しいサーバー・サイド・コマンドを 1 つ追加
して簡単なメッセージを出力するものでしたが、 参加者のうれし
そうな顔はかけがえのないものでした。 あなたもMinecraft ワー
クショップを開催しませんか。 詳細はこちら。

写真：FRED WORLEY、MENKA 
GUPTA

左： 説明を聞く
Minecraftファンの
子供達、右： 車や
果物のたとえを用い
て Javaプログラミ
ングを教えるArun 
Gupta。 

MINECRAFTを使用した JAVAワークショップ

//java nation /

ワークショップについて自身の考えを語る
Aditya Gupta。 
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Antonio Goncalves 氏
はシニア・ソフトウェア・
アーキテクト兼ライター
であり、パリJavaユー
ザー・グループおよび
Devoxx France の共同
創設者です。多数の
Java EE JSR の Expert 
Groupメンバーとし
て Java Community 
Process（JCP）に積極
的に参加しています。 
2009 年 6月に、Java 
Championとなりまし
た。
Java Magazine：ご出
身はどちらですか。
Goncalves： パリ育ち
ですがポルトガル人な
ので、生活にはいつも
2 つの国、文化、言葉
があります。
Java Magazine： コン
ピュータやプログラミン
グに興味を持つように

なったのはいつのこと
ですか。
Goncalves： 12 歳
のときです。学校に
Thomson TO7とMO5

（Motorola 6809プロ
セッサ搭載）があって、
BASICコースを学習し
ていました。
Java Magazine： 最初
のコンピュータと、最
初に習得したプログラ
ミング言語を教えてくだ
さい。
Goncalves：
Commodore 64と、
BASIC およびアセンブ
リ言語です。 当時の
Commodore Magazine
には、ゲーム開発用の
コードが何十ページも
掲載されていました。 
私は実際に何週間もか
けてコードを書いては
テープに保存し、実行
し、デバッグしていま
した。 その頃の私に
は GOTO が素晴らしい
キーワードでした。
Java Magazine： 仕事
として最初に行ったプ
ログラミング作業を教
えてください。
Goncalves： COBOL を

使用したバッチの作成
です。 Commodore 
64 でゲーム用のプロ
グラムを作り続けられ
ればよかったのです
が、仕事をして生活し
ていくために必要な
言語は COBOL でした
から。 その後で C++
や Smalltalk、それか
らVisual Basic を少し。
Javaと出会ったのは
1998 年です。
Java Magazine： リラッ
クスするためにどんな
ことをしていますか。
Goncalves： 2 年間に
わたって美術史を学ん
だ経験がありますし、
住んでいる場所はパリ
ですから、 あらゆる文
化的資産を利用してい
ます。 ジャズ・コンサー
トや美術展にもよく行
きます。
Java Magazine： お休
みの日にはどんなこと
をしますか。
Goncalves： コードや
ブログを書いたり、マ
ニア的なことをしたり
しています。 8 歳の娘
がいるので、コンサー
トや展覧会に行ったり、

日帰りでサイクリングに
出かけたりもします。
Java Magazine： 仕事
について、実際の業務
以外でもっとも楽しいと
思われるのはどんなこ
とですか。
Goncalves： 非常に孤
立した仕事なので、 実
際に人に会うことが気
分転換になります。
Java Magazine： Java
チャンピオンになったこ
とで日常生活は変わり
ましたか。
Goncalves： 優れた才
能を持つ人 と々の出会
いが増えました。
Java Magazine： Java 
EE 7 がもうすぐリリース
されますね。 この新リ
リースでもっとも重要
な点について教えてく
ださい。
Goncalves：JMS（Java 
Message Service）2.0、
JTA（Java Transaction 
API）1.2、JAX-RS 
2.0 も新しくなってい
ますが、このリリー
スでの重要な動きは
CDI（Contexts and 
Dependency Injection）
との統合です。 ますま

す多くの Java EE 7 仕様
が CDI を採用し始めて
いるので、これによっ
てプラットフォームに一
体性がもたらされるで
しょう。
Java Magazine： 今後
楽しみにしていることは
何ですか。
Goncalves： 意外なこ
とに出会いたいです
ね。 私のキャリアに
は多くの変化がありま
したが、 これらの変化
は私が目指したものに
よってもたらされた場
合もあれば、予期せぬ
出来事によってもたら
された場合もありまし
た。 ジョン・レノンの
言葉にあるように、「あ
れこれ別のことを計画
しているうちに、身に
降りかかってくることこ
そが人生」なのです。

詳しくは、
AntonioGoncalves 
.orgまたは twitter をご
覧ください。 

JAVA CHAMPION のご紹介
ANTONIO GONCALVES

OpenJDK 運営
委員会、一般
代表メンバー
を選出

OpenJDKコミュ
ニティの構成や

運営を監督するOpenJDK 運営
委員会は、2 名の一般代表メン
バーとして Andrew Haley 氏と
Doug Lea 氏を選出しました。 両
氏は以前より一般代表メンバーと
して参加していましたが、4 月1
日に新たな 1 年の任期が始まり
ました。

Red Hat に勤めるHaley 氏は
候補者声明文において、「自由を
守ること、また、仕事を成し遂げ
るために大量のコードを作成す
る人々の役に立つ方向へ運営委
員会を導くこと」という目標を掲
げました。

SUNY Oswego に所属するLea
氏の目標は、「OpenJDK のプロ
セスとメカニズム継続的な改善
を提唱する役割を持続すること
で、特に学校、研究機関、個人
貢献者のコミュニティに良い影響
を与えること」です。

http://www.oracle.com/javamagazine
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
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http://www.antoniogoncalves.org/
https://twitter.com/agoncal
http://openjdk.java.net/bylaws#_9
http://openjdk.java.net/bylaws#_9
http://openjdk.java.net/poll/gb/2013
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最近の Java.netアン
ケートで、Java EE 7 の
もっとも重要な改善点と
してJava 開発者コミュ
ニティの圧倒的な支持
を得たのは HTML5 の
サポートです。２週間
で合計 1,631 票が投じ
られ、その最終調査結
果を下記に示します。

JAVA.NET アンケート

JAVA EE 7でもっ
とも重要な改善点
は何ですか。

JVM 向けの言語
Golo のデモを実施

Golo が Devoxx France 2013で
公開されました。 暗黙的な指定よ
りも明示的な指定を好むこの言語

は、数日と言わず数時間で習得可能です。 Golo は
INSA-Lyon で、CITI Laboratory の DynaMidリサーチ・
プロジェクトのメンバーによって開発されました。 

最初から invokedynamic を使用して構築され、現在
ベータ版で JVM の最新技術を取り入れています。 ま
た、invokedynamic を使用した言語ランタイムを作成
する方法の見本でもあります。

Golo を開発した Julien Ponge によると、JVM 向け
に使用できる言語が数多くあるにもかかわらず、新た
な言語の開発を決めた理由は 2 つあります。
「私は動的なミドルウェアおよびアプリケーションを
中心に開発している少人数のチームで活動していま
す。 そういうこともあり、動的なアプリケーションから
そのランタイム環境にいたるまで、あらゆる要素に関
する研究の専門技術を開発しています。 また、もう1
つの理由は、ある分野で専門技術を開発する唯一の
方法は、可能な限りすべての間違いを実際に経験す
ることだからです」

90%   
HTML5 の
サポート

（WebSocket
（JSR 356）と
JSON 処理

（JSR 353）を
含む）

3%   
JavaServer 
Faces 2.2（JSR 
344）

2%   
JAX-RS 2.0

（Java API for 
RESTful Web 
Services、 
JSR 339）

2%   
Expression 
Language 3.0 

（JSR 341）

1%   
Java Message 
Service 2.0

（JSR 343）

2%  
その他

90%

3% 2%2% 1%2%
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http://www.java.net/poll/whats-most-important-enhancement-java-ee-7
http://golo-lang.org/
http://www.insa-lyon.fr/
http://dynamid.citi-lab.fr/
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=356
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=353
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=344
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=344
http://jcp.org/aboutJava/communityprocess/pr/jsr339/index.html
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=341
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=343
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Java EE 7 のリリースへ向けた最後の一押しを、世界中の Javaユーザー・グループ（JUG）が
支援しました。 Java エンタープライズの開発者によって、Java EE 7 関連の JSR 専用に Adopt-
a-JSR for Java EE 7 イニシアチブが開始されました。

参加するJUG は、はじめに、メンバーがサポートを希望するJava EE 7 の JSR を選びます。 
次に、JUG が Adopt-a-JSRプログラムに加わり、選択した JSR の仕様をレビューし、仕様リー
ドまたは Expert Group に連絡を取る必要があります。 JUG が利用できるJSR サポート・タス
クには、リファレンス実装（RI）ビルドの構築とテスト、バグなどの問題の報告、メーリング・
リストの管理支援、Technology Compatibility Kit の構築支援があります。

今号の公開時点で Adopt-a-JSR for Java EE 7 イニシアチブに参加しているのは、5 大陸にま
たがる19 の JUG（ BeJUG、Campinas JUG、CeJUG、JUG Chennai、Cologne JUG、Congo 
JUG、FasoJUG、Houston JUG、Hyderabad JUG、Indonesia JUG、Jozi JUG、London Java 
Community、Madrid JUG、Mbale JUG、Morocco JUG、Peru JUG、Silicon Valley JUG、
SouJava、Toronto JUG）です。

Mobile World Congress は携帯電話
とモバイル・ネットワーク業界だけを
対象としていました。 スペインのバル
セロナで 2月25 ～ 28日に開催され
た今年の会議を見る限り、モバイルの
定義が見直され、今や、車、スクー
ター、建物、人など、あちこちで使用
されているセンサーがその対象となっ
ているのは明らかです。 マシン・ツー・
マシンや Internet of Thingsという改
革がここにはあり、携帯電話はインテ
リジェントなつながれた世界をつくる
多数のコンポーネントの 1 つに過ぎ
ません。 モバイル業界の焦点が音声
からデータへと移った今、開発者に
とっては世界中にアプリの可能性が散
らばっています。 

このチャンスを生かすには、決断が

必要です。 現在の開発者は、幅広い
選択肢から使用するデバイスとその
制御方法を選ぶことができ、 選択した
デバイスおよびプラットフォームが実
装を成功させるための鍵となります。 
Java はスケーラビリティとサポート性
を備えたインテリジェントなデバイス

を実現します。 デバイスをリモートか
ら更新することも、 ヘッドレスにするこ
とも可能であり、 リモート・センサー
を使用して、老人が倒れたら病院に
連絡し、救急隊員が家のドアを開けら
れるようにすることもできるのです。 

Javaを使用したリモート・センサーによって、
倒れた老人の命を救うこともできます。

Mobile 
World 
Congress： 
モバイル
の再定義

JUGによるADOPT-A-JSR FOR JAVA EE 7への取り組み

Javaを使用することでmHealthの立ち上げ
が容易になります。
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http://java.net/projects/adoptajsr/pages/Home#What_do_we_work_on_for_a_JSR?
http://java.net/projects/adoptajsr/pages/Home#What_do_we_work_on_for_a_JSR?
http://www.mobileworldcongress.com/
http://www.youtube.com/watch?feature=player_embedded&v=8u_Kx-dkekM
http://www.youtube.com/watch?feature=player_embedded&v=PQoP_8kXSKM
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Java Community Process（JCP）から選ばれ
た Executive Committee のメンバーにインタ
ビューするシリーズの続編です。今回は、Red 

Hat のエンジニアリング部門担当バイス・プレジ
デントである Mark Little 氏にお話をうかがいま

す。当初、Enterprise Linux 
OSで知られていたRed Hatは、
2006 年に JBoss を買収し、そ
のテクノロジー・ポートフォリ
オにエンタープライズ・ミドルウェアを加えました。 

JCP Executiveシリーズ

Mark Littleに
聞く

Red Hatのエンジニアリング部門担当バイス・プレジデント、Java 
EE 7およびJCPを語る 
STEVE MELOAN

写真：JOHN BLYTHE

Red Hat事業所があるイギリス北東部のニューカッス
ル大学構内で、クリーン・ルームの冷却および空気ろ
過システムを見渡す、Red Hatのエンジニアリング部
門担当バイス・プレジデント、Mark Little氏。
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Red Hatは、Java EE 6と、リリー
スされたばかりの Java EE 7 の
両方の仕様開発に深く関与し
ました。
Java Magazine：Red Hat は
Java EE 7 の発展に大きく関
わっています。 
CDI（Contexts and 
Dependency Injection）1.1 お
よび Bean Validation の仕様を
リードし、多数の JSR の開発
に参加した経験についてお聞
かせいただけますか。
Little 氏：当社は Java EE 6 で
CDIとBean Validation の更新
でリーダを務めていたこともあ
り、今回もその指揮を執ること
になりました。 
また、ご指摘のとおり、JTA（Java 
Transaction API）、JCA（Java 
EE Connector Architecture）、
JMS（Java Message Service）
の更新など、多数の JSR に対
して非常に活発に活動してい
ます。 

私たちは、Java EE 7で更新されたすべて
の JSR に対して何らかの形で積極的に関与す
るよう努めました。たとえその先導役を担っ
ていなくても、Java EE の採用方法に対して
Red Hat のお客様や幅広いオープンソース・
コミュニティから見た視点を持ち込むことは
重要なことだからです。 
Java Magazine： Java EE 7 に含まれる JSR の
重要性について、また JSR の改善と発展に尽
力された経験について、ご意見をお聞かせく
ださい。
Little 氏： 何年にもわたって見てきた中で、

Java EEアーキテクチャ全体に関わるもっとも
重要な追加は、おそらくCDI ではないでしょ
うか。 これは単に当社がリーダーを務めたか
ら言っているわけではありません。本当にグ
ループ全体の総力の結果です。 CDI だと言っ
た理由は、標準の Java EEスタックを使用し
たアプリケーション開発は時として骨が折れ
ると多くのベンダーから聞いていたからです。 
CDI は開発の大幅な簡素化に貢献していま
す。 つまり、アノテーションは Java 言語にとっ
て非常に重要で、現在では、さまざまな領域
で利用されています。 

Java EE 6 のリリース以降、CDI に対する機
運の高まりが見られました。 はじめは Java 
EE 6 にあまり関心を抱いていなかったもの
の、今ではエンタープライズ・アプリケーショ
ン開発の簡素化手段とみなしている人々が大
勢います。 そのように見方を変えた人々が何
度も口にするのはCDIのことです。 当社にとっ
てJava EE 7で CDI の更新をリードしたいと考
えたのはごく当然のことでした。それは、後
に Java EE 6となったバージョンでは実現でき
なかったことや、Java EE 6 が最終決定された
際にユーザーから寄せられたフィードバック
の中に、取り入れたいことがあったからです。 

プロセスに関して言えば、Java EE 6 のとき
とほぼ同じ方法を取りました。すべてのプロ
セスが公開され、すべての参加者が他の参
加者が議論している内容を見ることができる
ようにオープン・メーリング・リストが使用さ
れたほか、問題点の追跡も公開されました。 
ドラフトは非常に広範な改訂プロセスを通過
しています。
Java Magazine： Java EE 6 の Web Profile は
Red Hatテクノロジーにどのような影響を与え
ましたか。また、WebSocket や JSON-P など
の新規 API の観点から見て、Java EE 7 でこ

の影響はどう変化しますか。
Little 氏： スタックの増加や複雑さは Java 
EEスタックに限ったことではありません。 
CORBA や DCE などのその他の標準を見ても
同じような現象が見られます。 Java EE 6では
この事実を認識して、Web Profileという概念
が導入されました。Web Profile は基本的に、
フル・プロファイルの簡易版です。

Web Profile が当社に与えた影響について
言えば、当社ではしばらく前から、私たちの
コミュニティに対して独自バージョンのプロ
ファイルを提供してきました。 提示できる標
準はありませんでしたが、スタックを合理化
する機能は提供可能でした。 たとえば、顧客
が Web サービスを望まなければ、当社で提
供することができました。 

ですから、Web Profile が標準として採用
されたことは非常によかったと考えていま
す。 これまでに寄せられたフィードバックは
至って前向きなものです。 Java EE 6 を検討
の対象としていなかった人々が、今では Web 
Profile に目を向け、最終的にフル・プロファ
イルへアップグレードしています。それは、
求める仕様の中に Web Profile には含まれて
いないものがあるためです。 つまり、Web 
Profile は、より多くのユーザーの利用を促す
手段として、また企業側から見て新規顧客を
獲得する手段として、非常に優れています。 

JAX-RS や CDI などの Java EE 6 に含まれた
数多くの新規 API が開発者にもたらすメリッ
トには、大きな注目が集まりました。 
Java EE 7 でも JSON-P や WebSocket などの
追加によってAPI が拡張されていますが、こ
のどちらとも、エンタープライズ Javaスタッ
クがクラウドやモバイルなどの流れの最前線
に立ち続けるためには不可欠な要素です。
Java Magazine： 当初は Java EE 7 を対象とし

同僚と話し合う
Little氏。 
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ていた各種のクラウド関連機能
が Java EE 8 に延期されていま
す。この変更についてのご意見
をうかがわせてください。また、
現在のクラウド環境ではどのよ
うに Java EE が利用されており、
Java EE 7 以降のリリースではど
のようにテクノロジーが発展して
いくとお考えですか。
Little 氏： コミュニティや顧客と
の話合いから分かったのは、実
装を変更することなく、自社の
インフラストラクチャからどこか
別のインフラストラクチャへとアプリケーショ
ンを移行できる機能が求められているという
ことです。 そして、この要望を実現するた
めの明白な方法は、それまで独自のハード
ウェアを使用して実行していたプラットフォー
ムをクラウド上に確保することです。 非常
に早い段階から、Red Hat は当社の実装が
Infrastructure as a Service 上で稼働し、ひい
ては Platform as a Service 上で稼働するため
の取組みを行ってきました。

Java EE 6 の登場によって、クラウド上のプ
ラットフォームを実現するための近道が提供
されました。Java EE 6 に導入されたプロファ
イルを使用すると、アプリケーションをクラウ
ドで実行したいと考える顧客に対して、標準
の Web Profileと標準のフル・プロファイル・
プラットフォームを簡単に提供できるように
なったためです。 当社は独自の Platform as 
a Service を 2011 年に発表しましたが、これ
は当初、Java EE 6 に準拠した Red Hatアプ
リケーション・サーバーの事前リリースをベー
スにしたものでした。 
 次にリリースしたフル実装の EAP6 では、
当社の Platform as a Service 製品である
OpenShift を公開しました。

当社が Java EE 7 に取り組ん
でいた当初は、Java EE のクラウ
ド対応機能を向上させることを
目的とした新規 JSR が相当数あ
りましたが、 先程言ったとおり、
Java EE 6 は現在のクラウドで極
めて有効に利用されています。 
モジュール化とマルチテナント
の点から見て、改善が見込める
領域もいくらかありますが、 
 これらの機能が延期されたこ
とには賛成です。そのおかげ
で Java EE 7 をスケジュールどお

りにリリースできましたから。 これらの機能
は次のリリースに採用される予定ですから、
Java EE 8 は進化するクラウドに一層適したも
のになるでしょう。
Java Magazine： JBoss Developer Studio IDE
では、Java EE 7 の新機能をどのように反映し、
利用する予定ですか。
Little 氏： 私たちが目指しているのは、JDBS
が常に実際の開発者に機能を提示する先駆
けとなることです。そうすることで、どこに問
題があるか素早く特定できます。 たとえば、
CDI の変更が適切でなかった場合、JDBS を
通じて開発者から多数のフィードバックが寄
せられるでしょう。 したがって、できるだけ
早急にこれらの機能を IDE に取り込み、人々
が簡単なチェックを実施できるようにすること
が重要なのです。
Java Magazine：Java EE 7 では多くの古い機
能（JSR 77、 
JSR 88、JSR 93、JSR 101 など）が削除され
ましたが、 Red Hat の Java EE 7 製品ではどの
ように対応する予定ですか。 

Little 氏： JSR が削除されたのは今回が初め
てではありません。 今回削除された JSR へ

の対応は通常どおり、Java EE 7 の仕様に含
まれなくなったものは Java EE 7 に準拠した
実装から削除するというものです。

しかし、当社には Java EE 6 を実装した製
品として、コミュニティ・バージョンの AS7

（JBoss Application Server 7）と製品バージョ
ンの EAP6（JBoss Enterprise Application 6）
があります。 
 EAP6 には 7 年間のサポートがあり、 これらの
機能が本当に必要な顧客は、その後 5 ～ 6
年間のサポートを受けることができます。 オ
プションになった JSR は、通常、何らかの形
でサポートを続けており、 Java EEスタックか
ら正式に削除されるまでは削除しません。
Java Magazine： JCP への関わりを大局的に
見た場合、その他のメンバー企業と協業する
際に生じる関心事の違いをどのように解決、
調整していますか。
Little 氏： Java および Java EE が IT 業界の
大部分にとって非常に重要であることは誰も
が理解しています。 したがって、私たちには

重要な仕様
“「 何年にもわたっ

て見てきた中で、

Java EE アーキテ

クチャ全体に関わ

るもっとも重要な

追加は、おそら

くCDIではないで

しょうか」

Little氏によると、
オープンソース・コ
ミュニティが“Red 
Hatで実施される
すべてのことを左
右します” 



ORACLE.COM/JAVAMAGAZINE  /////////////////////////////////  MAY/JUNE 2013

10

blog

CO
M
M
UN

IT
Y

JA
VA

 T
EC

H
AB

O
U
T 
U
S

JA
VA

 IN
 A

CT
IO

N

Java EE を発展させるべく協力する義務があり
ます。 これは OASIS や W3C、またはその他
の標準グループに参加する際となんら変わり
はありません。 問題が生じる場合もあるでしょ
うし、要望が必ずしもすべて通るわけでもあり
ませんが、互いに歩み寄る必要があるのです。 
Java Magazine： 現行標準の維持と将来的な
イノベーションの推進のバランスを取る際、
どのような問題が発生しますか。
Little 氏： 非常に危険なのは、時期尚早な標
準化です。優れた標準はすべて、経験に基
づくものであり、 標準化が早すぎると、結局
は目的に合わない API やデータ形式が作ら
れ、誰も使用しなくなります。 

しかし、これは一種のトレードオフであり、
標準化が遅すぎるとベンダーによる囲い込み
につながったり、同じことを実行するために
複数の異なる方法が存在したりする結果にな
ります。 Executive Committee で現在試みて
いることの 1 つは、Java EE 8 や Java EE 9 へ
の採用が検討されている分野において、上流
のオープンソース・コミュニティでのイノベー
ションを促すことです。 
Java Magazine： どうすれば JCP はもっと
Javaコミュニティの役に立つことができると
思いますか。また、より積極的な参加を促す
方法にはどのようなものがありますか。
Little 氏： Adopt-a-JSR などの、さまざまな
Java ユーザー・グループがこれまでに行って
きた作業は素晴らしいものです。 当社で実
施することはすべてオープンソース・コミュニ
ティによって左右されています。各種の JSR
で提案しようとしている事項に関して、実際
に文書化するよりもずっと前に多数のフィー
ドバックが寄せられるのです。 私たちはこ
のような方法で、私たちのコミュニティを
Executive Committee に引き入れる努力をし
ています。 

Java Magazine： 昨年の JavaOne で
Cameron Purdyとともに開催したセッショ
ンでは、JVM（Java 仮想マシン）上で稼働
する Java 以外の言語について考察されまし
たね。たとえば、Ruby 開発者が Java EEス
タックを活用して、JMS や EJB（Enterprise 
JavaBeans）などの機能を利用するには、ど
のような方法がありますか。 この傾向につい
て、Java のコミュニティやエコシステムの拡
大という観点からお話し願えますか。
Little 氏： ここ数年で、JVM 上で稼働する
JRuby、Clojure、Scala などの言語の採用が
増えてきています。 当社では Ceylonという独
自言語を開発しているところです。 このような
コミュニティと協力して試みていることは、開
発者が、高パフォーマンスのメッセージング
やトランザクション、またはデータベースを必
要とする場合、一から開発をやり直すのでは
なく、Java EEスタックという観点で完璧なソ
リューション・セットがすでにある場合はそれ
を利用するよう働きかけることです。

そこで私たちは、開発者がメッセージング
などの特定の API に何を期待しているのかを
明らかにし、幅広い開発者コミュニティととも
にコードを作成し、その下に当社のスタック
または少なくともその一部を重ねる取組みを
行っています。 つまり、Ruby 開発者は API
を定義し、私たちは当社の JMS 実装に対する
このAPIのバインディングを提供するのです。 

新しい言語コミュニティにもっとも避けてほ
しいのは、20 年前と同じバグを再び作り出す
ことです。 すでに存在するものを土台として
利用し、これを改善する方がずっと効率的で
す。 実際に、TorqueBoxというRubyプロジェ
クトなど、いくつかのプロジェクトは大きな成
功を収めています。 最終的に、開発者はアプ
リケーション・サーバー上で処理を実行して
いることや、内部で Java EEスタックを利用し

ていることを知る必要さえもなくなります。 </
article>

LEARN MORE
• Java Community Process

• Red Hat

Steve Meloan：元C/UNIXソフトウェア開
発者。Wired、Rolling Stone、Playboy、SF 
Weekly、San Francisco Examinerなどの各誌に
Webやインターネットに関する記事を執筆して
いる。 近著はサイエンス・アドベンチャー小説
の『The Shroud』。また、The Huffington Post
に定期的に寄稿している。

イノベーションの役割
“「 Executive Committee

で現在試みていること

の1つは、Java EE 8や

Java EE 9 への採用が

検討されている分野に

おいて、上流のオープ

ンソース・コミュニティ

でのイノベーションを

促すことです」 

http://www.jcp.org/en/home/index
www.redhat.com
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写真：STAN GODLEWSKI/GETTY IMAGES

スラムダンク Java、ESPN.com  

を勝者に  DAVID BAUM

オフィスの近くでボールをパスする
ESPN Technologyのエンジニアリン
グ担当シニア・ディレクターManny 
Pelarinos氏（左）と、エンジニアリング
担当ディレクターSean Comerford氏。 

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
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Kobe Bryant が真髄を見せたこの瞬間
を、ロサンゼルス・レイカーズのファ
ンは決して忘れないでしょう。 対マイア

ミ・ヒート戦 ESPN ナイト・ゲームの土壇場
で、最後のプレイとなるボールの権利を得た
レイカーズは 2 点差を追っていました。 Ron 
ArtestがBryantに素早くパスを送りましたが、
Dwyane Wade の果敢なディフェンスによって
シュート・チャンスは阻まれました。 残り時
間がほとんどゼロになった瞬間、右にフェイ
ントをかけて左にかわした Bryant はついに、
大きく広げた Wade の腕越しに 3 ポイントの
ロング・ジャンプ・シュートを放ちました。 ボー
ルがバックボードに当たってリングを通過し
た瞬間、ブザーが鳴り、マイアミ・ヒートに
対するロサンゼルス・レイカーズの 8 連勝が
決定しました。 スタジアムは湧き上がり、至

るところからレイカーズ・ファ
ンの勝利の歓声が聞こえてき
ました。 ESPN Technology
で働くエンジニアの努力のか
いあって、何百万もの人々が
無料のモバイル・アプリを通
じて、スマートフォンやラップ
トップ、タブレット上でほぼ
瞬時に最新情報を得られまし
た。

 
インターネットでのスポーツ
情報提供大手であるESPN.
com は、今回のような生中
継イベントのライブ・スコア
や、最新ニュース、試合統

計データ、スケジュール、選手の最新情報、
ファンタジー・ゲーム、ビデオを WatchESPN
を通じてファンに届けています。 National 
Basketball Association(NBA)
のゲームは、ESPN が取り扱
う何千ものイベントの 1 つで
す。 何百万ものスポーツ・
ファンが、フットボールや
野球、ホッケー、サッカー、
NASCARレース、他にも多く
の種類の試合や競技会、トー
ナメント、対戦の情報を追っ
てこのサイトにアクセスして
います。 FIFAワールドカップ・
サッカー選手権などの大規模
なスポーツ・イベントの期間
中には、ESPN の処理量は 1

秒あたり10 万ヒットを上回ります。 ESPN の
利用者向け Web サイトは、Java の力を借り
てこの圧倒的な負荷に対応するよう設計され
ています。 
「私たちが構築し、増強しているシステム

は、何百万にも上るファンのニーズを満たす
スケーラビリティを備えている必要がありま
す」と、ESPN が使用するテクノロジーの構
築、設計、調査、実装、保守を担う部門であ
るESPN Technology のエンジニアリング担当
シニア・ディレクターであるManny Pelarinos
氏は言います。 「エンジニアリングの観点か
ら見てもっとも重要なタスクの 1 つは、並は
ずれたパフォーマンスを発揮し、水平方向の
スケーラビリティを備えたシステムの構築で
す。 Java は常に私たちの DNA に引き継がれ
ており、 立上げ時からずっと、サイトの構築
には Java を使用しています。 それどころか、
ESPN はサーブレット仕様が作られる前から
Java を使用しているのです」

ESPN.com をクリックしてアクションを見
てみると、 ひいきのチームのスコアボードや
ゲームのハイライト、全選手のプロフィール
が表示されます。 最新ニュースを読んだり、

最近のスポーツ・イベントの
リプレイを視聴したり、ポー
カー・トーナメントからテニ
スの試合まで、すべてを知る
ことができます。 

数ページのシンプルな
Web ページに見えるものが、
実は、数百台のサーバーに
散在する何十ものデータベー
スやアプリケーションで構成
された、大規模デジタル・
インフラストラクチャのフロ
ントエンドになっています。 
Pelarinos 氏と彼のチームは

ESPN本社にあるスポーツ
の殿堂に立つPelarinos氏と
Comerford氏。

瞬時アクセス
ESPN Technology のエ

ンジニアは、無料のモバ

イル・アプリを通じて何

百万ものファンに、Kobe 

Bryant が真髄を見せた

瞬間をほぼ瞬時にレポー

トしました。

企業概要
ESPN, INC. 
espn.go.com
ESPN.comはESPNの
公式Webサイトかつ
ESPN, Inc.の事業部門 
本社所在地： 
コネチカット州ブリス
トル
業界： 
メディア、ニュース、
出版
売上： 
82億ドル
従業員数： 
6,500名（全世界）
使用しているJavaテ
クノロジー： 
Java SE 1.6および1.7
、Java EE 6 

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://www.youtube.com/watch?v=Bbdt-ZL_S1M
http://espn.go.com/
http://espn.go.com/
http://espn.go.com/watchespn/about
http://espn.go.com/
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サーブレットを使用して動的に Web ページを
生成し、静的な Web マークアップ・コンテ
ンツに変換しています。

生成されたページは Java VM の実行環境
を介して、ESPN のサーバ群に集約されて実
行されます。 

確立された地位
基幹となるこれらの Java テクノロジーは、ス
ポーツ関連の見出し、ニュース記事のほか、
サイトでのコンテンツのレイアウト方法を示す
構成データなどの重要情報を保持するコンテ
ンツ管理システムに加え、1997 年に開設され
た ESPN の人気 Web サイトの基盤となってい
ます。 この機敏な Java インフラストラクチャ
によって、試合結果、ゲームのハイライト、通
算成績に加え最新のニュースが ESPN のモバ
イル・エクスペリエンスおよび Web サイトに
提供されています。 情報は、スポーツ、チー
ム、選手、コラムニスト別に分類され、ユーザー
の好みに合わせてパーソナライズされたコン
テンツをその分類した情報に対応づけます。

「コンテンツ管理システムは当社の Web サ
イトの原動力です。 編集者から送られたすべ
てのテキスト・データはこのプラットフォーム
に格納されています」と、Pelarinos 氏は言
います。 

続けてPelarinos 氏は次のように説明して
います。「当社は NBAとの契約により、NBA
のシステムから直接データを利用しています。 
データはフィードの形をとり、Java Message 
Service（JMS）キューに挿入されます。 これ
らのフィードは、Message-Driven Bean によっ
て Javaドメイン・オブジェクト・モデルにマー
シャリングされます」

Java SE および Java EEアプリケーション
でリレーショナル・データを管理するための
フレームワークである Java Persistence API

（JPA）を使用して、データはデジタル消費向
けに最適化された別の ESPN データ・ストア
に永続化されます。 そのすぐ後に、ESPNア
プリケーション層に含まれるすべてのキャッ
シュが更新され、何百万もの熱心なスポーツ・
ファンに最新情報が送信されます。 すべての
エンティティはほぼリアルタイムで更新されて
おり、 毎秒 1 ～ 2 回、別のシステムが特殊な
API をポーリングして更新情報をファンに届け
ています。
「スコアはほぼ即座に更新され、ファンに

表示される時計は実際の試合の時計をリアル
タイムで表しています」と、Pelarinos 氏は
言います。 「データ更新があまりに速いので、
まるでスタジアムにいるかのように感じられ
るんです」

技術の MVP
このようなレベルの速度、スケーラビリティ、
信頼性を実現するため、ESPN.com はキャッ
シング・アーキテクチャとJPA を利用してい
ます。

「JPA オブジェクト・モデルを利用すること
で、Webアプリケーションやモバイル・サー
ビスを利用したアプリへのデータ送信が可
能になります」と、ESPN Technology のエ
ンジニアリング担当ディレクターであるSean 
Comerford 氏は説明します。 

もう１つの重要なアーキテクチャ要素は、
メッセージ指向のミドルウェア API である
JMS であり、 
ESPN.com が持つ多数のサーバーおよびアプ
リケーション間で情報を送受信します。 JMS
は、Java アプリケーションによるメッセージ
の作成、送信、受信、および読取りの方法
を制御し、 
 分散アプリケーションの別々のコンポーネン
ト間で、疎結合された信頼できる非同期通
信を実現します。 このような特性は、ユー
ザー・ベースが絶え間なく拡大を続けるなか、
安定した通信を維持する必要のあるサイトに
とって不可欠です。 加入者は、更新情報を
クリックすることで、該当するイベントの追加
情報を確認したり、ESPN の多彩なコンテン
ツ・データベースにドリルダウンしたりするこ
とができます。 また、スポーツ情報を都市
別にソートして、ローカル・ニュースを読ん
だり、近く予定されている地元のイベントや
試合、対戦を見つけたりすることができます。 

Comerford 氏は次のように述べています。
「私たちは Javaメッセージングを大いに利用
しています。 過去5年間、私たちは非同期メッ
セージングの標準インタフェースとして JMS
を採用してきました。 JMS の働きは信頼でき
るものであり、メッセージを重複なしで確実
に処理するための多くの課題を解決してくれ
ます」 

JAVA EE 7について
“「 Java EE 7がリリースされ、JMS

での使いやすさが改善されたこ

とによって、将来的にコードを

簡素化し、この重要なアーキテ

クチャ領域に関する情報をより

素早く新しい開発者に提供でき

るようになるでしょう」

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
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JMS のもう1 つの大きな利点は、パブリッ
シュ・サブスクライブ・モデルです。ESPN は
このモデルを利用することで、内部システム
と情報を共有し、パブリッシャを変更すること
なく新規システムを追加できるようになりまし
た。 スポーツ、チーム、選手に関するコン
テンツは、ニュース記事や最新情報とともに
ESPN の JMS ハブを通過し、そのコンテンツ
を見ることができる多大な数の利用者によっ
て消費されます。 また、開発や QA などの
他の環境にコンテンツをリアルタイムで複製
する役割を果たしているのも同じ JMS ハブで
す。
「このアプローチはまさにサービス指向で

あり、コンテンツをパブリッシュするアプリ
ケーションと消費するアプリケーションはきれ
いに切り離されています」と、Comerford 氏
は続けます。 「実際、Java EE 7 がリリースさ
れ、JMS での使いやすさが改善されたことに
よって、将来的にコードを簡素化し、この重
要なアーキテクチャ領域に関する情報をより
素早く新しい開発者に提供できるようになる
でしょう」

JPA を通じて、ESPN.com はデータベース
層でも同じレベルの抽象化を実現していま
す。 「JPAコードは読みやすく、分かりやすく、
保守も簡単です」と、Comerford 氏は言い
ます。 「このアーキテクチャによるもう1 つの
メリットはプラットフォームに依存しない点で
あり、必要があれば極めて容易に基盤データ・
ストアを変更できます」

将来へのファスト・ブレイク
世界でもっともアクセス数の多い Web サイト
の 1 つを改良し続けているESPN Technology
は、イノベーションの最先端を走っています。 
「Java のパフォーマンスと信頼性を利用す

ることで、私たちは極めてスケーラビリティ

の高いシステムを提供し続けることができま
す」と、Pelarinos 氏は言います。 「そもそも
デジタル・メディア自体が最先端を走る存在
ですが、ESPN.com では常に新しいアイデア
とテクノロジーを試しているため、 いつでも
新鮮で魅力的な仕事に取り組めます」 
「結局のところ、私たちが目指しているのは

スポーツ・ファンの期待に応えることなので
す」と、Pelarinos 氏は結びます。 「この目標
を確実に実現するため、今後も新技術に投
資していくつもりです」 
 </article>

 
David Baum：カリフォルニア州サンタバーバラ
を拠点とし、革新的なビジネス、最新テクノロ
ジー、魅力的なライフスタイルについて執筆活
動中。

My local and global JUGs 
are great places to network
both for knowledge and work. 
My global JUG introduces 
me to Java developers all 
over the world.
Régina ten Bruggencate

JDuchess

FIND YOUR
JUG HERE

LEARN MORE

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://www.java.net/jugs/java-user-groups
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写真：PAULO FRIDMAN

銀行業務に
おけるJava

Java EE ベースの新システ
ム、ブラジルの複雑な債
権譲渡取引システムに安
定性と透明性をもたらす
PHILIP J. GILL

サンパウロ（ブラジル）にあるTIVIT 本社
の外を歩くCláudio Silveira 氏（左から）、
Einar Saukas 氏、Fabiano Marques 氏。

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
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TIVITオフィスで作業するMarques
氏、Saukas氏、Silveira氏

ブラジル経済は世界でもっとも規
模が大きくダイナミックな経済の
1 つですが、2010 年、世界的な

景気後退ではなく、ブラジル中央銀行
Banco Central do Brasil の驚くべき発見
によって、10 年に及ぶブラジルのサクセ
ス・ストーリーが危機にさらされました。 
いくつかの銀行が債権譲渡、つまり消費
者取引、融資取引、リース取引によって
生じる貸付契約を重複して転売していた
のです。 ブラジル中央銀行によって判明
したこの二重取引によって、ブラジルの
金融制度に 42 億レアルの損失が生じて
おり、国家レベルの金融危機に陥る可
能性がありました。
「これらの銀行の活動は、明らかに違

法であることに加え、ブラジルに金融
システムへの不安を生み出していまし

た」と、サンパウロを本拠とし、Java を
専門とする企業 Summa Technologies do 

Brasil のプリンシパル・アーキテクトで
あり、同様にサンパウロに本拠を置くIT
サービス企業 TIVIT のコンサルタントであ
るEinar Saukas 氏は述べます。 「銀行が
債権購入能力とその補償能力における信
用を失ったことで、高まったリスクを埋め
合わせるために金利が上昇しました」と、
Saukas 氏は説明します。

Saukas 氏は続けます。「取引高が減少
したことで全般的な経済成長が低迷し、
何百万もの消費者や企業に対する金利が
上昇しました」
この不透明感を和らげ、ブラジル経済

に安定を取り戻すため、ブラジルにおい
て米国連邦準備銀行と同様の役割を果た
すブラジル中央銀行は、このような二重
取引によってブラジルの金融システムおよ
び経済が二度と脅かされることのないよう
にするための取組みに着手しました。
この取組みが、Central de Cessão de 

Crédito（C3）、英語では Central Credit 
Assignment（集中債権譲渡）です。 C3
はスケーラブルで高パフォーマンスの分散
取引システムであり、現在、すべての債
券譲渡取引の整合性を監視しています。 
Javaで構築された C3 は 1 年未満で導入
され、ブラジルの金融システムはいち早
く安定を取り戻しました。さらに、「リス
クが緩和され、信用が回復し、金利が下
がり、経済成長が再び始まりました」と、
Saukas 氏は加えます。 C3 はまた、初代
の Duke's Choice Award Latin America を
受賞したプロジェクトの 1 つとなりました。
別の 2 つのプロジェクトで Duke's Choice 
Award を獲得した経験を持つ Saukas 氏
にとっても、この賞は格別な名誉でした。

C3 の構築に際してブラジル中央銀行は
TIVITと契約を結び、TIVIT は Java EE で
システムを構築することを決めました。 

「Java EEプラットフォームは C3 にとっ
て当然の選択でした」と説明するのは、
TIVIT のアプリケーション運用ディレクター
であるCláudio Silveira 氏です。 「ブラジ
ルでは Java が銀行取引アプリケーション
の標準になっています」

消費者文化 
ブラジルの天然資源、農産物、加工品、
ビジネス・サービスを求める世界的な需
要によって、1999 年以降の GDP 成長率
はほぼ毎年 5% を超え、2011 年、南米最
大のこの国はイギリスをしのいで世界第 6
位の経済大国になりました。 

また、この成長によって 3,100 万人の
ブラジル人が中産階級へと押し上げられ、
このクラスは今や、1 億 9,300 万人のブ
ラジル国民の半数近くを占めるまでにな
りました。 他の好調な経済圏と同様に、
中産階級の成長は自動車用消費者ロー
ン、住宅ローン、リースに対する需要に
よって活気づけられ、好景気をもたらしま
した。 現在、ブラジル国民のおよそ 3 分
の 1 が何らかの負債を抱えています。

新たな貸付に備える財源としてまとまっ
た現金を確保するため、ブラジルの銀行
は、米国やその他各国の銀行と同様に、
他の銀行や金融機関に長期投資として貸
付契約を転売します。 「たとえば、新車
を購入するためにローンを組もうとして
銀行を訪れた顧客は、融資を得るための
契約書に署名します」と、C3 開発に関し
てTIVITと相談した Saukas 氏は説明しま

企業概要
TIVIT 
tivit.com.br

本社所在地： 
サンパウロ（ブラジル）
業界： 
ITサービス
従業員数： 
28,000
売上： 
15億レアル（2012年概算）
使用しているJavaテクノ
ロジー： 
Java EE 6

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://www.bcb.gov.br/?english
http://www.summa.com.br/
http://www.summa.com.br/
http://www.tivit.com.br/
http://tivit.com.br
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す。 「これらの機関は融資に特化している
ため、新しくローンを組む別の顧客のた
めに、より多くの資金を迅速に確保する
必要があります。こうして、融資契約が別
の銀行に転売されることになります」

ブラジル中央銀行の監督下で運用する
C3 の第 1 段階では、関係する銀行間で
のすべての債権譲渡取引を監視し、銀行
から別の金融機関へと債権が転売される
たびに記録を残すことが目的とされまし
た。 「債権譲渡の交渉を C3 に登録する
必要があるため、同じ債権が別々の 2 つ
の銀行に転売されそうになると、すぐに
検出されます」と、Saukas 氏は言います。

2012 年に導入された第 2 段階では、
別の機能が追加され、CETIPと呼ばれる
ブラジル中央銀行の決済システムを介し
た、実際の転売の取決めと管理が可能に
なりました。 「購入者と販売者は C3 を介
して債権の転売を取り決めるため、購入
者はすべての情報を反対側から確認する
ことができます」と、Saukas氏は続けます。 
「債権の所有権は C3 システムが管理しま
すが、実のところ、債権に対する支払い
は CETIPとブラジル中央銀行が管理して
います。 C3 はある銀行から別の銀行へ
と債権の所有権を移します。現在、シス
テムは完全に自動化されて
います」

パイプライン・アーキテクチャ
スケーラブルでパフォーマン
スが高く、セキュリティと信
頼性にも優れたトランザク
ション指向アプリケーション
向けの Javaプラットフォー
ムとして Java EE を選んだ

TIVIT の選択は、単純明快なも
のでした。 Java EE は、ブラジ
ルの銀行業界に広く普及してい
ることに加えて、Java Message 
Service（JMS）や Java Open 
Transaction Manager（JOTM）
などの、複雑な C3 システムに
必要な API セットを包括的に
統合した唯一のプラットフォー
ムでした。 

さらに、Java EE はオープ
ンソース・コミュニティによっ
て幅広くサポートされていま
す。C3 の開発に使用された
オープンソース・テクノロジー
および開発ツールには、XA
分散トランザクション・プロ
トコル、Spring Framework、
JBoss Serialization、Apache 
Commons、dom4j、
XStream、Hudson、Sonar、Nexus、
JUnit、Mockito、Maven、および Eclipse
が含まれています。

Java EE が選ばれたもう1 つの理由は、
同様の大量処理要件を持つシステムを、
以前に TIVIT が Java EE を使用して開発し
た経験があったためです。Débito Direto 

Autorizado（DDA、直接承
認支払）と呼ばれるこのシス
テムは、リアルタイムの電子
請求 / 決済システムです。 
C3と同様に Java で構築され
た DDA は、ブラジルの参加
銀行間で決済データを交換
することで、ブラジル国民が
電子的に請求書を受け取り、
支払いを実行できるようにす

るものです。 2009 年 10 月に稼働を開始
したこのシステムには、現在、860 万人
を超える銀行顧客と7 億 2,900 万件を上
回る請求書が登録されており、ブラジル全
体の決済額の 10% を処理しています。

TIVIT は DDA の基盤ソフトウェア・イ
ンフラストラクチャを再利用できたため、
C3 システムの開発から1 年たらずで本番
稼働に至りました。 「DDAと同じソフトウェ
ア・インフラストラクチャの下層を使用す
ることで、開発労力が大幅に削減されま
した」と、TIVIT のチーフ Java アーキテク
トであるFabiano Marques氏は言います。 
「このため、初期構想から本番までの C3
プロジェクト全体が 1 年以内で完了し、 C3
の初期フェーズでの開発作業の大半は 2
か月かかりませんでした」

Saukas氏とSilveira
氏がプロジェクトに
ついて話す間に 
プレゼンテー 
ションを準備する
Marques氏。

近代の象徴
ブラジルの連邦
首都ブラジリア
は、近代建築を象
徴する傑作として
知られています。

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://www.springsource.org/spring-framework
http://www.jboss.org/serialization
http://commons.apache.org/
http://commons.apache.org/
http://dom4j.sourceforge.net/
http://xstream.codehaus.org/
http://hudson-ci.org/
http://www.sonarsource.org/
http://www.sonatype.org/nexus/
http://junit.org/
http://code.google.com/p/mockito/
http://maven.apache.org/
http://www.eclipse.org/
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このソフトウェア・インフラストラクチャ
の下層には、大量トランザクションと大容
量データに対応する目的で特別に設計さ
れた独自の " パイプライン "アーキテク
チャが備わっており、このアーキテクチャ
はバックエンドの DB2 データベースと階
層型ストレージ管理システムに接続され
ています。 
「ブラジルの複雑な金融システムに必要

な柔軟性を獲得するため、C3 システム
は、JMS キューを介して接続
されたトランザクション型の
Enterprise JavaBeans（EJB）
として構築されています」と、
Saukas 氏は説明します。 「リ
クエストは ' パイプライン '
の役割を果たす一連の EJB
によって処理されます。パイ
プライン内では、それぞれ
のBeanが内部のJMSキュー
を読み取り、1 つまたは複数
の特定のタスクを実行して、
次の Bean に結果を転送しま
す。 この EJB は JOTM を使用することで、
XA を介して JMSとDB2 処理間でのトラ
ンザクションの一貫性と整合性を保証し
ています」 
「また、JMS キューを介した統合によっ

てロードバランシングとフォルト・トレラ
ンスも自動化されます。別々のサーバー
にある複数の Bean インスタンスは、各
JMS キューからのリクエストを、利用可
能になり次第処理するため、一元化され
た分散ロジックは必要ありません」と、
Saukas は続けます。

現在までのところ、C3 が処理したクレ
ジット分割払いは 7 億件（1,270 億レアル
相当）を上回ります。 より重要なことは、

C3 はブラジルの金融システムにおける安
定性と確実性の回復に貢献したことです。 

「Brazilian National Banks Federationと
ブラジル中央銀行はともに、債券譲渡に
おける運用リスクの軽減と金融機関によ
る貸付、融資、リース業務の金利引下げ
を C3 の功績として認めています」と言
うSaukas 氏は、このことが一般的なブラ
ジル国民にも確実に良い影響を与えてい
ることに言及しました。 「金利の引下げ

は、現在ローンを抱えている
6,100 万人のブラジル国民に
直接的なメリットをもたらし
ます」 </article>

ブラジルにおけるJava ブラジルは世界最大級の経
済だけでなく世界最大級の

Javaコミュニティを誇っており、Java.net によると14 万 2,000
名を超えるJava 開発者を抱えています。

実際、ブラジルは世界最大と第 2 位の Java ユーザー・グルー
プ（JUG）の本拠地であり、それぞれの JUG には 4 万名を超
えるメンバーがいます。 世界最大の JUG であるSouJava は、
ブラジル最大の都市であり、国際的なビジネスおよび金融の
中心地であるサンパウロを拠点としています。 2 番目に大きい
DFJUG は、ブラジル中央部の高原地帯にある近代主義の連邦
首都地区、ブラジリアに拠点を置いています。

サンパウロに本社を持つ Summa Technologies do Brasil の
プリンシパル・アーキテクトであるEinar Saukas 氏は SouJava
の創設者であり、Duke's Choice Award を受賞した 3 つのプロ
ジェクト（Central de Cessão de Crédito

（C3）分散トランザクション・システム
を含む）に従事した経験を持ちます。 
Saukas 氏によると、Java の高い支持率の
一因はブラジル政府による奨励にありま
す。 「数年前、ブラジル政府は何百万も
の文書が Microsoft Wordという専有形式
で保存されていることに気づきました」と、
Saukas 氏は続けます。 「政府はベンダーによる囲い込みのリス
クを避けるため、国家の技術部門に Java などのオープン標準
を採用するよう奨励しました」

Saukas 氏は C3 以外にも、ブラジル連邦政府向けの統一
医療システム（2003 年）およびサンパウロ市による統合患
者スケジューリング・システム（2005 年）という2 つの主要
な Javaアプリケーション開発に貢献しており、どちらもDuke's 
Choice Award を受賞しました。

Philip J. Gill：カリフォルニア州サンディエゴを
活動拠点とするフリーランス・ライター兼編集
者。20年もの間Javaの動向を追い続けている

経済大国
2011年、ブラジ
ルはイギリスを
しのいで世界第
6位の経済大国
になりました。

Einar Saukas

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://soujava.org.br/
http://www.dfjug.org/
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本記事は全 3 回シリーズの第
1 回です。このシリーズで

は、Java EE 7 で拡張された機能
や、HTML5、WebSocket、JSON
処理などの比較的新しい Web 標
準を使用して、最新型のエンター
プライズ・アプリケーションを構
築する方法について説明します。

本記事では、NetBeans IDE 7.3
とGlassFish 4 を使用して完全な 3
層エンド・ツー・エンド・アプリ
ケーションを構築する方法を詳し

く見ていきます。Java EE 7 に搭載
されている以下のテクノロジーを
利用します。 

■■ Java Persistence API（JPA）2.1
（JSR 338）
■■ JavaServer Faces（JSF）2.2（JSR 
344）

■■ Contexts and Dependency 
Injection（CDI）1.1（JSR 346）
注：本記事で作成するアプリ

ケーションのすべてのソース・コー
ドは、こちらからダウンロードで

きます。

Java	EEとは何か
Java Platform, Enterprise Edition

（Java EE）は、エンタープライズ・
アプリケーションの開発と実行の
ための専用の Javaプラットフォー
ムです。 スケーラビリティ、信頼
性、セキュリティに優れた、大規
模かつマルチティアのビジネス向
けネットワーク・アプリケーション
を作成するために必要となる、あ
らゆる機能が搭載されています。

前提条件
本記事では、サンプル・アプリ
ケーションを動作させるために十
分な説明を行いますが、Java EE
の包括的な解説は行いません。 
本記事は、Enterprise JavaBeans

（EJB）、JPA、CDI など、Java EE
の基本概念について知識を有す
る読者を対象としています。 これ
らの基本概念は、The Java EE 6 
Tutorial で学習できます。

本記事で説明するアプリケー
ションの開発には、次のソフトウェ

アを使用しました。これらのソフ
トウェアをダウンロードし、インス
トールしてください。 

■■ JDK 7
■■ NetBeans IDE 7.3 以降の「すべ
て」または「Java EE」バージョ
ン

■■ GlassFish 4.0 b80
注：本記事のテストには、

NetBeans IDE の執筆時点での最
新バージョン（バージョン 7.3）
を使用しました。 

本記事は、オラクルの Java エ
バンジェリストであるArun Gupta
が作成し公開しているコードに基
づいています。

NetBeans	IDE	7.3を使用した現
実的なエンタープライズ・アプリ
ケーションの作成
この実践セクションでは、現実的
な Java EE 7 エンタープライズ・
アプリケーションを段階的に構築
していきます。これにより、Java 
EE 7 で新たに機能強化された重
要な API（JPA 2.1、JSF 2.2、CDI 1.1

Java EE 7に追加された重要な新規APIの使用方法について学ぶ
MAX BONBHEL
BIO

パート1 
Java	EE	7を360度探索する

User 
Interface

DatabaseShow Booking

Add/Delete Movie

Ticket Sales

Movie Points

Chat Room

Part 2

Part 2

Part 3

Part 3

図1
写真： 
ALLEN MCINNIS/GETTY 
IMAGES

Jean-François	
"Max"	
Bonbhel：11
年以上の経験
を積んだ ITプ
ロフェッショ
ナルであり、 
Fujitsu Canada
のシニア・コ
ンサルタント
兼トレーナー。
Java、Java 
EE、Microsoft、
Oracle、オー
プンソースなど
の各種テクノロ
ジーとプログラ
ミング言語に従
事。 また、ア
フリカでの Java
ユーザー・グ
ループ拡大の先
導役。
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http://netbeans.org/downloads/
http://netbeans.org/downloads/
http://netbeans.org/downloads/
http://dlc.sun.com.edgesuite.net/glassfish/4.0/promoted/glassfish-4.0-b80.zip
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など）の基礎を簡単に学習できます。 

作成するアプリケーションは、典型的
な 3 層 Java EE 7 Webアプリケーション
であり、7 つのスクリーン（上映室）が
ある複合型映画館の上映時刻を参照し
て予約を行うことができます。 

図 1 は、本記事および今後のパート
2とパート3 で追加し、説明する機能を
示しています。

表 1 は、本記事で設計するコンポー
ネントと、各コンポーネントの実装で使
用するテクノロジーの詳細です。 

実行するタスクは次のとおりです。
■■ GlassFish および NetBeans IDE 7.3 の
インストールと設定 

■■ サンプルの Mavenアプリケーション
のロード（手順と説明に従って実施）

■■ 設定済みのデータソースの確認と、
データベースのアーティファクト（表
など）の生成

■■ いずれかのスクリーンでの特定の上
映を予約するWeb ページの作成

■■ コードの追加と既存コードの更新（こ
れにより、Java EE 7プラットフォーム
におけるさまざまなテクノロジー・ス
タックの使用方法を示します）

■■ サンプル・アプリケーションの実行と

テスト

NetBeans	IDE	7.3およびGlassFish	4の
インストールと設定
最新バージョンの NetBeans IDE および
GlassFish をダウンロードしてインストー
ルし、開発環境を構築します。

1.	 最新バージョンの NetBeans IDE
のダウンロードとインストール： 
 

a.	 NetBeans IDE 7.3 以降の「すべて」
または「Java EE」バージョンをダ
ウンロードします。

b.	こちらの手順に従ってインストール
します。

2.	 GlassFish サーバーのダウンロー
ドとNetBeans IDE での設定： 
GlassFish をアプリケーション・
サーバーとして使用するために、
NetBeans IDE で明示的に指定しま
す。 

a.	 GlassFish 4.0 をダウンロードしま
す。

b.	 ダウンロードした圧縮ファイルを、
glassfish4フォルダを配置するディ
レクトリに解凍します。

c.	 NetBeans IDE を起動し、
「Services」タブをクリックします。

d.	「Servers」を右クリックし、「Add	
Server」を選択します（図 2）。

e.	 Add Server	Instanceウィザードで
「GlassFish	Server	3+」を選択し
ます（図 3）。

f.	 Nameフィールドに
GlassFish4.0b80と入力し、「Next」
をクリックします。

g.	「Browse」をクリックして、
GlassFishファイルを解凍したディ
レクトリに移動し、glassfish4フォ
ルダを選択します。 

h.	「Finish」をクリックします。
以上で、開発環境の準備が整いまし

た。

サンプル・アプリケーションの確認	
ここでは、サンプル・アプリケーション
をダウンロードして 内容を確認し、アプ

リケーションのアーキテクチャを理解し
ます。 

1.	 初期状態の NetBeansプロジェク
トのダウンロード：

a.	 サンプル・アプリケーションをこち

図2

図3

表1

フロー 説明
ユーザー・インタフェース 全体的に JSF で記述 

■■ 予約画面の表示
■■ 選択された映画およびすべての映
画の上映時刻の表示

■■ 選択内容の確定

軽量 EJB BEAN から JPA を使用
してデータベースと通信

図4

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
https://netbeans.org/community/releases/73/install.html
http://glassfish.java.net/hol/movieplex7-starting-template.zip
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らからダウンロードします。
b.	 ダウンロードした圧縮ファイルを、

movieplex7フォルダを配置する
ディレクトリに解凍します。

c.	 NetBeans IDE を起動し、「File」
メニューから「Open	Project」を
選択します。

d.	 解凍したディレクトリを選択し、
「Open	Project」をクリックします。 
このプロジェクトの構造を図 4 に
示します。

e.	 プロジェクトを開くと、設定ファイ
ルを作成してアプリケーションに
バンドルされた RESTリソースの
ベース URI を設定するように求め
るプロンプトが表示されます（図
5）。 このアプリケーションには必
要な設定を記述したソース・ファ
イルがすでに含まれているため、

「Cancel」をクリックしてこのダイ
アログ・ボックスを閉じます。

2.	 Maven 設定の確認： 

a.	 movieplex7プロジェクトの
「Project	Files」ノードを開き、
「pom.xml」ファイルをダブルク
リックします。 

b.	 pom.xmlファイルには、プロジェ
クトの依存先として javaee-api が
指定されています（図 6）。  
この指定により、Java EE 7 の各種
API が Maven から取得されます。 
 ここで、特定のバージョン番号 
7.0-b80 が指定されていることに
注意してください。ダウンロードし
た GlassFish 4.0 ビルド（GlassFish 
4.0 b80）を使用する際には、この
バージョン番号を指定する必要が
あります。 

データソースの確認とデータベース・ス
キーマの生成	
ここでは、アプリケーションの各コンポー
ネントからJPA を使用してデータベース
と通信する方法を詳しく見ていきます。

1.	 データソースの設定：
a.	 movieplex7プロジェクトの「Other	

Sources」ノードを開き、次に「src/
main/resources」ノードを展開し
ます。

b.	「META-INF」ノードを開き、

「persistence.xml」をダブルク
リックします。 デフォルトでは、ファ
イルはDesignビューで開きます。 

c.	「Source」タブをクリックして
XMLソース・ファイルを表示しま
す（図 7）。

図5

図7

図6
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<jta-data-source> がコメントア
ウトされていることに注意してくだ
さい。これはつまり、データソー
ス要素が指定されていないという
ことです。 jta-data-source は、基
盤のアプリケーション・サーバー
のランタイム環境における接続先
の JDBCリソースを指定する要素
です。

Java EE 7プラットフォームでは、
ランタイムにより提供されるデフォ
ルト・データソースが新たに定義
されています。 この設定済みの
データソースには、java:comp/
DefaultDataSourceというJNDI 名
でアクセスできます。

JPA 2.1 仕様によれば、jta-
data-source 要素とnon-jta-data-
source 要素のいずれも指定され
ていない場合は、デプロイ時に
Java Transaction API（JTA）デー
タソースを指定するか、デフォル
トの JTA データソースがコンテナ
から提供される必要があります。

d.	 GlassFish 4 のデフォルトのデー
タソースは、JDBCリソースの
jdbc/___default にバインドされて
います。 Design ビューと Source
ビューをクリックして切り替える際
に、図 8 のような警告が表示され
ることがありますが、 この警告は、
アプリケーションを実行することで
解消されます。 「OK」をクリック
してこのダイアログ・ボックスを閉
じます。

2.	 データベース・スキーマの生成： 
スキーマ生成用のスクリプトは
META-INFディレクトリにあります。 

これらのスクリプトの場所は URL
で指定されているため、WARファ
イルの外部からでもこれらのスクリ
プトを読み込むことができます。

a.	 movieplex7プロジェクトの「Other	
Sources」ノードを開き、次に「src/
main/resources」ノードを展開し

ます。
b.	「META-INF」ノードを開き、

create.sql スクリプトを実行しま
す。図 9 に示すデータベース・ス
キーマが生成されます。 

JPA 2.1では、新しい一連のプロパティ

javax.persistence.schema-generation.*
が導入されています。このプロパティは、
表、索引、制約などのデータベース・アー
ティファクトをデータベース・スキーマ
内に生成するために使用できます。 こ
の機能を使用して、JPAドメイン・オブ
ジェクト・モデルをデータベース内に直

図8

図9
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接生成できます。 ただし、生成された
スキーマを本番環境で使用する場合は、
微調整が必要になる場合があります。 
一部のプロパティについて、その意味と
有効な値を表 2 に示します。

映画を予約するWeb ページの作成		
このセクションでは、いずれかのスクリー
ンでの特定の上映を予約できるWeb
ページを作成します。 JSF のバージョン
2.2 で導入された新機能を利用します。

JSF 2.2 で新たに導入された Faces 
Flow は、アプリケーションで定義され
たエントリ・ポイントと終了ポイントによ
り、関連するビュー / ページをカプセル
化する機能です。 Faces Flow の中心的
な考え方は、Oracle ADFタスク・フロー、
Spring Web Flow、Apache MyFaces 
CODI から流用されています。

このサンプル・アプリケーションで
は、ユーザーが映画を予約するための
フローを構築します。 このフローには 4
つのページが含まれます。各ページの
目的は次のとおりです。

■■ 予約（Booking）ページ： 映画の一
覧表示

■■ 上映時刻表示（Show Times）ページ： 
選択した映画の予約可能な上映時刻
の一覧表示

■■ 確認（Confirmation）ページ： 選択
した映画、上映時刻、スクリーンの
予約情報作成

■■ 予約結果（Print/Reservation 
Confirmed）ページ： 予約情報の
表示
また、WEB-INF/template.xhtmlファ

イルを使用して、ヘッダー、左側のナビ
ゲーション・バー、メイン・コンテンツ・
セクションから成るWeb ページのテン
プレートを定義します。 このファイルは
WEB-INF ディレクトリ内に置かれている
ため、テンプレートにはアプリケーショ
ンにバンドルされたページからのみアク
セスできます。このファイルが WEB-INF
ディレクトリ外に置かれている場合は、
アプリケーションの外部からアクセスで
きるため、他の外部ページでもこのテン
プレートを使用できるようになります。

1.	 予約（Booking）ページの作成：
a.	 NetBeans IDE で、movieplex7プ

ロジェクトの「Web	Pages」ノー
ドを右クリックし、「New」を選択

して、「Folder」を選択します。
b.	 Folder	Nameフィールドに

bookingと入力し、「Finish」をク
リックします。

c.	 新しく作成したフォルダを右クリッ
クし、「New」を選択して、「Other」
を選択します。

d.	 ダイアログ・ボックス
の Categories セクションで

「JavaServer	Faces」を選択し、
File	Types セクションで「Facelets	
Template	Client」を選択します

（図 10）。 次に、「Next」をクリッ
クします。

e.	 File	Nameフィールドに booking
と入力します。

f.	 Template の横の「Browse」をク
リックし、WEB-INFノードの下の
「template.xhtml」ファイルを選
択します。	

g.	「Finish」をクリックします。
2.	 booking.xhtmlファイルの編集： 

 
a.	 <ui:define> セクションをリスト1

のように変更します。
リスト1 のコードにより、映画

の一覧をラジオ・ボタンで表示
する HTMLフォームが作成されま

す。 選択した映画は #{booking.
movieId} にバインドされ、フロー
をスコープとする Beanとして定
義されます。 commandButton
の action 属性の値は、フローに
おける次のビュー（このサンプル
では、同じディレクトリ内にある
showtimes.xhtml）を表します。 

b.	 ヒント（黄色の電球）をクリックし、
表示される候補をクリックして名前
空間の接頭辞を追加します。 同じ
操作を、接頭辞 c:と f: に対しても
実行します（図 11）。

3.	 予約 Java Bean の作成とフローと
しての定義： 

a.	 movieplex7プロジェクトの
「Source	Packages」ノードを右
クリックし、「New」を選択して、
「Java	Class」を選択します。

b.	 Nameフィールドに Bookingと入
力し、さらにPackage	Nameフィー
ルドに org.glassfish.movieplex7.
bookingと入力します。 

c.	クラスレベルのアノテーションであ
る@Named を追加して、このクラ
スに式言語（EL）をインジェクショ
ンできるようにします。 

表2

プロパティ 説明 値
javax.persistence.schema-
generation.database.action

データベース・アーティファクトに関
して永続化プロバイダが実行するア
クションを指定

none、create、 
drop-and-create、drop

javax.persistence.schema-
generation.create-source

データベース・アーティファクトの
作成において、オブジェクト・リレー
ショナル・マッピング・メタデータ、
データ定義言語（DDL）スクリプト、
あるいはこれら2 つの組み合わせ
のいずれを使用するかを指定

metadata、script、metadata-

then-script、script-then-

metadata

図10
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d.	 @FlowScoped("booking") を追加
して、Bean のスコープをフローと
して定義します。 
この Bean は自動的に、フローの開
始時にアクティブ化され、フローの
終了時に非アクティブ化されます。 

int movieIdプロパティを
Booking.javaファイルに追加し
ます。 

e.	 編集しているソース・コード内を
右クリックして、getter/setter を生
成します。

f.	「Insert	Code」、「Getter	and	
Setter」の順に選択し、フィール
ドを選択します。

g.	 public String getMovieName()
メソッドをリスト2 のように追加し
ます。 
このメソッドは、選択された映画
の題名を返します。

h.	 次のコードを追加して、このクラ
スに EntityManager をインジェク
ションします。

または、選択されたラジオ・ボタ

ンより映画の IDと題名を渡して、
バッキング Bean で解析することも
できます。 この方法を使用すれば、
データベースとの余分な通信を抑
制できます。

4.	 上映時刻表示（Show Times）ペー
ジの作成：

a.	 手順 1と2 を繰り返して、
<ui:define> セクションの内容をリ
スト3 のように変更します。 

リスト3 のコードにより、選
択された映画の題名とすべて
の上映時刻を表示するHTML
フォームが作成されます。 
#{timeslotFacadeREST.all} はす
べての映画の一覧を返します。こ
の一覧に対して、c:forEach ルー
プで反復処理を行います。 選
択された上映の IDと開始時刻
は、#{booking.startTime} にバ
インドされます。 (value="Back")
コマンド・ボタンは前のペー
ジに戻るためのボタンであり、
(value="Confirm") コマンド・ボ
タンはフローにおける次のビュー

（このサンプルの場合は confirm.
xhtml）に移動するためのボタン
です。

通常、ユーザーは選択した映

画の上映時刻のみが表示されるこ
とを期待しますが、このページに
はすべての上映時刻が表示されま
す。 このサンプルでは、誤った上
映時刻を選択した場合にフロー内
を前後に移動する状況を示すため
にこのような仕様になっています。 

5.	 Booking.javaファイルの修正：
a.	 フォームから受信した値を解析す

るためのプロパティとメソッドを追
加します（リスト4）。 

b.	 さらに、選択された映画と上映時
刻で予約可能な最初のスクリーン
を検索するためのメソッドも追加
します（リスト5）。

6.	 確認（Confirmation）ページの作
成：

a.	 手順 1と2を繰り返して、
<ui:define> セクションの内容をリ
スト6 のように変更します。

リスト6 のコードにより、選択
された映画と上映時刻、および
スクリーン（予約できるものが
ある場合）が表示されます。 こ
れら3 つの情報がすべて存在す
る場合のみ、予約を続行できま
す。 print.xhtml はフローの最後
のページであり、確定された予約
情報を表示します。このページは、
commandButton の action の値
が Book であることにより識別され
ます。

actionListener を
commandButton に追加して、予
約を行うためのビジネス・ロジッ

@PersistenceContext
EntityManager em;

図11

すべてのリストのテキストをダウンロード

<ui:define name="content">
   <h2>Pick a movie</h2>
   <h:form prependId="false">

     <h:selectOneRadio value="#{booking.movieId}" 
layout="pageDirection" required="true">
       <c:forEach items="#{movieFacadeREST.all}" var="m">
         <f:selectItem itemValue="#{m.id}" itemLabel="#{m.name}"/>
      </c:forEach>
    </h:selectOneRadio>
                    
    <h:commandButton id="shows" value="Pick a time" 
action="showtimes" />}"/>
  </h:form>
</ui:define>

リスト1         リスト2         リスト3         リスト4         
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クを呼び出すことができます。 
7.	 予約結果（Print/Reservation 

Confirmed）ページの作成：
a.	 手順 1と2 を繰り返して、

<ui:define> セクションの内容をリ
スト7 のように変更します。

リスト7 のコードにより、映画
の題名、上映時刻、選択された
スクリーンが表示されます。 この
commandButton はフローの終了
ポイントであり、このボタンを押す
とアプリケーションのホームペー
ジに戻ります。

8.	 フローの設定： 
すべてのページ（booking.xhtml、
showtimes.xhtml、confirm.
xhtml、print.xhtml）が同じディ
レクトリ内にあります。そのため、
このディレクトリ内のビューをフ
ロー内のビュー・ノードとして扱う
ことをランタイムに通知する必要
があります。 

a.	 Web	Pages/bookingフォルダを
右クリックし、「New」を選択して、

「Other」を選択します。
b.	「XML」を選択し、「XML	

Document」を選択します。
c.	 Nameフィールドに booking-flow

と入力し、「Finish」をクリックし

ます。
d.	 生成された XMLファイルの

booking-flow.xml を、リスト8 の
ように変更します。

9.	 template.xhtmlファイル内の
フローの呼び出し： WEB-INF/
template.xhtmlファイルを編
集し、リスト9 に示すコードの
commandLink をリスト10 のよう
に変更します。 

commandLink は、フォームの送信ボ
タンのように動作するHTMLアンカー・
タグにレンダリングされます。 action 属
性には、フローのすべてのビューを格納
しているディレクトリを指定します。 こ
のディレクトリにはすでに booking-flow.
xml があり、このファイル内でページの
フローを定義しています。

サンプル・アプリケーションのテスト
次に、この映画予約アプリケーションを
テストします。 ここでは、作成したすべ
てのページを呼び出します。 

1.	「movieplex7」ノードを右クリック
し、「Run」を選択してプロジェク
トを実行します。 
ブラウザに更新後の画面が表示さ
れます（図 12）。

2.	「Book	a	movie」をクリックして予
約ページを表示します（図 13）。

3.	 映画を選択し（例：The Shining）、
「Pick	a	time」をクリックして、
上映時刻表示ページを表示します

（図 14）。
4.	 時刻を選択し（例：04:00）、
「Confirm」をクリックして、確認
ページを表示します（図 15）。

5.	「Book」をクリックして予約を確定
し、予約結果ページを表示します
（図 16）。 

すべてのリストのテキストをダウンロード

public String getTheater() {
  // for a movie and show
  try {
    // Always return the first theater
    List<ShowTiming> list = 
        em.createNamedQuery
("ShowTiming.findByMovieAndTimingId", 
        ShowTiming.class)
      .setParameter("movieId", movieId)
      .setParameter("timingId", startTimeId)
      .getResultList();
    if (list.isEmpty())
      return "none";
    return list
      .get(0)
      .getTheaterId()
     .getId().toString();
  } catch (NoResultException e) {
    return "none";
  }
}

リスト5         リスト6         リスト7         リスト8         リスト9         リスト10

図12
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まとめ
Java EE 7 には多数の興味深い新機能が
あります。 本記事では、Java EE 7 に搭
載されている次のテクノロジーを使用し
て、3 層 Webアプリケーションを作成し
ました。

■■ Java Persistence API 2.1（JSR 338）
■■ JavaServer Faces 2.2（JSR 344）
■■ Contexts and Dependency Injection 
1.1（JSR 346）
サンプルの movieplex7 Webアプリ

ケーションは、これらの新規 API がそれ
ぞれ特定のニーズに対応するように設

計されています。たとえば、本記事で
は JavaServer Faces をユーザー・イン
タフェースの実装に使用し、Enterprise 
JavaBeansとJava Persistence APIを「予
約表示」機能の実装に利用しました。 

このシリーズの次回以降の記事では、
movieplex7 Webアプリケーションを改
良して、4 つの新機能（映画の追加 / 削
除、チケット販売、映画ポイントの付与、
チャット・ルーム）を追加します。そ
の際、Batch Applications for the Java 
Platform 1.0（JSR 352）、Java API for 
JSON Processing 1.0（JSR 353）、Java 

API for WebSocket 1.0（JSR 356）、Java 
Transaction API 1.2（JSR 907）、JAX-RS 
2.0（JSR 339）などの、Java EE 7 に搭
載されている重要なコンポーネントや
API を利用します。 </article>

図14 図16

詳細
• GlassFishのリソース

• 「Java EE 7̶Introduction」

• 「Java EE 7 Hands-on Lab」

• Java EE Platform仕様
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パート1 では、invokedynamic
の基本を取り上げ、 メソッド・

ハンドルを取得する方法や、実行
時にメソッド・ハンドルをコール・
サイトにバインドする方法、実際
の invokedynamic の命令を含む
Java 仮想マシン（JVM）バイトコー
ドを生成する方法について説明し
ました。 ただし、invokedynamic
の概要を紹介したのみで、java.
lang.invoke API の詳細について
は触れませんでした。 

特に、パート1 で作成したメ
ソッド・ハンドルのコンビネータ・
チェーンは、ほぼ直線的なもので
した。 パート1 では、ターゲット・
メソッドへのメソッド・ハンドル
を使用し、型の異なるコール・サ
イトとターゲットを適応させるた
めに、引数の個数や型の変換を
何度か実行しました。たとえば、
(Object, Object)Object 型のコー
ル・サイトを (int, int[])int 型のメ
ソッド・ハンドルに適応させまし
た。

本記事では、より複雑なロジッ
クをメソッド・ハンドル・チェー
ンに組み込めることを確認してい
きます。 具体的には、値のフィル

タリング、条件分岐、例外のキャッ
チができることを確認します。 重
要な点は、メソッド・ハンドルを
組み合わせることでプログラミン
グ・ロジックの大半を作成できる
ということです。 実際、正しく使
用すれば MethodHandle API は
万能で、明示的にバイトコードを
使用しなければならない状況か
ら開発者を解放してくれます。 本
当に強力な API なのです。 本記
事では、該当するコンビネータに
ついてそれぞれ単純な例を示し、
本物の動的言語を実装するという
観点から各コンビネータの使用
方法を説明します。

型の操作
JVM 上で稼働する言語を実装する
となると、特に Javaとの相互運用
性を確保する目的で、ただちに型
の変換が必要になります。 幸いに
も、変換は多くの場合、フィルタ
リング用のコンビネータを使用す
るだけで解決できます。

ここで、リスト1 に示す RichInt
クラスについて考えます。 
 RichIntクラスは、プリミティブの
int 型をラップし、さらに square（2
乗）メソッドが追加されています。 

言うまでもなく、言語の世界にお
ける「強化型整数」の完全な実
装には square メソッド以外の機
能も含まれますが、リスト1 の実
装は基本的な考え方を示すため
のものです。
リスト2 のように、square の

メソッド・ハンドルを取得し、
RichInt のインスタンスをレシーバ
として渡すことで、このメソッド・
ハンドルを呼び出すことができま
す。 しかし、代わりに int の値を
渡し、それらの int の値に対して
square を呼び出し、戻り値として
int 値を取得する方が便利ではな
いでしょうか。 

この種の変換は、
MethodHandlesクラスのコンビ
ネータであるfilterArguments
とfilterReturnValue を使用
することで実現できます。 
filterArguments は、引数リスト
内の位置、およびメソッド・ハン
ドルの可変長リストを引数に取り
ます。各メソッド・ハンドルは、
指定された位置の引数を先頭に、
各引数をフィルタリングします。 
filterReturnValue の動作もほぼ同
じですが、引数のメソッド・ハン

ドルは 1 つのみです。
このメソッド・ハンドルの呼出

しには、invokeExact を使用しま
す。invokeExact では、引数と戻
り値の型がメソッド・ハンドルの
ものと完全に一致している必要が
あります。 
 しかし、型がコンパイル時には
分からず、引数と戻り値の型を一
致させることが不可能な場合もあ
ります。そのような場合は invoke
や invokeWithArguments を代わ
りに使用できます。 
 invokeExactメソッドとの
違いは、invokeメソッドや
invokeWithArgumentsメソッド
では型の変換（プリミティブ型の
ボクシングとアンボクシングなど）
を実行する必要があることです。 
可能な限り、パフォーマンスに優
れている invokeExact を使用する
ことをお勧めします。

RichInt の新しいインスタンス
の作成時に、int からRichInt へ
の変換が実行されます。 また、
RichInt の仮想メソッドである
intValue を呼び出した場合は、こ
の逆に RichInt から int への変換
が実行されます。 リスト3 のコー
ドに、この変換の方法を示します。 

invokedynamicの詳細を習得する方法
JULIEN PONGE
BIO

写真： 
MATT BOSTOCK/GETTY 
IMAGES

パート2 
invokedynamicの神秘を解く

Julien Ponge（@
jponge）：長年
の経験を有する
オープン・ソー
ス・プロフェッショ
ナルで、現在は
フランス国立応
用科学院リヨン
校のコンピュー
タ・サイエンス
およびエンジニ
アリング准教授
を務める。 CITI 
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プログラミング言
語、仮想マシン、
ミドルウェアにつ
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 変換を行うことで、int を RichInt のよう
に扱い、square メソッドを呼び出して
int を返すことができます。

guardWithTestを使用した分岐
動的言語を実装する際はしばしば、コー
ル・サイトで if/then/else の条件分岐を
マップする必要が生じます。条件分岐
が必要となるのは、たとえば、レシーバ
の型や何らかの引数の値に基づいてメ
ソッド呼出しを異なるターゲットにディ
スパッチする場合などです。 パート1
では直線的なコンビネータ・チェーン
のみを紹介しましたが、直線的ではな
いコンビネータ・チェーンも実装可能で
す。

MethodHandlesクラスには
guardWithTestというメソッドがありま
す。このメソッドは、条件分岐を含むコ
ンビネータを作成するために使用しま
す。 そのためには、guardWithTest に
以下の 3 つのメソッド・ハンドルを入
力値として渡します。

■■ ガード条件を実装してBoolean 型の
値を返す、フィルタ条件用のメソッド・
ハンドル

■■ ガードによりtrue が返されたときに実
行されるメソッド・ハンドル

■■ ガードによりfalse が返されたときに
実行されるメソッド・ハンドル
ガード用のメソッド・ハンドルはコン

ビネータ・チェーンで渡される引数を使
用しますが、渡されるすべての引数を
使用するとは限りません。 たとえば、最
初のパラメータのみに基づいて条件を
評価することもできます。 一方、true/
false 式の分岐を行うメソッド・ハンド
ルでは、すべての引数を処理する必要

があります。この際には、直接処理する
か、さらにコンビネータを使用して適応
を行った上で処理することもできます。

それでは、例となるコードを Guards
というクラスで作成しましょう。 この例
では、(Object)String シグネチャのコー
ル・サイト向けに、メソッド・ハンドル
のコンビネータ・チェーンを作成しま
す。このコール・サイトでは、オブジェ
クトを渡して、そのオブジェクトの文字
列表現を取得します。 Integer 型および
String 型の引数については特化された
表現を取得し、その他の型については
汎用の表現を取得します。 そのために、
3 つの静的メソッドを作成します（リス
ト4）。

次に、guardWithTest を利用し、引
数のクラスに応じてリスト4 の 3 つのメ
ソッドのいずれかをターゲットとする分
岐構造を作成します。 
 3 つのケースがあるため、リスト5 のよ
うな 2 つのガード・メソッドが必要にな
ります。

リスト5 では、value が null ではない
ことを前提としています。 instanceof 演
算子を使用することもできますが、型の
階層が深くなりパフォーマンスが低下す
る可能性があります。そのため、参照
を getClass()と比較すること（さらに、
null の可能性がある場合は nullとも比
較すること）が、instanceof によるチェッ
クを行わずに済むもっとも確実な方法で
す。 テスト・メソッドをリスト6 に示し
ます。

リスト6 では、最初にルックアップ・
オブジェクトを取得して、次にターゲッ
ト・メソッドとガード・メソッドに対する
メソッド・ハンドルを取得しています。 

すべてのリストのテキストをダウンロード

public class RichInt { 
   
  private final int value; 
 
  public RichInt(int value) { 
    this.value = value; 
  } 
 
  public int intValue() { 
    return value; 
  } 
   
  public RichInt square() { 
    return new RichInt(value * value); 
  } 
 
  @Override 
  public String toString() { 
    return "RichInt{" + "value=" + value + "}"; 
  } 
}

リスト1         リスト2         リスト3             リスト4         リスト5         リスト6
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ターゲット・メソッドのシグネチャはそ
れぞれ異なるため、asType コンビネー
タを使用して各メソッドをコール・サイ
トの型、すなわち (Object)String に適
応させる必要があります。 言うまでもな
く、Integer や String は Objectとして
扱えるため、問題なく適応されます。 

メソッド・ハンドル・チェーンの型
チェックはビルド時に実行されることに
ご注意ください。 したがって、asType
を使用したシグネチャの適応に失敗した
場合、実行時に例外が発生します。 また、
これも重要なことですが、プリミティブ
型のボクシングとアンボクシングは、今
のところJava HotSpot VMで除去できな
いことがある負荷の高い処理である点も
忘れないでください。 

リスト6 では最後に、条件分岐を行う
branching メソッド・ハンドルを、1 つ
目の guardWithTest を利用して作成し
ています。 オブジェクトが Integer 型の
場合は intDisplay に進み、それ以外の
型の場合は、2 つ目の guardWithTest
の呼出しに進みます。この呼出しで
は、オブジェクトが String 型の場合は 
stringDisplay に進み、それ以外の型の
場合は汎用の objectDisplay に進みま
す。

このコード例を実行した場合、以下の
ようにコンソールに出力されます。

実際の動的言語では、
guardWithTest は、自己修正型の可変
コール・サイトまたは頻繁に変更され
るコール・サイトのインライン・キャッ

シュを構築するためによく使用されま
す。この考え方の起源は Smalltalk の時
代にまで遡ります。簡単に説明すると、
この考え方は、メソッド呼出しを行う際
に、コール・サイトで検出したレシーバ・
オブジェクトが同じ型である限り、ター
ゲットのメソッド・ハンドルをキャッシュ
するというものです。この方法では、呼
出しのたびにメソッド・ハンドルのルッ
クアップを実行するよりも、パフォーマ
ンスが大幅に向上します。 

インライン・キャッシュは、JVM など
の適応型ランタイムでも使用できます。 
Just-In-Time（JIT）コンパイラでは、イ
ンタプリタ・モードとは別に、実行中の
コードに関する不確実な推測に基づく
ネイティブ・コードが生成されます。た
とえば、レシーバの型が特定の型であ
る、あるいはマルチスレッドのコンテキ
ストにおいてロックがまったく使用され
ないといった推測があります。 そのよう
な推測は無効となることもあります。そ
のため、生成されたネイティブ・コード
の各ブロック（「高速」パス）には、以
前に最適化されたコードやインタプリ
タ・モード（「低速」パス）に戻すため
のガードが指定されています。

インライン・キャッシュの例を本記事
で取り上げるには紙幅が足りません。ま
た、インライン・キャッシュの実装の
詳細は、大部分がターゲット言語のラ
ンタイム仕様によって異なるため、こ
れ以上の説明は割愛します。 JSR 292 
Cookbookプロジェクトにおいて Rémi 
Forax 氏が公開している例を確認し、各
言語のランタイムに適応させるテストを
行うことをお勧めします。

スイッチ・ポイント
SwitchPointクラスも、分岐を実装する
場合に利用できる便利な機能の 1 つで
す。特に、「特定の条件」を満たす場合
にターゲットを実行し、その条件が満た
されなくなった場合は永久的にフォール
バック・ターゲットに戻すような場合に
使用できます。 

典型的なケースは、オブジェクトのイ
ンスタンス内のメソッドを実行時に置き
換えることのできる動的言語です。 ス
イッチ・ポイントはメソッドが変更され

ない限りは有効状態を維持し、メソッド
が置き換えられた後は無効化されます。 
guardWithTestを使用した構造とほぼ同
じですが、変更されることのない同じ条
件に多数のコール・サイトが依存してい
る場合は、スイッチ・ポイントを使用す
る方が簡単です。 

リスト7 に、2 つのメソッド・ハンド
ルを引数として受け取る実行スレッドの
例を示します。 このコードの無限ルー
プには、()String 型のメソッド・ハン
ドルである runHandle が含まれます。 

Integer = 1 
String = foo 
Object = true

static class Runner extends Thread { 
     
  final MethodHandle runHandle; 
  final MethodHandle waitHandle; 
 
  Runner(MethodHandle runHandle, MethodHandle waitHandle) { 
    super(); 
    this.runHandle = runHandle; 
    this.waitHandle = waitHandle; 
  }     
     
  @Override 
  public void run() { 
    while (true) { 
      try { 
        System.out.println((String) runHandle.invokeExact()); 
        waitHandle.invokeExact(); 
      } catch (Throwable e) { 
        throw new RuntimeException(e); 
      } 
    } 
  }     
};

リスト7        

すべてのリストのテキストをダウンロード
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runHandle は、呼び出されるたびに文
字列値を出力します。 waitHandle は ()
void 型であり、ある一定時間スレッドを
スリープ状態にします。

テスト・メソッドではこのスレッドを
以下の 2 つのフェーズで実行します。

■■ runHandle で約 5 秒間、500ミリ秒
ごとに「a」を返す 

■■ その後、runHandle で 1,200ミリ秒ご
とに「b」を返す
この処理を行うために、まずはリスト

8 の静的メソッドを定義します。これら
の静的メソッドは、後でメソッド・ハン
ドルのターゲットとして使用します。 テ
スト・メソッドをリスト9 に示します。

リスト9 では、まずは通常どおり、ター
ゲット・メソッドのメソッド・ハンドル
を作成しています。 次に、2 つのスイッ
チ・ポイントをインスタンス化していま
す。 それぞれ、実行ターゲットに対応
するインスタンスと、待機ターゲットに
対応するインスタンスです。 

SwitchPoint の guardWithTest メ
ソッドを呼び出すことで、メソッド・
ハンドルを取得できます。 前述の
guardWithTest コンビネータを直接使
用する方法とよく似ていますが、今回は
2 つのメソッド・ハンドルのみを引数と
して受け取っています。 1つ目は、スイッ
チ・ポイントが有効な間に実行される
メソッド・ハンドルで、2 つ目は、スイッ
チ・ポイントが無効化された直後に実
行されるメソッド・ハンドルです。

SwitchPoint が呼び出されるたびに
実行されるような明示的なガード・コー
ドはありません。 同じセマンティクスを、
何らかの参照オブジェクトや式に対して

評価されるガードを含むguardWithTest
を使用して実現することもできます。 

この後、スレッドにスイッチ・ポイ
ントのターゲット用の各メソッド・ハ
ンドルを渡して、スレッドを開始でき
ます。 次に、このスレッドを 5 秒間
スリープ状態にして、さらにその後、
SwitchPointクラスの静的メソッドであ
る invalidateAll を使用して、これら2
つのスイッチ・ポイントを無効化してい
ます。 この時点で、アプリケーションが
終了するまで、1,200ミリ秒ごとに「b」
が出力されるようになります。

一連のスイッチ・ポイントを無効化す
ることで、それぞれのターゲットの分岐
がすべて切り替えられます。 分岐の切替
えは、頻繁に変更されるセマンティクス
を持つ同時実行中のスレッドすべてに即
座に反映されます。 負荷の高い処理と
なる可能性はありますが、無効化された
直後に変更内容を全体に適用すること
のみを目的とする場合は、SwitchPoint
を MutableCallSiteと組み合わせて使用
する方が、VolatileCallSite のみを使用
するよりも効率的です。 コール・サイト
が無効化される割合に対してパフォーマ
ンス分析を実行することで、最適な選択
を行うことができます。

SwitchPointとguardWithTest 呼出
しのどちらを選択すべきかは、無効化
の実行方法によっても異なります。 無
効化を実行するかどうかをレシーバの
型または引数のみから判断する場合は、
guardWithTest を使用すべきです。 無
効化の判断はローカルでの呼出し時に
行われ、たとえば、インライン・キャッシュ
の呼出しに適用されます。 

一方、クラス定義のメソッドだけでは
なくオブジェクトのメソッドも変更でき
るような動的言語のケースについてはど
うでしょうか。 Rubyプログラミング言
語がそのような動的言語の良い例です。
Ruby ではクラスを以下のように定義で
きます。

この例で呼び出されるメソッドは、
Fooクラスのインスタンスである foo オ
ブジェクトの bar メソッドです。 さらに、
Ruby では以下のように foo インスタン
ス上のbarを再定義することもできます。

このような場合、bar を再定義した例

class Foo
  def bar
    "bar"
  end
end

foo = Foo.new
puts foo.bar # prints bar

def foo.bar
  "[bar]"
end
puts foo.bar # prints [bar]

static String a() { 
  return "a"; 
} 
   
static String b() { 
  return "b"; 
} 
   
static void slow() { 
  try { 
    Thread.sleep(1200); 
  } catch (InterruptedException e) { 
    throw new RuntimeException(e); 
  } 
} 
   
static void fast() { 
  try { 
    Thread.sleep(500); 
  } catch (InterruptedException e) { 
    throw new RuntimeException(e); 
  } 
}

リスト8         リスト9

すべてのリストのテキストをダウンロード
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の bar の呼出し部分などのように、特
定のメソッドが有効なままであること
に依存しているコール・サイトが多数
あります。 無効化は、インスタンス・
メソッドが変更されたときに実行され
ます。 インスタンス・メソッドの変更
は、guardWithTest を使用し、さらに
インスタンス・レベルの条件をガード
として使用することで実行できますが、
SwitchPoint の方が優れています。 頻
繁に変更されるセマンティクスにおいて
は、すべてのコール・サイトを一度に無
効化でき、さらに興味深いことに、無効
化が不要である限り事実上 SwitchPoint
のオーバーヘッドが発生しないためで
す。 

それほど例外的ではない例外
メソッド・ハンドルのターゲットは、通
常のJavaメソッドと同様に例外をスロー
できます。 コール・サイトは実行時に
動的にバインドされるため、ターゲット
で例外が発生しているにもかかわらず、
invokedynamic の命令周辺のバイト
コードでその例外がスローされることを
想定していないという状況に陥ることが
あります。 

MethodHandlesクラスは、
catchExceptionと呼ばれる、try/catch
構造をメソッド・ハンドルのレベルで再
現可能なコンビネータを提供していま
す。 catchExceptionコンビネータは、
通常のターゲットへのメソッド・ハンド
ル、例外クラス、catchブロックと同様
の働きを持つ呼出し対象のメソッド・ハ
ンドルを引数として受け取ります。 同様
に、MethodHandlesクラスには、コー

ル・サイトで例外をスローするために使
用できる throwException コンビネータ
もあります。

本記事の例では、Groovyプログラミ
ング言語のセーフ・ナビゲーション演
算子（?.）を参考にしました。この演
算子を使用して、メソッド・コールを
チェーンとして連結したときに悪名高い
NullPointerException が発生するのを
防ぐことができます。 実は、チェーンの
途中のメソッドが null を返す場合、次
の呼出しで NullPointerException が発
生します。 そこで、以下のようにセーフ・
ナビゲーション演算子をメソッド呼出し
の演算子として配置することで、この問
題を防ぎ、代わりに null を返すようにし
ます。

friends が null の場合、または
「mrbean」エントリが存在しない場
合に、mrbeanPhone は null になりま
す。 このコードの演算子を単純な「.」
に置き換えると、そのような状況では
NullPointerException が発生します。

それでは、通常のターゲットで例外が
スローされた場合に値を返す構造に対
応するようなランタイム・サポートを作
成します。 リスト10のターゲット・メソッ
ドを見てください。

このコードでは明らかに、obj パ
ラメータに null を渡した場合に
NullPointerException が発生します。 
そこで、例外が発生した場合に、リスト
11 に示すターゲットのメソッド・ハンド
ルを使用して、別の表現を返すことにし
ます。リスト11 は、引数がすべて1 つ

の配列にラップされている場合に、あら
ゆるコール・サイトのシグネチャで動作
します。 また、catchException も利用
できます（リスト12）。 

stringAndHashCode へのメソッド・
ハンドルは簡単です。 
 一方、npeHandler へのメソッド・ハン
ドルでは、中間的なコンビネータを使
用して適応を 2 回行う必要があります。 
最初の適応ですべての引数を 2 つの引
数による配列にまとめ（asCollector）、
2 回目ではコール・サイトの型の適応を

行います。 その後は、catchException
により、NullPointerException が発生
しない場合にメソッド呼出しを適切に
stringAndHashCode にディスパッチす
るメソッド・ハンドルが生成されます。 
 プログラムを実行すると以下のように出
力されます。

興味深い点は、コンビネータを使用し

def mrbeanPhone =  
person?.friends["mrbean"]?.phone

>>> 666 #666 
>>> Hey! #2245797 
[null] -> [>>> , null] 
[null] -> [null, null]

static String stringAndHashCode(String prefix, Object obj) { 
  return new StringBuilder(prefix) 
          .append(obj.toString()) 
          .append(" #") 
          .append(obj.hashCode()) 
          .toString(); 
}

リスト10         リスト11         リスト12  

すべてのリストのテキストをダウンロード
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て例外処理と例外のスローを実行できる
ところです。 関連するバイトコード・レ
ベルのサポートは求められません。ちな
みに、バイトコード・レベルでサポート
する場合は、try によるロックの範囲を
区切り、例外の型および catchブロック
への制御のジャンプを指定する必要があ
るため、複雑になります。 また、複数
の catch 節を使用する場合は、このよう
な呼出しをバイトコード内でネストする
必要があります。 一方、コンビネータ
を使用した解決策では、バイトコードや
関数の合成が単純になります。

パフォーマンスに関する疑問も思い浮
かぶでしょう。 例外がスローされるのを
待つのではなく、guardWithTest を使用
してnull 値をチェックすれば良いのでは
ないか、という疑問です。 あらゆる状
況で言えることですが、例外の予想発生

頻度によって、そ
れぞれの解決策の
価値も変わります。 
例外は、その名の
とおり頻度が低い
ものであるべきで
す。 例外の頻度が
低い場合は、通常
のケースではター
ゲットのメソッド・
ハンドルに高速に
ディスパッチし、例
外がスローされる
発生頻度の低い
ケースでは低速に
ディスパッチすると
いう方法を試すこと
ができます。 利用
する解決策につい

ては必ずベンチマーク評価を行ってくだ
さい。

まとめ
本記事で、invokedynamic のシリー
ズは終了です。 java.lang.invoke API
の一部を取り上げ、メソッド・ハンド
ルを使用して、より複雑なロジックを
作成しました。 これで、皆さんがご
自身で invokedynamic をさらに学習
し、調査していく準備が整いました。 
invokedynamic はかなり低レベルの API
ですが、適応型の最適化を実施する場
合に、JVM に悪影響を及ぼさずに遅延
バインドをサポートするために必要とな
るあらゆる機能を備えています。 

最後に重要なこととして、共通の実行
時基盤ロジックを提供するDynalinkリ
ンカーなどの高レベルのライブラリも非
常に便利です。 実のところ、java.lang.
invoke APIを使用した動的言語用のラン
タイム・サポートの開発は決して簡単で
はありません。 Dynalink では、既製の
効率的なガードを伴う呼出し、型の変換、
オーバーロードされたメソッドの解決、
可変引数処理など、すぐに使用できるさ
まざまな機能ブロックが提供されていま
す。 また、Dynalink はメタオブジェクト・
プロトコル・ライブラリも提供していま
す。このライブラリは、Dynalink が支え
る JVM 言語（オラクルの Nashorn など）
とJava の相互運用性を大幅に改善しま
す。

JVM 対応の既存の動的言語について、
invokedynamic をサポートするための
コードを提供していただける方や、 こ
れから独自の言語を設計する方、 また、
invokedynamicを使用したプログラミン

グを楽しみたい方もいらっしゃるでしょ
う。 どうか歩み続けてください。その先
の未来は想像できるはずです。
謝辞： レビュー段階で思慮に富む建設
的なフィードバックをくださった Marcus 
Lagergren 氏に心から感謝いたします。 
</article>
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• Rémi Forax：『 JSR 292 Cookbook』（一般的な

invokedynamic パターンの一覧） 
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on the JVM』

ロジックの処理
メソッド・ハン
ドル・チェーン
には複雑なロ
ジックを組み
込むことができ
ます。たとえば、
値のフィルタリ
ング、条件分岐、
例外のキャッチ
が可能です。
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本記事は、ラムダ式に関す
るシリーズのパート1と

パート2 の内容に基づいていま
す。 Java 8 のラムダ式の基本
構文やストリームのアプローチ
に詳しくない場合は、まず前回
までの記事を読み、これらの考
え方について理解することをお
勧めします。 

注： 重要な点として、ラムダ
式は現在も検討中の機能である
ことを念頭に置く必要がありま
す。 そのため、古いビルドのラ
ムダ式を使用したコード例が、
新しいベータビルドでは動作し
なくなる場合があります。 特に、
本記事のコードでは OpenJDK 
Project Lambda の最新のコード
を使用します。 この最新のコー
ドにより、ラムダ式の API はま
たひとつ進化を遂げています。
このラムダ式の API は Oracle 
Early Accessリリースに先立って
配布されていますが、最終的に
Java 8 に付属するAPI にかなり
近いと思われます。

コレクションの限界
Java のコレクションは Java 言語に
多大な貢献を果たしてきました。 
しかし、Java のコレクションは、
すべての要素が存在し、かつメモ
リ内で表現されているという考え
の下に成り立っています。 そのた
め、無限集合のような、より一般
化されたデータを表現することは
できません。

たとえば、すべての素数の集
合は、 Set<Integer>としてモデル
化することはできません。すべて
の素数が判明しているわけではな
く、また、すべての素数を表すの
に十分なヒープ領域を確保でき
ないことがその理由です。 Java 
7 以前のバージョンでこのような
集合をモデル化する唯一の手段
は、集合の代わりに、集合を表
す Iterator を操作することです。

主にイテレータと連携し、根本
にあるコレクションを脇役へと追
いやるような、データのビューを
作成することは可能です。 しかし、
この方法には厳しい統制が必要
であり、また、一見して Java の
コレクションを操作するアプロー

チだとは分かりません。 Java 7
以前のバージョンでは、この種の
アプローチを使用する場合、通
常はコレクションの操作機能を使
いやすくする外部ライブラリに頼
ることになります。 

今後の Java 8 のリリースでは、
抽象概念の Stream インタフェース
を導入することで、上記のような
一般化されたデータを表すユース
ケースに対処します。Stream イン
タフェースは、基本的な有限のコ
レクションよりも、より一般化され
たデータ構造を扱うのに適していま
す。 つまり、Stream は、Iterator
や Collectionよりも一般化された
概念と考えることができます。 

ただし、Stream はデータ構造
ではなく、データを扱うための抽
象概念です。 

この違いは何を意味しているで
しょうか。 その答えは、Stream
は要素の保管については管理せ
ず、また、Stream から個々の要
素に直接アクセスする手段もない
ということです。 

遅延評価と先行評価
それでは、無限数列をモデル化し
た場合はどうなるかについて詳し
く考察します。 たとえば、次のよ
うな結果となります。

■■ Collection のストリーム全体を
具現化できないため、collect()
などのメソッドは使用できない 

■■ 要素を Stream から引き出して
操作する必要がある 
 

■■ 次の要素が必要となった時点
で返すコードが必要である
さらに、このアプローチを使用

した場合、式の値は、その値が
必要になった時点で初めて計算
されます。 単にこのように書くと
それほど大したことではないよう
に思えますが、Java にとっては
大きな一歩なのです。 

Java 8より前のバージョンで式
の値を計算するタイミングはすべ
て、式の値を変数にバインドする
か関数に渡した直後でした。 こ
の方法は先行評価と呼ばれます。
先行評価は言うまでもなく、ほと
んどの主要プログラミング言語に
おける式評価のデフォルトの動作

BEN EVANS、 
MARTIJN VERBURG

BIO

遅延評価と並列操作によって、かつては不可能であった最適化への道が開ける

パート3 

Java 8のラムダ式を使用した高度な操作
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です。 
Java 8 では、 Stream での遅延評価の

利用という、Java にとって新たなプログ
ラミング・パラダイムが導入されようと
しています。 遅延評価は極めて強力な
新機能ですが、慣れるまでに少々時間
がかかります。 

前回の記事で説明した、マップ /フィ
ルタ・パイプラインについて確認しましょ
う（リスト1）。

stream()メソッドはStreamオブジェク
トを返します。 map() メソッドとfilter()
メソッドは、Stream のほぼすべての操
作と同様に、遅延評価型のメソッドで
す。 また、パイプライン
の最後にあるcollect() 操
作によって、Stream 全体
を Collection に具現化し
ます。 collect() は先行評
価型のメソッドです。そ
のため、このパイプライ
ン全体はリスト2 のように
なります。 

つまり、Collection へ
の具現化は別として、
Stream をどこまで評価
するかについてプラット
フォームで完全に制御で
きます。そのため、Java 
7 以前のバージョンでは実現できなかっ
た幅広い最適化への道が開かれます。

遅延評価では、プログラマにはいっ
そうの注意が求められますが、その負
担の大半はライブラリの作成者が受け
持つことになります。 プラットフォーム
での作業が複雑になったとしても、一
般のプログラマの仕事を単純にすること
が、Java 8 のラムダ式の目標です。

プリミティブ型の処理
今まで触れなかった Stream API の重要な
側面の 1 つに、プリミティブ型の処理方法
があります。 Java のジェネリクスでは、プ
リミティブ型を型パラメータとして使用でき
ません。そのため、たとえば Stream<int>
と記述することはできません。 

ただし、前回の記事で、カワウソの
平均年齢の計算部分（リスト3）にその
ようなコードがあると気づいた鋭い読者
もいらっしゃるでしょう。

実際、このコードではパイプラインの
大部分でプリミティブ型を使用していま
す。そこで、このコードを少し解剖し、

プリミティブ型の使用方
法について確認しましょ
う。

まず、double へのキャ
スト部分で困惑しないよう
にしてください。このキャ
ストは、Java で整数の除
算を実行するのではなく
適切な平均を算出するた
めのものに過ぎません。

map() の引数はラム
ダ式になっており、こ
のラムダ式で Otter を
受け取って、int を返
しています。 Java の

ジェネリクスを使用してこのコードを
書き換えるとすれば、このラムダ式は
Function<Otter, int> を実装するオブ
ジェクトになります。 しかし、Javaのジェ
ネリクスではプリミティブ型を含めるこ
とはできないので、戻り型が int であ
ることを別の方法でコード化する必要
があります。そのために、型の名前に
戻り型を挿入します。

したがって、実際に推論される型は
ToIntFunction<Otter>となります。 こ
のような型は、関数型のプリミティブ型
への特殊化と呼ばれます。プリミティブ
型への特殊化は、intと Integer 間のボ
クシングとアンボクシングを避けるため
に使用します。 オブジェクトの不要な汎
化が抑制され、使用しているプリミティ
ブ型に固有の関数型を使用できます。

それでは、平均の計算をさらに詳しく
見ていきます。 それぞれのカワウソの
年齢を取得するために、以下の式を使
用します。

呼び出している map() メソッドの定
義は以下のとおりです。 

この定義から、特殊な関数型である
ToIntFunction を使用していること、お
よび Stream を特殊化した型を使用して

int のストリームを表していることが分か
ります。 

この後、処理を reduce() に渡してい
ますが、reduce() の定義は以下のとおり
です。

reduce() もやはり、int のみに対して
動作する特殊化された型であり、2 つ
の引数を持つラムダ式（両方の引数が
int）を受け取ってリデュース処理を実行
しています。 

reduce() は集合操作ですので、先行
評価型のメソッドです。そのため、パ
イプラインは呼出しの時点で評価さ
れ、1 つの値を返します。返された値は
double にキャストされ、全体の平均値
に変換されます。

前回の記事でプリミティブ型に関する
上記の詳細に気づかなかった方も、心
配はいりません。 このような一部の差
異を、ほとんど常に開発者から隠すこと
ができる点が、型推論の優れているとこ
ろの 1 つです。

これまで、Stream<T>という抽象概

ots.stream()
  .map(o -> o.getAge())

IntStream 
map(ToIntFunction<? super T> f);

IntStream 
map(ToIntFunction<? super T> f);

並列化のサポート
ストリームの遅延評価ア

プローチによって、ラム

ダ式フレームワークで並

列操作をサポートできる

ようになります。

すべてのリストのテキストをダウンロード

        stream()   filter()   map()   collect()
Collection -> Stream -> Stream -> Stream -> Collection

リスト1         リスト2         リスト3

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://java.net/projects/java-magazine/downloads/directory/MayJune2013


ORACLE.COM/JAVAMAGAZINE  /////////////////////////////////  MAY/JUNE 2013

JA
VA

 T
EC

H

35

CO
M
M
U
N
IT
Y

JA
VA

 IN
 A

CT
IO

N
AB

O
U
T 
U
S

blog

//java architect / 

念が Java 7 のコレクションよりも一般的
である理由について説明しました。これ
以降は、重要なユースケースである並
列化について説明します。

並列操作
Project Lambda の主な目標の 1 つは、
Java におけるコレクションのサポートを
アップグレードして、マルチコア・プロ
セッサを効率的に利用できるようにする
ことです。

for ループは直列的です。 Java 7 以
前のバージョンでは、コレクションに対
するすべての操作も直列的です。 つま
り、操作するコレクションの大きさを問
わず、操作の実行に使用されるコアは 1
つしかありません。 これは、データ・セッ
トが大きくなるほど不都合です。

ストリームの遅延評価アプローチに
よって、ラムダ式フレームワークで並列
操作をサポートできるようになります。

Stream API の主な前提事項は、
「Collection から作成する場合もその他
の手法で作成する場合も、Stream の作
成にはコストをかけるべきではない。た
だしパイプライン内にコストのかかる操
作が含まれる場合もある」というもので
す。 このような前提があるため、以下
のような並列パイプラインを記述するこ
とができます。

parallel()という1つのメソッドにより、
それまで直列的であった Stream が並列
化されます。 この並列化機能により、一

般の開発者は parallel() を並列化のエン
トリ・ポイントとして使用できます。並
列化サポートの提供はライブラリ作成者
の担当となります。

最後に、Javaプラットフォームでは
Spliteratorと呼ばれる新しい概念を使
用して並列化を実装しています。その内
部的な仕組みを確認しましょう。 

Spliterator
並列化を行うために、ま
ず1つのStreamを使用し、
最終的に複数のストリーム
を使用します（さらに複
数のストリームを最後に再
結合する必要がある場合
もあります）。 そのために
は、反復処理および複数
要素への分割が可能な抽
象概念が必要になります。 
この抽象概念を、java.util.
Spliteratorという新しい
インタフェース型で表して
います。Spliterator には、
tryAdvance()と trySplit()
という2 つのメソッドがあ
ります。これらのメソッド
はそれぞれ、Spliterator
の反復処理と分割処理を表しています。

Stream を自動的に並列化できるよう
なライブラリの作成は簡単ではありませ
ん。そのため、個々の Stream に便利
な特殊プロパティが用意されているので
あれば、そういったプロパティを利用す
べきです。 Spliterator インタフェースで
は、便利な特性を一連のフラグとして宣
言することで対応しています。 よく使用
するフラグについて以下に示します。

■■ DISTINCT：ソースのすべての要素が
一意であることを示す

■■ SORTED：要素がソート済みの順序で
生成されることを示す 

■■ SIZED：ストリーム内の要素数が有限
かつ既知であることを示す

■■ NONNULL：ソースに null 要素がな
いことを示す

■■ IMMUTABLE：ソースの作成後、要素
の順序を変更できないこと
を示す

Java 標準ライブラリ
は、さまざまなレベルで
Spliterator をサポートしま
す。

Spliterator を使用する
簡単な方法は、Iterator を
最初に取得し、java.util.
Spliteratorsクラスのファク
トリ・メソッドを使用して
Spliterator を生成すること
です。 この方法で、java.
util. 
stream.Streams のいずれ
かのファクトリ・メソッドを
使用してStream を容易に
作成できます。

Spliterator には、他の
Stream APIと同様に、クラスのプリミ
ティブ型への特殊化機能も含まれてお
り、Java ジェネリクスの規則では許可さ
れないような場所でプリミティブ型を使
用できます。

s.stream()
  .parallel()
  .streamOps()
  .collect();

遅延のパワー
Java 8では、 Stream

での遅延評価の利用

という、Java にとって

新たなプログラミング・

パラダイムが導入され

ようとしています。 遅

延評価は極めて強力な

新機能ですが、慣れる

までに少々時間がかか

ります。
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まとめ
Java 8ではStream APIが導入されます。
開発者はこの API を利用して、基本的
な有限のコレクションよりも一般化され
たデータソースを操作できます。 たとえ
ば、Stream により無限集合を表すこと
ができます。

Stream APIでは遅延評価が適用され、
また、ラムダ式が大量に使用されてい
ます。そのため、Stream をどこまで評
価するかをプラットフォームで完全に制
御できます。 遅延評価およびラムダ式
フレームワークにより、Java 7 以前の
バージョンでは実現できなかった幅広い
最適化への道が開かれます。たとえば、
並列操作が可能になります。

自動並列化は、parallel() メソッドを
使用することで実行できます。parallel()
メソッドは、それまで直列的であった
Stream を並列化するものです。 内部
的には、Spliteratorという新しい抽象
概念が並列化機能の実装を担います。 
Spliterator には、他の Stream APIと同
様に、クラスのプリミティブ型への特殊
化機能が含まれており、Java ジェネリク
スの規則では許可されないような場所
でプリミティブ型を使用できます。

この 3 回シリーズの記事では、Java 8
で導入されるラムダ式の機能について
探究しました。 ラムダ式の構文を確認
し、自動変換、型推論、コレクション・
ライブラリのアップグレード（デフォル
ト・メソッドなど）について説明しまし
た。 さらに、新しい Streamという抽象
概念や遅延評価、プリミティブ型への特
殊化についても説明しました。 最後に、
自動並列化と、自動並列化の大部分を
担うSpliteratorと呼ばれるメカニズムに

ついて紹介しました。
Java 8 のリリースによって、ラムダ式

や関連のアップグレードが Java 開発者
にとって非常に価値のあるツールとなる
ことは確かです。 これらの機能の導入
によって、Javaプラットフォームの各機
能が活性化され、ほぼすべての Java の
コードベースおよびプロジェクトが大き
な影響を受けることになるでしょう。 </
article>

LEARN MORE
• ラムダ式に関する疑問がある場合や、
世界中で開催されているHack Dayイ
ベントに参加するためには、Adopt 
OpenJDKプロジェクトにご参加くださ
い。 

LEARN MORE

I have met so many amazing people 
through the London Java Community—
friends, mentors, new colleagues—
and through it I have achieved much 
more than I could have on my own.
Trisha Gee

London Java Community (LJC)

FIND YOUR
JUG HERE
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年を追うごとに、私たちは普
遍的につながった地球村と

いう構想の実現に近づいていま
す。 現在、インターネット・ユー
ザーの数は世界中で 20 億 
を上回っており、推計世界人口に
対するインターネット普及率は、
2012 年末の 34.3% から2016 年
末までには 45% に上昇すると予
測されています。こうしたインター
ネット普及の広がりにより、ソフト
ウェア開発の分野においては、地
理的に分散したチームやプロセス
を利用することで、開発コストを
削減し生産性と処理能力を向上さ
せるまたとない機会がもたらされ
ます。 

2020 年に生成されるデータ量
は 2009 年の 44 倍になると予想
されており、世界全体の総計は
2015 年までに 7.9 ゼタバイト（8
兆ギガバイト）に達する見込みで
す。 開発者は、このデータを使
用する、いっそう強力なアプリケー
ションを作成するよう迫られてい
ます。 また、企業はこの急激な
データ増加に対応するため、こ

れまでにない能力、スケーラビリ
ティ、スピードを備えたソリュー
ションを探しています。 

開発者に影響を与える傾向はも
う1 つあります。モビリティによっ
て、個人が生産性を上げるため
に特定の場所にいる必要がなくな
りました。 2011 年に販売された
スマートフォンは 4 億 2,000 万台、
タブレットは 6,600 万台に上りま
す。 2016 年にはこれらの数字が
膨れ上がり、12 億台のスマート
フォンとタブレットが販売されると
予測されています。 地球規模の
プロジェクト・チームはコードを
共有し、世界中どこにいても可能
な限りシームレスに協業するよう
になります。 必要なのは、このよ
うな協業を実現するためのインフ
ラストラクチャです。

全インターネット・ユーザーの
90％が少なくとも1 つのソーシャ
ル・サービス・アカウントを持ち、
Facebook だけで 1,300 万を超え
る企業ページがある現在、ソー
シャル・プラットフォームの導入
は私たちの生活に欠かせない要

素となりました。 ソーシャル活動
が増すにつれ、現代の開発環境
はこの増加に合わせて同レベル
のシームレスで頻繁な対話を提
供する必要に迫られています。

最先端インフラストラクチャの
必要性から、企業は競争力を維
持するための柔軟性、スケーラビ
リティ、応答性を実現するモダナ
イゼーションを求める圧力にさら
されています。 
 しかし、インフラストラクチャ全
体の再構築やスタッフの再教育に
費やす余裕がある企業はめった
にありません。標準ベースのクラ
ウド・インフラストラクチャの導
入が、企業の段階的なモダナイ
ゼーションを可能にします。 

このような傾向を受けて、アプ
リケーション・ニーズは急激に増
加しています。 加えて、開発の
速度と競争力によって生産性、ス
ループット、品質に大きな圧力が
かかっています。 しかし、開発リ
ソースは依然として線形の増加を
続けているため、" 開発ギャップ "
が大きくなっています（図 1を参

照）。 クラウドがこれほどまでに
有益な開発戦力になったのは、こ
の開発ギャップを埋める能力にあ
ります。

Gartner によれば、パブリック・
クラウド・サービス市場は、2013
年に世界中で合計 1,310 億ドルに
達する見込みであり、2012 年の
1,110 億ドルから18.5% の成長を
遂げると予想されています。クラ
ウド・サービスの市場規模と市場
成長から見ると、市場力学は世
界の地域別に大きく異なります。 
Gartner によると、アジア太平洋、
中南米、東ヨーロッパ、中東、北
アフリカの新興市場は全体として
は小規模な市場ですが、もっとも
高い成長率を示しています。 た
だし、中国は例外であり、大規模
で成長率も高い市場です。 北米、
西ヨーロッパ、日本、成熟したア
ジア太平洋諸国といった成熟市場
の規模は大きいながら、成長率
は低くとどまっています。

クラウド・コンピューティングの基
本モデル 

開発者をクラウドへと駆り立てるものとは 

Java 開発者向けのクラウド入門書DIBY MALAKAR
BIO

Diby Malakar： 
Oracle Cloudの
製品管理担当
Director。
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クラウド・コンピューティング・プロ
バイダは、Infrastructure as a Service

（IaaS）、Platform as a Service（PaaS）、
Software as a Service（SaaS）という3
つの基本モデルに基づいてサービスを
提供しています。IaaS がもっとも基本的
なモデルであり、それぞれの上位モデ
ルは下位モデルの要素を抽象化したも
のになっています。 各モデルの特徴は
次のとおりです。
IaaS：もっとも基本的なクラウド・サー
ビス・モデルであり、IaaSプロバイダは
物理マシンまたは（たいていは）仮想
マシンの形をとったコンピュータとその
他のリソースを提供します。 
 アプリケーションをデプロイするには、
クラウド・ユーザーがオペレーティング・
システム・イメージやアプリケーション・
ソフトウェアをクラウド・インフラストラ
クチャにインストールします。 このモデ
ルでは、クラウド・ユーザーがオペレー
ティング・システムおよびアプリケーショ
ン・ソフトウェアに対するパッチ適用と
保守を行います。
PaaS： PaaS モデルでは、通常、クラウ
ド・プロバイダが提供するコンピューティ
ング・プラットフォームにオペレーティン
グ・システム、プログラミング言語の実
行環境、データベース、Web サーバー
が含まれています。 アプリケーション開
発者は、基盤となるハードウェアおよび
ソフトウェア・レイヤーを購入して管理
するためのコストと複雑さを伴うことな
く、このようなクラウド・プラットフォー
ム上でソフトウェア・ソリューションを開
発し、実行できます。
SaaS： SaaS モデルでは、クラウド・プ

ロバイダがクラウドにアプリケーション・
ソフトウェアをインストールして運用し、
クラウド・ユーザーはクラウド・クライ
アントからソフトウェアにアクセスしま
す。 アプリケーションが稼働するプラッ
トフォームやクラウド・インフラストラク
チャの管理をクラウド・ユーザーが行う
ことはありません。 このサービス形態
により、クラウド・ユーザー自身のコン
ピュータにアプリケーションをインストー
ルして実行する必要がなくなるため、保
守とサポートが容易になります。

IaaSクラウド・ソリューションを利用
すると、最小限の労力でコンピューティ
ング、ネットワーク、ストレージといった
リソースをデプロイできます。 このよう
な機能は開発者から見て非常に便利な
ものですが、クラウドの利点はこれまで
述べたものにとどまりません。 実際、イ
ンフラストラクチャ・レイヤーのプロビ
ジョニング以外の部分に開発者は 80%
を超える時間と労力をかけており、ここ
に、より高い価値があります。 
 PaaS はこの部分で、アプリケーション

スポットライト： 
Oracle Java 
Cloud Service

Oracle Java Cloud Service は、クラウドでビジネス・アプリケー
ションを開発してデプロイするためのエンタープライズ・クラ
スのプラットフォームを提供します。 このサービスはクラウド内
の Oracle WebLogic Server を使用して、選択の自由、オープ
ン環境、セキュリティ、および使いやすさを提供します。 

Oracle Java Cloud Service は Java 標準をサポートしており、柔軟性、移植性、デプロイ
に関するオプションを提供します。 
選択の自由： 開発者は、IDE、アプリケーションの開発とデプロイ、サービス統合、お
よびサービスの監視と管理に関して、自由に選択できます。 IDE については、Eclipse
やOracle JDeveloperからNetBeansまでの各種プラットフォームがサポートされており、 
ボタンをクリックするだけで、Oracle Java Cloud Service 上にアプリケーションをデプ
ロイできます。 開発サイクルにチーム開発が必要な場合、主要な開発環境からOracle 
Java Cloud Serviceまたはその他の標準ベース環境へと、ご使用のアプリケーション
を簡単にデプロイできます。 また、サービス統合に関してもWeb サービス、SOAP、
REST API などの選択肢があります。 サービスの管理と監視については、Maven および
Ant のプラグインを備えたコマンドライン・インタフェースがあります。
オープン環境：Oracle Cloud 内で Java EEアプリケーションを作成し、標準の WAR（Web 
Application Archive）または EAR（Enterprise Archive）形式でデプロイできます。 
Oracle Java Cloud Service は標準の Java EE 仕様だけでなく、Oracle WebLogic Server
固有の拡張機能や Oracle Application Development Framework のコンポーネントを使
用したアプリケーションのデプロイをサポートしています。
セキュリティ：Oracle Java Cloud Service ではインスタンスが分離されているため、複数
のレイヤーでアプリケーションが保護されます。 サービスには専用の仮想マシン（VM）
とスキーマが含まれており、Oracle Exalogic Elastic Cloud の上層に配置されています。 
VM は、Oracle Exadata Database Machine 上の該当するデータベース・スキーマにマッ
プされます。 セキュリティが確保されるのは、Oracle Java Cloud Service にデプロイさ
れたアプリケーションだけではありません。 Oracle Fusion Applications などの別サービ
スを Oracle Cloud 内で使用しており、Oracle Java Cloud Service 内にカスタム拡張機能
を構築している場合、Oracle Cloud の共通インフラストラクチャ内の ID サービスを使用
して、Oracle Fusion Applications からOracle Java Cloud Service へと、セキュアな方法
で ID 情報とユーザー・プロファイルを取り込むことができます。 
使いやすさ： サービスの加入から監視や管理までのサービス・ライフサイクル全体の処
理を、使いやすい 1 つの Web ベース・インタフェースから実行できます。

この他に、オラクルは、Oracle Database Cloud Service、Oracle Developer Cloud 
Service、Oracle Storage Cloud Service、Oracle Messaging Cloud Service などの、リッチ・
アプリケーションを構築するための包括的なプラットフォーム・サービスのセットを提供
しています。

図1
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の開発、テスト、デプロイ、
管理に対して非常に大き
なメリットを提供します。 

オンデマンド・インフ
ラストラクチャ、自動プロ
ビジョニング、柔軟な開
発 /ランタイム・ツール、
および管理の自動化を備
えた IaaS および PaaS の
クラウド・サービスは、
開発者エクスペリエンス
に重要な影響を及ぼすで
しょう。

クラウド製品に求めるもの
開発者向けのクラウド・オプションを評
価する場合、標準、選択肢、幅広さ、
奥深さ、セルフサービス機能、データ
の整合性と移植性を考慮に入れる必要
があります。 
標準のサポート： 対象のクラウド・サー
ビスは、SQL や Java、HTML5 などの標
準に基づいて構築されていますか。 標
準ベースの構築には多数の利点があり
ます。 もっとも直接的な利点の 1 つは、
クラウドでアプリケーションをより透過的
に実行できる点です。つまり、コードを
何ら変更することなく、ローカルのオン
プレミス環境にアプリケーションを移植
できます。 反対に、オープン標準に基
づいて構築されたオンプレミス・アプリ
ケーションを実行しており、そのアプリ
ケーションをクラウドに移行したい場合
は、変更実施プロセスに沿って処理を
進めます。
選択肢： パブリック・クラウドとプライ
ベート・クラウドだけでなく、該当する
場合はベンダーの製品ポートフォリオ

を含んだクラウド・サー
ビスが選択できることが
望ましいです。 ベンダー
が提供する製品は、ク
ラウド・プロバイダがプ
ライベート・クラウドを
構築して管理する、包括
的な製品ですか。また、
顧客がクラウドを完全に
管理 / ホストするための
マネージド・クラウド・
サービスは提供されてい
ますか。 プライベート・
クラウドを利用すると、
組織はセキュリティ、規

制遵守、サービス・レベル、機能を完
全に制御し、可視化することができま
す。 
幅広さ：クラウド・コンピューティング
によるもっとも大きな利点の 1 つは、
組織全体にわたるサイロが解消される
ことです。 クラウド・ソリューションは、
サイロ化した複数のパブリック・クラウ
ドを使用した場合に発生するデータや
ビジネス・プロセスの断片化を防ぎま
す。 さまざまな種類のクラウド・サー
ビスがベンダーから提供されている場
合は、最大の柔軟性が得られます プ
ラットフォーム・サービスでは、開発
者コミュニティによるアプリケーション
の構築とデプロイが可能でなければな
りません。 アプリケーション・サービ
スは、パッケージ化された機能をビジ
ネス・ユーザーがただちに使用開始で
きるものである必要があります。 
 たとえば、ERP やカスタマ・リレーショ
ンシップ・マネジメント、人材管理な
どのパッケージ・アプリケーションがサ

ブスクリプション・ベースで提供されて
いますか。 ソーシャル・サービスがア
プリケーションに統合または追加され
ていますか。 
奥深さ： 機能性に優れているだけでな
く、より重要な点として、シームレスに
連携するように統合されているサービ
スを探します。 サービスは実績あるイ
ンフラストラクチャ上で稼働しており、
エンタープライズ・レベルのソリュー
ションが持つ信頼性とパフォーマンス
を提供していなければなりません。 
セルフサービス機能： ベンダーや IT ス
タッフの関与を最小限に抑えて、アプ
リケーションやプラットフォームの開
発、デプロイ、管理を実行できますか。 
データの整合性と移植性： ベンダーは
複数の顧客のデータを混合しています
か。 意外なことに、こうしたデータの
混合は、パブリック・クラウド環境では
非常によくあることです。 ベンダーが
データの独立性を確保できるかどうか
を確認すると良いでしょう。 また、デー
タの移植性はどうでしょうか。 ベンダー
によってデータの囲い込みが行われな
いよう注意しましょう。 簡単かつ分かり
やすい方法で、すべてのデータを使用
可能な形式でクラウドから取得できるこ
とを確認します。

まとめ 
開発者はクラウドの利用を通じて、ア
プリケーションをより迅速に構築してデ
プロイし、イノベーション・コストを削
減し、リスクを大幅に軽減するよう迫る
圧力によって生じた " 開発ギャップ " に
対応することが可能です。 優れたクラ
ウド・ベンダーは、オープン標準に基

づき、シームレスに連携するよう統合
された包括的なテクノロジーおよびア
プリケーション・スイートを提供してい
ます。 </article>

LEARN MORE
• Oracle Java Cloud Serviceチュートリ
アル

• 『 Deploying an Application to 
Oracle Java Cloud Service』チュート
リアル

• 『 Securing a Web Application on 
Oracle Java Cloud Service』チュート
リアル

• Oracle Java Cloud Serviceの30日間無
料試用

ギャップに注意
アプリケーション・ニー
ズは急激に増加してい

ますが、開発リソース

は依然として線形の増

加を続けているため、"

開発ギャップ "が大きく

なっています。 
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エンタープライズ Javaコン
ピューティングの業界標準とし
て、Java Platform, Enterprise 
Edition はエンタープライズ
分野の新たな使用法、パター

ン、フレームワーク、テクノロジーに合わせて絶
え間ない進化を続けてきました。 そしてついに、
HTML5、WebSocket、Java API for RESTful Web 
Services（JAX-RS）、JSON Processing（JSON-P）
など、最近の Webアプリケーションに必要不可欠
なサポートを備えた、Java EE 7 がリリースされま
した。

Java Magazine はオラクルのソフトウェア開発
担当 Vice President であるAnil Gaurとのインタ
ビューで、リリースされたばかりの Java EE 7プラッ
トフォームに含まれる新たな機能およびテクノロ

写真：PHIL SALTONSTALL

Java EE 7プラットフォーム・スペック・リード、Bill 
ShannonおよびLinda DeMichielと話すオラク
ルのソフトウェア開発担当Vice President、Anil 
Gaur（中央） 

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
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ジーについて取り上げたほか、Java EE 7 が
エンタープライズの開発者と顧客に与える影
響について話をうかがいました。 

Java Magazine： Java EE 7 において注目すべ
き新機能を教えてください。
Gaur： Java EEプラットフォームは現在、非
常に重要な時期にあります。新たな Java の
使用法やパターンに対応していくために、私
たちは迅速に前進する必要があります。 こ
のような変化の大部分は最近の Web アプリ
ケーションによってもたらされています。 過
去数年の間に他の多数のフレームワークが
発展を遂げました。私たちも、これらの変化
に合わせてプラットフォームを提供したかっ
たのです。 

これを踏まえ、Java EE 7 の主要テーマは
生産性とHTML5 のサポートです。 HTML5
の機能は、WebSocket、Java Servlet 3.1、
NIO（ノンブロッキング I/O）機能、Server-
Sent Events（SSE）、JAX-RS、JSON-P によっ
て強化されています。 

また、プラットフォーム全体を通じて生産
性を向上させるための機能強化がいくつか実
施されています。というのは、生産性向上は
もう1 つの課題であり、開発コストやアプリ
ケーション保守に直接的な影響を与えるため

です。 Java EE 7 では、開発者が書く必要の
ある定型コードは少なくなっており、プラット
フォームでもバッチ処理や同時実行性などの
各種の新しい仕様を通じて、より豊富な機能
を提供しています。 

さらに、JMS（Java Message Service）の
仕様が JMS 2.0 で大きく改善されており、
Servlet 仕様や EJB（Enterprise JavaBeans）
仕様において以前から提供されている概念
がいくつか導入されています。 Expression 
Language( 式言語 ) の仕様もExpression 
Language 3.0 で機能強化されているため、
プラットフォームに含まれるその他多数のテク
ノロジーに利点がもたらされるでしょう。 

変更された各種仕様は、JPA 2.1（Java 
Persistence API）、Java Servlet 3.1、EJB 3.2、
Bean Validation 1.1、および CDI（Contexts 
and Dependency Injection for the Java EE 
platform）です。CDI は Java EE 6 で導入さ
れており、もっとも広く使用されている仕様の
1 つです。
Java Magazine： Java EE 7 では、開発の簡
素化とアプリケーションの高機能化をどのよう
に両立させていますか。
Gaur： プロファイル概念の導入に関しては、
簡素化を特に重視しました。 プラットフォー
ムが巨大になったため、的を絞った限定的

な使用には適用しづらい場合があると何度も
聞いており、 この報告を非常に深刻に受け止
めていました。 このため、Java EE 6プラット
フォームには多大な労力を投じて、Webアプ
リケーション開発を特に対象とした標準 API
のランタイム・スタックであるWeb Profile を
導入しました。 また、このプロファイルのお
かげで、今後のプロファイルの定義に使用で
きる基本的なフレームワークを導入できるよ
うになりました。また、デフォルト設定を増
やし、さらに CDI を活用したことで、XMLコー
ディングの使用量が減ったため、ここでも開
発の簡素化が実現しています。

Java EE 7で追加した新しい仕様に対する要
望は大きいものでした。 
WebSocket や JSON などのテクノロジーはか
ねてから使用されていましたが、Java EE 7 のリ
リース前は標準 API が存在しなかったのです。 
 もう開発者が独自の JSONライブラリをアプ
リケーションに組み込む必要はありません。 
サポートはベース・プラットフォームに含ま
れています。 さらに、WebSocket のエンド
ポイントを Javaクライアントから直接呼び出
せるようになったため、 開発が大幅に簡素化
されると同時に、デプロイするアプリケーショ
ンのサイズも縮小されます。 

その他にプラットフォームに追加された

Java EE 7の機能につ
いて、オラクルのJava 
Evangelist、Arun Gupta（
濃紺のシャツ）およびオ
ラクルのEngineering 
Manager、Shreedhar 
Ganapathyと話し合うGaur

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=356
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=340
https://blogs.oracle.com/arungupta/entry/non_blocking_i_o_using
http://www.w3.org/TR/2012/WD-eventsource-20120426/
http://www.w3.org/TR/2012/WD-eventsource-20120426/
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=339
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=353
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=352
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=236
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=343
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=341
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=341
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=338
http://www.jcp.org/en/jsr/proposalDetails?id=345
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=349
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=299
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バッチ処理に対しては、顧客から定期的に要
求が寄せられていました。 この追加により、
バッチ・アプリケーションを実装するための
標準化されたプログラミング・モデルが提供
されます。 JSRではドメイン領域、バッチ・ジョ
ブ、アプリケーション・エグゼキュータ、ジョブ・
マネージャが定義されています。 Java EE で
のサポートに加えて、一部の機能は Java SE
でも提供される予定ですが、 Java EE は Java 
SE のスーパーセットであるため、本質的に
より多くの機能セットが含まれています。 例
を挙げると、JTA（Java Transaction API）は
Java EE のみに含まれます。

また、今回プラットフォームに追加された
同時実行性も、開発者から同様に要求されて
いたものです。 同時実行性により、異なる実
行スレッドを使用することで、アプリケーショ
ン・レベルの処理を同時に実行できるように
なります。 以前のリリースでは、さまざまな
アプリケーション・サーバーごとに独自仕様
の実装が加えられていましたが、この場合、
アプリケーションの移植性が損なわれます。 
Java EE 7 に同時実行性が追加されたことで、
同じ標準 API をすべての EE ベンダー、顧客、
開発者が利用できるようになりました。 

その他に、前述したとおり、コミュニティか
らリクエストされていたさまざまな点で JMS 
2.0 仕様が改訂され、簡素化が実現していま
す。 JMS 2.0 によって、前のバージョンのプ
ラットフォームでの EJB 仕様や Servlet 仕様と
同様に、アノテーションがより多く活用される
ようになるでしょう。 
 JMSコネクション・ファクトリもまた、
Dependency Injection（DI）を利用します。
さらに、中間オブジェクトが不要になるよう
に API が整理されており、AutoCloseableリ
ソースも提供されています。 これらの変更は
開発者にとって非常に魅力的なものであり、

開発者は JMS をより積極的に活用するように
なるでしょう。

確かにプラットフォームには API が追加さ
れましたが、その大半はコミュニティからの
要望に基づくものか、エンタープライズ・ア
プリケーション開発における問題解決に必要
とされるものです。 
Java Magazine： このリリースで排除された
機能は何でしょうか。また、機能を排除する
ことによる効果やアプリケーションの下位互

換性への潜在的な影響についてお聞かせく
ださい。  
Gaur： Java EE 7 には多数の新機能が追加さ
れていますが、オプションになった API もあり
ます。 プラットフォームは機能面では強化さ
れていますが、一部の古い機能のクリーンアッ
プも実施されているため、プラットフォームの
フットプリントが縮小されるだけでなく、開発
者が古い仕様に対処する必要がなくなります。 

この手続きが開始された Java EE 6では、 
いくつかのテクノロジー（Java EE の管理（JSR 
77）、アプリケーション・デプロイメント（JSR 
88）、UDDIレジストリとのインタフェースをと
るJAXR（JSR 93）、XML ベースの RPC 向け

の JAX-RPC（JSR 101）、EJB 2.x の Container 
Managed Persistence（実質的に Java 
Persistence API（JSR 317）で置換））がオプショ
ンになり、最終的な排除の対象になりました。

これらのテクノロジーは Java EE 6リリース
で排除の対象となっていたので、Java EE 7リ
リースで排除することも可能でしたが、 排除
するかどうかは任意で選択できます。 その決
断は、それぞれのベンダーに任されています。 
引き続き需要があったり、これらの仕様を使
用する顧客基盤があったりする場合は、ベン
ダーはプラットフォームに仕様を保持できま
す。 ただし、次のリリース（Java EE 8）でこ
れらの仕様は排除する予定です。 ほとんどの
ベンダーがこの戦略に従うものと思われます。 
Java Magazine： Java EE 7 の Web Profileス
タックがこのリリースにもたらすもの、また
Webアプリケーション開発者に及ぼす影響に
ついてうかがえますか。
Gaur： Web Profile は Java EE 6 で導入さ
れ、非常によく使用されるようになりました。
Web Profile はフル・プラットフォームのサブ
セットとして、大半の Webアプリケーション
のニーズを満たすことを対象とした標準 API
を提供します。 すべての開発者がすべての
Java EE API を必要とするわけではありませ
ん。Web Profile を使用すれば、ランタイム
のメモリ・フットプリントが縮小され、インス
トールが簡単になり、応答性が向上します。

Java EE 6と同様に、Java EE 7リリー
スにもWeb Profile が含まれていますが、 
WebSocket や JSON-P などの仕様が新たに
追加されています。また、JAX-RS 2.0 の拡張
によるクライアントAPIの追加も注目に値しま
す。 もちろん、これらの仕様は Web Profile
だけに限ったものではありません。 

アプリケーションに JavaScript や HTML5
を使用する開発者はますます増えており、

フィードバックに応える
プラットフォームが大きくなりすぎ

て融通がきかないため、的を絞っ

た限定的な使用には適用しづらい

場合があると何度も聞いており、 

この報告を非常に深刻に受け止め

ていました。 

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
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WebSocket および JSON-P はこのプログラミ
ング・モデルとの整合性が非常に高い仕様で
あることから、 Web Profile は次世代の Web
アプリケーション開発に適しており非常に魅
力的です。 
Java Magazine： 当初は Java EE 7 を対象とし
ていたクラウド関連機能が Java EE 8 に延期さ
れた決定について、また関連する機能につい
てお聞かせください。 

Gaur： 難しい決断でしたが、正しい判断だっ
たと考えています。 最終決断の前には、コミュ
ニティ・メンバーや専門家グループ、そして
ベンダーとも協議しました。 

この決定の一因は、クラウド分野、特にプ
ロビジョニングやマルチテナント、伸縮性の
成熟度が不十分であることにありました。 
 私たちがこの事実を認識したときは、すでに
実装がかなり進んでいました。 結局のところ
私たちは、十分に目的を果たさない、あるい
は目的に合わない機能や API はを追加するこ
とは避けたいと考え、 業界や開発者に最大の

利益がもたらされる方法で目標を確実に達成
するように、より慎重な方法を選ぶことにしま
した。 コミュニティ・メンバーと意見交換し、
アンケートを実施したのち、Java EE 7 の焦点
を HTML5 および生産性に移すことに決めま
した。 
このように範囲を変更したことで、機能強化や
簡素化、ユーザビリティへの注力を続けなが
ら、スケジュールどおりにリリースすることがで
きたのです。 つまるところ、完全には実現し
ないもののために、すでに準備が整った機能
を延期するようなことはしたくなかったのです。 
Java Magazine： 延期された JSR を具体的に
教えてください。 
Gaur：そのような特定の JSR はありません。 
クラウド要件は分野横断的であり、さまざま
な仕様に影響を与えています。 したがって、
プロセス内で実際に削除された仕様はありま
せんが、 Java EE 7プラットフォーム仕様を含
む、いくつかの仕様に含まれる機能が影響を
受けています。 

Java Magazine： 当面の間、クラウドで Java 
EEアプリケーションを実行するためにどのよ
うなサービスを利用できますか。
Gaur： 私たちにとって喜ばしいことに、世の
中に数多くあるベンダーに目を向けてみると、
ほとんどのクラウド・プラットフォームが Java
で構築されています。 そして、Java EE 6 は
すでにこれらの環境に対応しています。 した
がって、Java EE が持つコンテナ・ベース・
モデルにセキュリティの分離を組み合わせる
と、PaaS（Platform as a Service）対応アプリ
ケーションの作成に適したプラットフォームに
なります。 また、API for RESTful Web Services

（JAX-RS）もクラウド・アプリケーションに合
うよう十分に調整されています。 これらを踏
まえると、クラウド・ソリューションの構築に

適したプラットフォームはやはりJava EEであ
ると言えます。 
Java Magazine： Java EE 7 の発展と改善に対
して、Javaコミュニティはどのように関わって
きたのでしょうか。特に最近のクラウド関連
の決定を中心にお聞かせくださいますか。
Gaur：Java EE 5 以降、Project GlassFish のも
とでオープンソース・プロジェクトとして Java 
EEのリファレンス参照が開発されてきました。 
Java EE 7 ではここから一段と踏み込んで、す
べての Java EE 仕様が専門家グループや Java 
EE ベンダーだけでなく、より幅広いコミュニ
ティが参加して開発されるようになりました。 
 したがって、この 2 ～ 3 年で仕様開発プロセ
スの透明性がますます高くなっているのは、 
偶然ではありません。 オラクルとコミュニティ
は、より多くのコミュニティ・メンバーがより
上流のプロセスから関与することで、コミュ
ニティが仕様の開発に対してレビューを行い、
フィードバックを提供できるようにすることを
強く望んできました。

私たちは、透明性のある方法で JSR を運用
するためのルールを定義する目的で JSR 348
を登録しました。 現在、オラクルがリードす
るJSRはすべてこのプロセスに従っています。 
専門家グループは技術的なディスカッション
向けにオープンな電子メール・エイリアスを
提供しており、仕様の暫定ドラフトはプロジェ
クト・ページ上で参照可能であり、各 JSR の
対象機能の一覧を含む JIRA が使用されてい
ます。 つまり、興味がある人ならだれでも
JIRAリクエストを登録して、特定の機能の追
加を求めたり、計画対象となった機能に関す
るフィードバックを提供したりすることができ
ます。 それぞれの JSR に用意された JIRAリ
クエスト用のダッシュボードにより、

はるかに幅広いコミュニティから継続的な
フィードバックが提供されるようになりまし

陽気なひとときを過ごす
GaurとJava EE 7チーム
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た。 その結果、より速いペースでより優れた
テクノロジーを提供することができます。 さ
らに、19 の Java ユーザー・グループ（JUG）
が Adopt-a-JSRと呼ばれるプログラムに参
加してくれました。このプログラムでは、開
発者の有志が、提案された内容をレビュー
し、プラットフォーム上のテクノロジーへの
潜在的な影響を調査します。 また、JUG は
提案内容を試すため、いくつかの小さなアプ
リケーションの開発も行いました。 これらの
JUG から寄せられたフィードバックによって、
プラットフォームが完成するずっと前に問題
が解決されました。
Java Magazine： 現時点で Java EE 8 に予定
されている機能について、また目標とするリ
リース日についてうかがえますか。 
Gaur：Java EE 7 のリリース後、オラクルとそ
の他のベンダーが Java EE 8 への取組みを
開始する予定です。このリリースの重点は、
Java EE 7 で延期された標準ベースのクラウ
ド・プログラミング・モデルに置かれ、マル
チテナントと伸縮性のサポートが追加される
予定です。

また、Java EE 8では Jigsaw ベースのモ
ジュール化も提供される予定です。Java EE
プラットフォームで何らかの NoSQL をサポー
トすることにも強い関心が寄せられているた
め、NoSQL サポートの評価も行われます。 
その間も、プラットフォームの進化は続きま
す。 Java EE 7より後の新機能追加が Java EE 
8 に限られるわけではありません。JCache や
JSON-B（JSON Binding）などの新しい JSR
は Java EE 8よりずっと前に完成させたいと考
えています。つまり、Java EE 8 が最終的にリ
リースされる前に、顧客が新たな API を確認
でき、試せるように、プラットフォームは段階
的な発展を続けていきます。

Java EE 8 の正式なリリース日に関してです

が、リリースのスコープおよび機能の定義を
コミュニティが支援する予定であり、その定
義によって最終的に日付が決定されます。 最
終的な機能セットとリリース日の策定につい
ては、専門家グループが中心的な役割を担う
ことになります。
Java Magazine： JavaOne 2012 で Hasan 
Rizvi が指摘したとおり、現在の Java の成功
は、技術革新、コミュニティの参加、オラク
ルの管理責任という三者関係に基づいていま
す。 どのようにすれば、オラクルとJavaコミュ
ニティとの間のパートナーシップをさらに強
化できるとお考えですか。
Gaur： オラクルの管理下で、Java コミュニティ
との関係は大幅に強化されたと自負していま
す。 この事実はさまざまな面で実証されてき
ました。 コミュニティは次世代プラットフォー
ムの定義に非常に積極的に関与しており、今
後もこの積極的関与が続くものと期待してい
ます。また、私たちは引き続きオープン形式
で専門家グループを運営していく予定です。

JCP への参加や大々的な手続きの必要はな
く、より多くの人々の参画が可能になります。 
また、オープンソースとしてのリファレンス実
装の開発を継続することで、素早くフィード
バックを集められるため、最終的には企業顧
客と開発者の双方に訴えるプラットフォーム
の開発が可能になると考えています。 

このオープン手法の証しとして、Java EE 6
リリースはこれまでのどのリリースよりも迅速
に取り入れられました。 この迅速さは、より
早い段階でのコミュニティの関与を実現した
ことに起因すると考えており、これからもこの
方針により同様の肯定的な結果が得られるこ
とを期待しています。
Java Magazine： 開発者が Java EE 7 にアク
セスする方法を教えてください。
Gaur： もっとも一般的なバンドルであるJava 
EE SDK を使用して、開発者はプラットフォー
ム上の新技術を習得できます。 Java EE SDK
は現在、Oracle Technology Network からダ
ウンロードできます。 SDK バンドルは、Java 

オラクルのサンタクララ
事業所（カリフォルニア
州）でチーム・メンバー
のRajiv Mordani（左）お
よびNazrul Islamと話す
Gaur

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://java.net/projects/ljc-london-jug/pages/AdoptAJSRProgram
http://openjdk.java.net/projects/jigsaw/
http://en.wikipedia.org/wiki/NoSQL
http://www.oracle.com/technetwork/indexes/downloads/index.html
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EE のリファレンス実装で
もあるGlassFish Server 
Open Source Edition 4.0
で構成されており、新し
い API を扱った包括的な
チュートリアルや多数の
サンプル・プログラムが
含まれています。これら
のサンプル・プログラム
を利用することで、開発
者は各仕様を理解し、素
早く習熟することができま
す。 

IDE のサポートについ
ても触れておきましょう。 NetBeans IDE は
Java EE 7 の API をサポートする最初の IDE
になります。 私たちはプラットフォーム開発
にあたってNetBeans チームと非常に密接に
協力することで、NetBeans IDEとGlassFish
との間に極めて緊密な統合を実現するととも
に、追加設定なしでプラットフォームをすぐ
に使用できるようにしました。 また、次に
Java EE 7プラットフォームをサポートするIDE
としては、Eclipseと IntelliJ が見込まれます。 
Java Magazine： Java EE 7と併せてリリース
されるGlassFish 4.0 はどのようなものになり
ますか。
Gaur：Java EE 5 および Java EE 6と同様
に、Java EE 7 のリファレンス実装は Project 
GlassFish から派生しています。 リファレン
ス実装として、GlassFish には常に最新の
Java EE 仕様が反映されています。 したがっ
て、Java EE 7プラットフォームの出荷時に、
GlassFishコミュニティは GlassFish Server 
Open Source Edition 4.0 を手にすることに
なります。 GlassFish Server Open Source 
Edition 4.0はJava EE 7のAPIすべてをサポー
トしていますが、クラスタ化機能と高可用性

機能は評価目的でのみ提
供されています。 本番デ
プロイを主体としたこれ
らの機能は、後続リリー
スである4.1 で利用可能
になります。

GlassFish 4.0 のダウン
ロードには 2 つの種類が
あります。 1 番目のディ
ストリビューションには
Java EE 7 のすべての API
に対するサポートが含ま
れていますが、2 番目に
含まれるのは Java EE 7 の

Web Profile仕様で定義された、APIのサブセッ
トのみです。 したがって、開発者は GlassFish 
4.0 のオープンソース部分を含む SDK バン
ドルから始めることも、Java.net から個別に
GlassFish 部分をダウンロードすることもでき
ます。</article>

LEARN MORE
• Java EE 7のダウンロード 

• GlassFish 4.0

• NetBeans IDE

Steve Meloan：元C/UNIXソフトウェア開
発者。Wired、Rolling Stone、Playboy、SF 
Weekly、San Francisco Examinerなどの各誌に
Webやインターネットに関する記事を執筆して
いる。 近著はサイエンス・アドベンチャー小説
の『The Shroud』。また、The Huffington Post
に定期的に寄稿している。

コミュニティの声を聞く
確かにプラットフォームには API

が追加されましたが、その大半

はコミュニティからの要望に基づ

くものか、エンタープライズ・アプ

リケーション開発における問題解

決に必要とされるものです。

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://netbeans.org/features/index.html
http://glassfish.java.net
http://glassfish.java.net
http://www.oracle.com/technetwork/indexes/downloads/index.html
http://glassfish.java.net/public/downloadsindex.html#top
http://netbeans.org/features/index.html
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Java EE 7 は、Java EE 6 を徹底
的に見直した待望のバージョ

ンです。 Java EE はリリースのた
びに新機能が追加され、既存の
仕様が強化されます。 Java EE 7
は Java EE 6 の成功を土台に、引
き続き開発生産性の向上を重視
しています。

Java EE は、多くの仕様を包括
しています。 JSR 342 は、コン
テナの要件を網羅した仕様であ
り、Java EEプラットフォームで
サポートすべきテクノロジーを
含んでいます。Java EE Platform 
Specificationプロジェクトには、
専用の wiki もあります。 Java 
EE の仕様書には以
下のように、開発
の容易さ（Ease Of 
Development）が
Java EE 7 の主要目
標の 1 つであると明
記されています。
「 Java EE 7でも、

Java EE 5とJava 
EE 6 の『開発の
容易さ』という

重点項目を踏襲します。 特
に、Java EE 7では JMS 2.0 
API を改訂し、大幅に簡素化
しています。 開発の容易さ
には設定の容易さも含まれま
す。」

Java EE 仕様の初期バージョン
は、開発者から非常に複雑で扱
いづらいという批判を多く受けま
した。 「複雑」か「単純」かで言
えば、「複雑」の方向に進んでい
たのは明らかでした。 

Java EE 5より、開発の容易さ
に重点が置かれるようになりまし
た。 
 アノテーションの利用、および

デフォルト動作とデ
フォルト設定の提
供によって、コード
や XML 設定の行数
を大きく削減するこ
とが可能になりまし
た。 

Java EE 5 の簡素
化に関する要件は以
下の 2 つで構成され
ます。

■■ 大部分のアプリケーションでデ
フォルト値を適用できるように
し、かつ、デフォルト値をほと
んどの開発者にとって使いやす
いものにすること

■■ アノテーションやディスクリプタ
の提供により、デフォルト値を
常に変更できるようにすること 

Java EE 仕様はこれらの要
件を満たすことで、「設定よ
り規約（Convention over 
Configuration）」という設計パラ
ダイムを忠実に守りました。 すな
わち、規約に従う動作については
コードや XML を追加する必要は
なく、 規約に従わない動作が求め
られる場合は、コードを記述する
か XML を宣言することで実現で
きるようにしました。 その結果、
Java EE での開発への障壁が明ら
かに低くなりました。

Java EE 6 仕様でもこのパラダイ
ムは引き継がれ、着実に進展して、
Java REST API を定義するJAX-RS
などの多くの新規 API が追加され
ました。

Java EE 7では、デフォルトの
開発と設定がさらに簡素化されま
す。 Java EE 6 の既存のテクノロ
ジーに対する変更点は多数ありま
すが、本記事では、開発生産性
の向上につながる以下のような既
存仕様の変更点を取り上げます。

■■ JPA 2.1（JSR 338）：スキーマ
生成の標準化。 JPA を使用し
て表、索引、ジェネレータなど
を作成可能

■■ JPA 2.1：ストアド・プロシージャ
も新たにサポート

■■ JPA 2.1：コンテナでのデフォル
トのデータソース提供を必須化

■■ Servlets 3.1（JSR 340）：NIO2
ベースの非同期 I/O が可能

■■ JavaServer Faces（JSF）2.2（JSR 
344）：HTML5 を新たにサポー
ト 

■■ JSF 2.2：ファイル・アップロード・
コンポーネントの追加

■■ Bean Validation 1.1（JSR 
349）：メソッドレベルの制約に
対応

■■ Contexts and Dependency 

Java EE 7の仕様拡張と新規APIを利用して生産性を向上するJOHAN VOS

Java EE 7 

Java EE 7による開発生産性の向上

BIO

写真： 
TON HENDRIKS

さらに簡素に
Java EE 7 では、デフォ

ルトの開発と設定がさ

らに簡素化されます。

Java EE 7
で実現され

る生産性向上
について、著者
Johan Vosの解
説をお聞きくだ
さい。

Johan Vos：1995
年以来 Java に従
事。Linux への
Java 移植を支援し
たBlackdownチー
ムのメンバー。 
ソーシャル・ネッ
トワーキング・ソ
フトウェア向けの
Java ベース・ソ
リューションに取り
組む LodgON の共
同創設者。 組込み
開発とエンタープ
ライズ開発の両方
に熱心であり、徹
底してJava に専
念。 詳しくは、ブ
ログを参照。
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Injection（CDI）1.1（JSR 346）：開
発者がインターセプタの順序を指定
可能。 また、@Vetoed アノテーショ
ンを使用することで、型またはパッ
ケージを CDI の対象から外すことが
可能 

■■ Expression Language（EL）3.0（JSR 
341）：ラムダ式のサポート

しかし、Java EE 7 は単なるメンテナン
ス・リリースではありません。 以下のよ
うな新規 API も追加されています。

■■ JSR 352： バッチ処理
■■ JSR 353： Java API for JSON 
Processing

■■ JSR 356： WebSocket
■■ JSR 236： 並行処理

これらの新規 JSR が Java EEプラット
フォームに追加されたのは、いずれも今
日の Java EE 開発者にとって意義がある
ためです。 エンタープライズ・コンピュー
ティングの世界は常に進化しており、
Java EE 標準も同様に進化しなければな
りません。 もっと具体的に言えば、Java 
EE 仕様は、企業の開発者が、定型的な
コードを大量に記述することも特定のベ
ンダーへの依存に陥ることもなく、最新
の優れたテクノロジーを利用できるよう
な仕様であることが求められます。その
ために、標準化が必要となるのです。

新規の JSR は例外なく、開発者の真
のニーズに焦点を当てています。これに
より、開発生産性が向上し、開発者は
核となる業務に注力できるようになりま
す。

バッチ処理
実世界のビジネス・アプリケーションの
多くは、何らかのバッチ処理の手段を
必要としています。 時々あるいは定期
的に、非対話型のデータ処理を長時間
行う必要が生じるものです。 典型的な
例としては、1日に 1 回、在庫を計算し
てレポートを生成するようなジョブが挙
げられます。 

このようなバッチ処理はすでに Java 
EEで実現できてはいましたが、開発者
が独自のコードを記述するか、既存の

（標準化されていない）サードパーティ
製フレームワークを利用する必要があり
ました。 しかし、JSR 352 により、バッ
チ処理に関連するエンティティと、エン
ティティ間の関係が定義されました。 既
存のバッチ・フレームワークの利用者に
とっては非常になじみ深い用語や概念
が導入されています。

Java EE 開発者は JSR 352 を利用する
ことで、ジョブを XML で定義できます。 
ジョブはステップで構成され、ステップ
はチャンクで構成されます。その構成方
法をリスト1 に示します。

ジョブ実行の典型は、データの読取り、
データの処理、結果の書込みで構成さ
れる一連のプロセスです。 Javaクラス
は、データの読取り、処理、書込みに
使用されます。 リスト1 の XML の例に
は 3 つの Javaクラスが含まれます。こ
の 3 つのクラスをリスト2 に示します。

JSR 352 を利用すれば、バッチ処理に
必要となるインフラストラクチャについ
て開発者が考慮する必要はなくなり、 ド
メイン固有の問題に集中できるようにな
ります。 

JSON 
多くの Web サービスで、JSON 形式を
使用してリクエストの受信とレスポンス
の送信を行っています。 また、非常
に多くの Webフレームワーク（Java、
Java 以外の両方）が JSON 形式を採用
しています。 そのため、多くの Java EE
アプリケーションで JSONコードの解析
や生成の機能が必要です。 さまざまな
JSON パーサー / ジェネレータが提供さ
れてはいますが、そういったパーサー /

ジェネレータを使用すれば、非標準のイ
ンタフェースに強く依存することになりま
す。 

JSR 353 では JSON の解析に関する
概念を標準化しています。 JSR 353 API
を利用することで、独自仕様の API で
はなく、javax.json パッケージ（および
そのサブパッケージの javax.json.spiと
javax.json.stream）内の標準 API を利用
できるようになります。 
 

すべてのリストのテキストをダウンロード

<job id="myJob" xmlns="http://xmlns.jcp.org/xml/ns/javaee">
    <step id="myStep" >
        <chunk item-count="3">
            <reader ref="myItemReader"></reader> 
            <processor ref="myItemProcessor"></processor>
            <writer ref="myItemWriter"></writer> 
        </chunk>
    </step>
</job>

リスト1         リスト2         

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=346
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=341
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=341
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=352
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=353
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=356
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=236
http://java.net/projects/java-magazine/downloads/directory/MayJune2013
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 下層の実装は開発者から隠されており、
JSON パーサーの提供者がこの標準 API
を実装することを想定しています。

JSON 処理用の API は、XML 処理用
の API に似ているところがあります。 多
くのアプリケーションでは XMLとJSON
の両方を扱う必要があるため、このよう
な類似性は重要です。 両方の形式に対
して同じようなアプローチをとることが
できるため、開発が容易になります。

XML の処理と同様に、JSON データ
の処理には 2 つの方法があります。 1
つはストリームベースの処理、もう1 つ
はドキュメントベースの処理です。

ストリームベースのアプローチでは、
イベントごとに
JSONドキュメン
トを読み込んで
処理します（リス
ト3）。 一方、ド
キュメントベース
のアプローチで
は、JSONドキュ
メント全体を読
み込みます（リ
スト4）。これは、
Document Object 
Model（DOM）
を使用してXML
ドキュメントを読
み込む処理に似
ています。

WebSocket
Java EE 開発にお
いて、全二重双方
向通信を要求する
Webクライアント

や Webクライアント・アプリケーション
を扱う機会が増加しています。 このよう
な要求の多くは、IETF RFC 6455 で定義
された WebSocketプロトコルを活用し
ようとするHTML5 ベースの Web サイト
によるものです。 また、JavaFXアプリ
ケーションなどの Web ベースではない
アプリケーションでも、さまざまな状況
で WebSocketプロトコルのメリットを
享受できます。

開発者は、JSR 356（Java API for 
WebSocket）を Java EE 7プラットフォー
ムの一機能として利用できます。 
 JSR 356 は Java EE 開発者に、
WebSocket 管理のための使いやすいア
ノテーションベースのフレームワークを
提供します。 JSR 356を使用しない場合、
開発者は WebSocket エンドポイントの
登録や別の WebSocket エンドポイント
への接続のために、定型的なコードを
大量に記述する必要があります。

WebSocketプロトコルの内部的な
詳細はすべて、JSR 356 の実装によっ
て提供されます。そのため、開発に
かかる時間を大幅に削減できます。 
WebSocket エンドポイントの登録や受
信メッセージの取得は、リスト5 のよう
にして実行できます。
リスト5 のコードから分かるように、

WebSocket のライフサイクル管理を含
めて、処理の大部分が Java EEプラット
フォームの実装によって実行されます。 
@ServerEndpoint("/myEndpoint") アノ
テーションを付加した WebSocket にク
ライアントが接続すると、@OnOpen ア
ノテーションを付加したメソッドが呼び
出され、Session オブジェクトが渡され
ます。メッセージを受信するたびに、@

OnMessage アノテーションを付加した
メソッドが呼び出されます。 
 接続が閉じられたときには、@OnClose
アノテーションを付加したメソッドが呼
び出されます。 

開発者にとってWebSocket API の利
用は、アプリケーション固有のロジック
を実装し、各メソッドに適切なアノテー
ションを付加するだけでほぼ終了する単
純な作業です。 WebSocket の他の例に
ついてはこちらを参照してください。

並行処理
Java EE 7より前のバージョンでは、Java 
SE 向けに開発した並行処理用のツール
を Java EE の実装で使用できないとい
う不満がたびたび聞かれました。 Java 
EE では、すべてのリソースがコンテナ
によって管理されます。 一方、java.util.

concurrentパッケージに含まれるスレッ
ドやエグゼキュータは、コンテナによっ
て管理されてはいません。 そのため、
スレッドやエグゼキュータをエンタープ
ライズ・アプリケーションで使用するこ
とは危険であり、禁止される場合もあり
ます。 

このような状況下で、一般的な Java
開発者の作業は困難を極めました。な
ぜなら、Java SEアプリケーションの開
発で使用する並行処理用のツールに慣
れているのに、同じ考え方を Java EEア
プリケーションの開発に適用できないた
めです。 しかし、JSR 236 によって、コ
ンテナによって管理される環境でも従来
の並行処理の考え方を適用できるイン
フラストラクチャが整いました。

java.util.concurrent.
ExecutorService をベースとする

JsonParserFactory factory = Json.createParserFactory();
 JsonParser parser = factory.createParser(...);
while (parser.hasNext()) {
Event event = parser.next();
}

リスト3         リスト4         リスト5         

すべてのリストのテキストをダウンロード複雑さを優先
Java EE 仕様の初

期バージョンは、

開発者から非常に

複雑で扱いづらい

という批判を多く

受けました。 「複
雑」か「単純」か
で言えば、「複雑」

の方向に進んでい

たのは明らかでし

た。 
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ManagedExecutorService は、コン
テナによって管理され、Java EEア
プリケーションで安全に使用できる
ExecutorService です。 
 ManagedExecutorService の実装は、
JNDI を使用して取得し、簡単に挿入で
きます（リスト6）。

Java EE 7 のその他のアップグレード
新規の JSR が導入された
以外にも、Java EE 7 では
多くの既存仕様が大幅に
アップグレードされていま
す。 特に重要な点は、Java 
Message Service（JMS）仕
様が 1.1 から2.0 に変更さ
れたことです。 また、Java 
EE 6 で導入された JAX-RS
仕様もバージョン 2.0 に更
新され、Web Profile の一
機能になりました。
JMS： Java EE 5とJava EE 
6 の仕様では、Enterprise 
JavaBeans（EJB）や永続化
リソースといったエンタープライズ・リ
ソースの大部分が非常に扱いやすくなり
ました。 ただし、メッセージング・コン
ポーネントは、バージョン 1.1 がリリー
スされた 2003 年以降は変更されてい
ませんでした。 そのため、Java EE 6 の
他のテクノロジーと比較すると、JMS 1.1
の使用には定型的なコードや設定が大
量に必要でした。 

しかし、JMS 2.0 で、他のコンポーネ
ントと同様の簡素化が実施されました。 
メッセージの送信や処理に必要となる
コードと設定がデフォルトで削減されて
いる一方で、 アノテーションやディスクリ

プタを使用した、より柔軟で複雑な設定
も可能です。 
 

JMS は基本的に、複数のソフトウェア・
コンポーネント間のメッセージ送信を扱
います。 
 メッセージ送信は単純な処理ではなく、
さまざまなアクターが実行する多くの中
間ステップが必要です。 JMS 1.1 では、

これらの中間ステップの大
部分を Java 開発者が実装
する必要がありました。 し
かし、JMS 2.0 では、中間
ステップの大部分が JMS
実装により提供されます。 
 

JMS 1.1 の典型的な使用
法は、ConnectionFactory
とConnectionQueue
をインジェクションし、
Connection、Session、
MessageProducer、
Message を作成するという
ものです。 JMS 2.0 ではデ

フォルトで、この使用法が大幅に簡素化
されています。 JMSContext を作成し、
このコンテキストを使用してメッセージ
を送信します（リスト7）。
JAX-RS：Java API for RESTful Web 
Services は、Java EE の世界でもっとも
急速に進化しているAPI の 1 つです。 
いうまでもなく、この背景には、REST
ベースの Web サービスが広範に採用さ
れ、そのような Web サービスを利用す
るアプリケーションも増加しているという
状況があります。 

JAX-RS 2.0では、REST API のサーバー
側の仕様が見直され、さらにクライアン

ト側の仕様が追加されています。 今日
のエンタープライズ・アプリケーション
は REST API を介してサービスを公開し
ている場合が多い一方で、他の（外部）
Web サービスを利用する必要もありま
す。 Java EE 6で他の Web サービスを利
用するためには、開発者自身で定型的な
コードを作成するか、独自仕様のフレー
ムワークを利用する必要がありました。 

JAX-RS では、javax.ws.rs.client パッ
ケージを定義しており、このパッケージ
を利用して外部 Web サービスに容易に
問い合わせることができます。 
 たとえば my.server.comという架空の
サーバーに対するPOSTリクエストは、
リスト8 のように実行できます。

リスト8 ではメソッド・チェーンを使
用しています。メソッド・チェーンは、
多数のメソッドを呼び出す必要がある

（またはその可能性がある）場合に非
常に便利で生産的な手法です。

JAX-RS 2.0 仕様では、クライアントの
リクエストの結果を java.util.concurrent.
Futureとして取得できます。そのため、
非同期リクエストを実現することも可能
です。 非同期リクエストは、Target イ
ンスタンスに対してasync() メソッドの
呼出しを追加するだけで実行できます。 
非同期処理はサーバー側でも実装でき
ます。その場合は、処理メソッドに @
Suspended Asyncresponse シグネチャ
を追加します。

すべてのリストのテキストをダウンロード

ManagedExecutorService mes = (ManagedExecutorService)ctx.lookup(
"java:comp/env/concurrent/ThreadPool");

リスト6         リスト7         リスト8

常に進化 
エンタープライズ・コ

ンピューティングの

世界は常に進化して

おり、Java EE 標準も

同様に進化しなけれ

ばなりません。
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まとめ
開発においてビジネス・ニーズと開発生
産性のバランスをとることは難題ですが、
Java EE 仕様はこれを打破する必要があ
ります。 Java EE 5 以降、開発生産性の
優先度が上がり、ビジネス・ニーズを脅
かすことなく生産性を向上させるための
さまざまな変更が実施されました。

Java EE 7 もこの方針に従って、今日
のビジネス環境において非常に重要な
意味をもつ新機能を追加するとともに、
既存の仕様の一部を簡素化しています。 
これにより、Java EE 7 仕様では以下の 2
つの目標を達成しています。

■■ コードをほとんど記述しなくても、デ
フォルト動作を容易に利用できるよう
にすること

■■ デフォルト動作と異なる場合も、必要
としている動作を設定できるようにす
ること
既存のアプリケーション・サーバーの

大半が Java EE 7 仕様を実装する見込み
です。 GlassFishプロジェクトがさまざ
まな仕様のリファレンス実装の役割を果
たしています。 </article>

LEARN MORE
• Java EE 7仕様

• 『 Batch Applications in Java EE 7̶
Understanding JSR 352 Concepts』
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Processing』
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Java EE 7 では、WebSocket、
HTML5、JSON など、発展し

続ける最先端の標準テクノロジー
が、それぞれ対応するAPI により
サポートされます。

本記事では最初に WebSocket
の背景を述べた上で、これらの新
しいプラットフォーム関連機能の
デモを行うWebアプリケーション
について説明します。 

注：本記事で紹介するサンプ
ルのソース ･ コードは、Maven
プロジェクトとしてこちらからダウ
ンロードできます。

WebSocket の背景
近年の Webアプリケーションは
双方向性の面で発展を遂げてお
り、ブラウザとWeb サーバーの
間での通信の向上が求められて
います。 当初は、サーブレットと
ブラウザ内でのロングポーリング
によって安定した通信を実現して
いましたが、この方法ではサー
バー側で問題が見られました。
Webコンテナのスレッド・モデ
ルでは、応答を書き込むまでの
間、すべてのリクエストを 1 つの
スレッドで処理する必要があった
ためです。 その後、Java EE 6 に

非同期サーブレットが導入され、
リクエストを非同期的に処理でき
る、より効率的なアプローチが可
能になりました。 

ポーリングとComet/Ajax を使
用するアプローチは、サーバー
とブラウザとの全二重通信を疑
似的に実現するものです。 一方、
WebSocket は、サーバーとWeb
ブラウザのどちらからでもデータ
送信を開始できる全二重双方向
通信を実現するAPI です。

WebSocket によって、クライ
アント・リクエストに対するWeb
サーバーの応答方法が変わりま
す。 Web サーバーは接続を閉じ
ずに、101ステータスを送信して
接続を開いたままにします。これ
により、ストリームに書き込まれ
るメッセージを受け取ることも、
Web サーバーからメッセージを
書き込むことも可能になります。 
さらに、ストリームをやり取りする
クライアントの側においても、書
き込まれたメッセージを受け取る
ことも、メッセージを書き込むこ
とも可能です。 そのため、Web
サーバーとクライアントの両者が、
ストリームに対する読取り/ 書込

みと通信をリアルタイムで実行で
きます。

Java EE 7より前のバージョン
では、WebSocket の実装方法は
Webコンテナに依存していまし
た。 たとえば、Tomcat 向けに
WebSocket を実装した後に Jetty
に移行するような場合は、Jetty
用に WebSocket を実装し直す必
要がありました。 

注：新しいテクノロジーの
すべてに言えることですが、
WebSocket の適用時期は Webブ
ラウザによって異なります。 ブラ
ウザの WebSocket 対応の詳細に
ついては、こちらで確認できます。

ステッカー・ストーリー・アプリケー
ションの概要
それでは、単純なサンプルを使用
して、前述のテクノロジーの動作
を確認していきます。

本記事では、ステッカーをブッ
ク（キャンバス）にドラッグして
ストーリーを作成する子供向け
Webアプリケーション「ステッ
カー・ストーリー」について紹介
します。このアプリケーションで
は共同でストーリーを作成でき、 
ある子供のブックにステッカーが
配置された瞬間に、そのステッ
カーが他の子供のブックにも描画
されます。 このアプリケーション

次世代インターネット・アプリケーションを作成するための新機能を探究する
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MORANCHEL、
EDGAR MARTINEZ
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を実際に実行した様子については、ビ
デオをご覧ください。 

図 1 は、ステッカー・ストーリー
Webアプリケーションのホームページで
す。 ビデオで紹介されているとおり、左
側のサイドバーからキャンバスにステッ
カーをドラッグ・アンド・ドロップすると、
そのとき開いているすべての Webブラ
ウザでそのステッカーが描画されます。 

ステッカー・ストーリー・アプリケーショ
ンの取得と実行

1. GlassFish v4 Promoted Build 79
（glassfish-4.0-b79.zip）をダウン
ロードします。 
 GlassFish の zipアーカイブはこち
らからダウンロードできます。

2. ダウンロードした GlassFish を任意
のディレクトリに解凍します。

3. NetBeans をダウンロードしてイン
ストールします。 本記事で使用し
たバージョンは NetBeans 7.3 で
す。

4. ステッカー・ストーリーの Maven
プロジェクト（sticker-story.zip）
をダウンロードします。

5. ダウンロードしたプロジェクトを任
意のディレクトリに解凍します。 

6. NetBeans を起動し、Servicesタ
ブで「Servers」ノードを右クリッ
クし、次に「Add Server」をクリッ
クします。

7. Serverリストで「GlassFish Server 
3+」を選択し、「Next」をクリック
します。

8. Server Locationフィールドに、
GlassFish v4 を解凍したディレクト
リのパスを入力し、「Finish」をク
リックします。

9. 「File」→「Open Project」を選
択します。

10. Open Projectダイアログ・ボック
スで、ステッカー・ストーリーの
Mavenプロジェクトを開きます。 

11. プロジェクトを右クリックして、
「Run」を選択します。 プロン
プトが表示されたら、先ほどイン
ストールした GlassFish サーバー

（GlassFish Server 3+）を選択し
ます。

この時点で、Webブラウザのアドレ
ス欄に http://localhost:8080/sticker-
storyと入力することで、図 1 のような
ページが表示されます。 お使いのブラ
ウザが WebSocket に対応していること
をこのページで確認してください。 

アプリケーションのコンテンツ
このアプリケーションには、以下のファ
イルとJavaクラスが含まれます。 

■■ index.html：ホームページ。
JavaServer Faces（JSF）2.2と
HTML5 のコードを利用

■■ org.sticker.jsf.StickerSheetクラス：
利用可能なすべてのステッカーを
ホームページに表示するためのマ
ネージド Bean

■■ story-page.js：WebSocketクライアン
トおよびドラッグ・アンド・ドロップ
機能が実装された JavaScriptコード

■■ org.sticker.websocket.Stickerクラス：
WebSocket によって送受信されるオ
ブジェクト 

■■ org.sticker.websocket.
StickerEncoderクラス、org.sticker.
websocket.StickerDecoderクラス：
WebSocket によって送信されたデー

タをオブジェクトに変換するクラス 

■■ org.sticker.websocket 
.StoryWebSocketクラス：WebSocket
ハンドラ。 現在のストーリー・ブック
へのステッカーの保存も実行

HTML5とJSF 2.2 の組み合わせ 
-HTMLとの親和性の高いマークアップ
 
JSF 2.2（JSR 344）の仕様リードである
Ed Burns がブログで説明しているよう
に、JSF 2.2 の Friendly Markup（HTML5
との親和性の高いマークアップ）機能
を使用することで、ページの作成者が
HTML の描画方法を完全に制御できま
す。 また、Friendly Markup機能は、マー
クアップとビジネス・ロジックの分離も
促進します。 

例を見てみましょう。 ステッカー・
ストーリー・アプリケーションの画面
は、HTML5とJSF を使用して作成しま
す。 リスト1 に index.xhtmlファイル
の内容を示します。index.xhtmlファ
イルの大部分は HTML5 で記述されて
いますが、ブラウザのサイドバーにス
テッカー画像を描画するため、JSF の
<h:graphicImage>タグを使用していま
す。

■■ JSF 2.2 では HTML 属性をパススルー
できます。 パススルーの方法は 2
つあります。 1 つは、パススルー属
性用の名前空間（http://java.sun.
com/jsf/passthrough）を使用する
こと、もう1 つは、子の TagHandler 
f:passThroughAttribute（属性が複数
ある場合はf:passThroughAttributes）
を使用することです。 本記事のサン

図1
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プルでは、パススルー属性用の名前
空間を利用しています。
リスト1 の <h:graphicImage>タグ

に注目してください。 このサンプル
の graphicImageタグには 3 つの属
性（draggable、ondragstart、data-
sticker）があります。これらの属性は
graphicImage の属性ではありません
が、ステッカーを正常に動作させるため
に必要となります。 
 そのため、接頭辞 p: を付け、これら
3 つの属性が JSF のパススルー機能に
よって追加されるようにしています。 
次の点に注意してください。
graphicImage は JSF のマー
クアップであるため、名前
空間 http://java.sun.com/
jsf/passthrough を使用しま
した。 しかし、JSF で認識
されないマークアップ内に
要素をパススルーする場合
は、http://java.sun.com/jsf
という名前空間を使用しま
す。 この名前空間の例につ
いては、リスト1 の headタ
グや scriptタグで確認してく
ださい。
リスト2 は、ステッカーの

名前を取得するためのマネージド Bean
です。  
@Named アノテーションによって、この
マネージド Bean を JSF に公開していま
す。その後、index.xhtml（リスト1）ファ
イル内のJSF ui:repeatタグで、値（value）
として#{stickerSheet.allStickers} 式を指
定し、この Bean のメソッドを呼び出し
ています。

ドラッグ・アンド・ドロップのコードの記
述
HTML5 ではドラッグ・アンド・ドロップ
機能が簡素化されており、特定のイベ
ントを JavaScriptコード内で処理する必
要があります。このイベントには、 ドラッ
グ対象オブジェクトに関するイベントと、
受取り側オブジェクトに関するイベント
の 2 種類があります。

ドラッグ対象オブジェクト（この例で
はステッカー）では、ondragstart イベ
ント（リスト1）を定義し、JavaScript
を使用して処理する必要があります。 

前述のとおり、JSF 2.2 では、
パススルー・パラメータを
利用してondragstartイベン
トを追加できます。 リスト3
の JavaScript コードは、ド
ラッグの開始時に実行する
処理を示しています。 

場合によっては、ドラッ
グ・アンド・ドロップ操作
中に、コンポーネント間で
転送されるデータを保管
するための仲介オブジェク
トを使用する必要がありま
す。 そのために、この例の

JavaScript では dragメソッドの event.
dataTransferプロパティにデータを格納
しています。 このプロパティには文字列
しか格納できないため、もっとも簡単な
データ格納方法は JSON を使用すること
です。

ドラッグ・イベント用の JavaScriptコー
ドでは、ステッカー表現を作成し、画面
からステッカーのドラッグ先の座標を取
得し、タグの data-sticker 属性からステッ

すべてのリストのテキストをダウンロード

<?xml version=’1.0’ encoding=’UTF-8’ ?>
<!DOCTYPE html>
<html xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml"
      xmlns:jsf="http://java.sun.com/jsf"
      xmlns:ui="http://java.sun.com/jsf/facelets"
      xmlns:h="http://java.sun.com/jsf/html"
      xmlns:p=" http://java.sun.com/jsf/passthrough">
 <head jsf:id="head">
  <title>Sticker Story</title>
  <script jsf:target="body" jsf:name="story-page.js"/>
  <link jsf:name="styles.css" rel="stylesheet" type="text/css" />
 </head>
 <body jsf:id="body">
  <header>
   <h1>Sticker Story Book</h1>
</header>
  <nav>
   Drag stickers from the left bar to the canvas.
  </nav>
  <aside>
   <h2>Stickers</h2>
   <div id="stickerContainer">
    <ui:repeat var="imgName"  
          value="#{stickerSheet.allStickers}">
     <h:graphicImage library="stickers" name="#{imgName}"
                     style="float:left" p:draggable="true"
                     p:ondragstart="drag(event)" p:data- 
                     sticker="#{imgName}" />
    </ui:repeat>
   </div>
  </aside>
  …
 </body>
</html>

リスト1         リスト2         リスト3 

ご存じでしたか ?
WebSocketは、サー

バーだけではなく

Webブラウザも関

与する、全二重 / 双

方向通信用のAPI

です。
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カー画像のファイル名を取得します。こ
のファイル名の取得でも、HTML5 の別
の機能を使用しています。 HTML5では、
属性に接頭辞 data- を付加することで、
アプリケーション固有のデータを格納す
るカスタム属性を使用できます。一方、
JSF 2.2 では、そのようなカスタム属性
を追加するために、パススルー属性を
使用します。 

ドロップ操作については、ドロップ先
オブジェクト（つまり受取り側）で 2 つ
のイベント・ハンドラを定義する必要が
あります。

1 つは、ondragover イベント・ハン
ドラです。このイベント・ハンドラは、
マウスのドラッグ・オーバー（ホバー操
作）を処理して、ドラッグが有効かどう
かを判定します。 ドロップに対して詳細
な検証を行うために、サンプル・コード
では ev.preventDefault() を呼び出して
います。デフォルトの動作ではドロップ
が拒否されるためです。

もう1 つは、ondrop イベント・ハン
ドラです。このイベント・ハンドラは、
何らかの要素をドラッグ中にマウス・ボ
タンが離されたときのドロップ・イベン
トを処理します。 このイベントを処理す
るJavaScriptコード（リスト4）では、
デフォルトの動作（ドロップの拒否）を
防止した後に、dataTransfer からデータ
を取得しています。 転送される情報は
テキストであるため、JavaScript の標準
メソッドであるJSON.parse メソッドを使
用して、テキストをオブジェクトに変換
する必要があります。 次に、ドラッグさ
れたオブジェクトを、サーバーに送信す
る実際のオブジェクトに変換します。 リ

スト4 の drop メソッドでは、キャンバ
ス上にドロップされたステッカーの左上
隅の座標も計算し、さらにステッカーの
名前をオブジェクトに追加しています。 
次に、このオブジェクトを JSON 文字列
に変換し、最後に WebSocket.send メ
ソッドを使用してこのオブジェクトを送信
しています。

JavaScriptで記述する 
WebSocketクライアント
ステッカー・ストーリー・アプリケーショ
ンは、ドラッグ・アンド・ドロップ操作
が行われたときに、WebSocket を使用
してデータをサーバーに送信します。 そ
れでは、WebSocket 接続はどのように
確立するのでしょうか。 例を見てみましょ
う。

ページの読込み後、initialize メソッド
（リスト3）が呼び出されます。このメソッ
ドでは最初に、HTML5 キャンバスを使
用してアプリケーションの背景を描画し
ます。 
 次に、socket = new WebSocket("ws://
localhost:8080/sticker-story/story/
notifications")という文を使用して
WebSocket 接続を開き、通信の確立
と開始を行います。 HTTP の代わりに
WebSocketプロトコルを使用している点
と、絶対パスを使用している点に注意し
てください。

注： Web サーバーを別のポートで実
行している場合は、この行をお使いの
サーバーのポート番号で変更する必要
があります。
リスト3 のその次の行では、サーバー

がブラウザにメッセージをプッシュした
ときにクライアントで呼び出されるメ

function drop(ev) {
 ev.preventDefault();
 var bounds = document.getElementById("board") 
.getBoundingClientRect();
 var draggedText = ev.dataTransfer.getData("text");
 var draggedSticker = JSON.parse(draggedText);
 var stickerToSend = {
  action: "add",
  x: ev.clientX - draggedSticker.offsetX - bounds.left,
  y: ev.clientY - draggedSticker.offsetY - bounds.top,
  sticker: draggedSticker.sticker
 };
 socket.send(JSON.stringify(stickerToSend));
 log("Sending Object " + JSON.stringify(stickerToSend));
}

// Web socket on message received:
function onSocketMessage(event) {
 if (event.data) {
  var receivedSticker = JSON.parse(event.data);
  log("Received Object: " + JSON.stringify(receivedSticker));
  if (receivedSticker.action === "add") {
   var imageObj = new Image();
   imageObj.onload = function() {
    var canvas = document.getElementById("board");
    var context = canvas.getContext("2d");
    context.drawImage(imageObj, 
receivedSticker.x, receivedSticker.y);
   };
   imageObj.src = 
"resources/stickers/" + receivedSticker.sticker;
  }
 }

リスト4       

すべてのリストのテキストをダウンロード
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ソッドを定義しています。
次に、リスト4 の onSocketMessage

メソッドについて見てみましょう。 
 onSocketMessageメソッドは、サーバー
側からの WebSocketメッセージを処理
するためのメソッドです。

ステッカー・ストーリー・アプリケー
ションは、WebSocket 接続により、
JSON オブジェクトをテキストとして送信
します。 そのため、メッセージの受信
時にテキストを Sticker オブジェクトに
変換し、onSocketMessage メソッドで
以下の処理を実行します。 

■■ データの変換
■■ ステッカーの画像の取得
■■ ステッカーの座標を使用し、キャンバ
ス上に画像を描画 
さらに、この時点で接続は開いたま

まであるため、サーバーへのメッセー
ジ送信は、WebSocket JavaScript オブ
ジェクトの sendメソッドを使用して実行
します。 本当に簡単です。

リアルタイム通信のための WebSocket
Java EE 7 での WebSocket の作成は非
常に簡単です。 いくつかのアノテーショ
ンを作成するだけで、WebSocket の設
定が完了します。

ステッカー・ストーリー・アプリケー
ションにおいて、WebSocketとして設定
されたクラスは StoryWebSocketクラス
です（リスト5a、5b）。

クラス宣言の最初に @
ServerEndpoint アノテーションを付加し
ています。 サーブレットの場合と同様
に、マッピングを定義する必要がありま
すが、 WebSocket では、 

@ServerEndpoint の値により、そ
の WebSocket のマッピングを定義で
きます。 そのため、以下のコードを
使用するだけで WebSocket を宣言
できます。この場合、サーバーは /
websocketMapping URL において、こ
の WebSocket への接続を待機します。

現時点では、encoders 属性と
decoders 属性については考えず、先に
クラスのメソッドについて説明します。 
WebSocket の各イベントを処理するメ
ソッドを定義する際にもアノテーション
を使用します。

@OnOpen、@OnClose、@OnError は、
WebSocket 接続のライフサイクルに関
連するアノテーションです。 @OnOpen
を付加したメソッドは接続を開いたとき
に、@OnClose を付加したメソッドは接
続を閉じたときに、@OnError を付加し
たメソッドは接続でエラーが発生したと
き（例外が処理されなかったとき）に
呼び出されます。

サンプル・アプリケーションでは、@
OnOpen アノテーションを使用して、接
続中のユーザーにステッカーをプッシュ
しています。 この方法によって、新しく
接続したユーザーは、他のユーザーが
それまでにキャンバス上に配置したす
べてのステッカーを受け取ります。 

@OnMessage アノテーションは
WebSocket 実装の核心です。 @
OnMessageアノテーションが付加され
たメソッドは、クライアントがメッセージ
を送信するたびに呼び出されます。サ

@ServerEndpoint(
"/websocketMapping") 

package org.sticker.websocket;

import java.io.IOException;
import java.util.*;
import java.util.logging.*;
import javax.websocket.EncodeException;
import javax.websocket.Session;
import javax.websocket.server.ServerEndpoint;
import javax.websocket.OnMessage;
import javax.websocket.OnOpen;

@ServerEndpoint(
        value = "/story/notifications",
        encoders = {StickerEncoder.class},
        decoders = {StickerDecoder.class})
public class StoryWebSocket {

 private static final List<Sticker> stickers = 
Collections.synchronizedList(new LinkedList<Sticker>());

@OnOpen
 public void onOpen(Session session) {
  synchronized (stickers) {
   for (Sticker sticker : stickers) {
    try {
     session.getBasicRemote().sendObject(sticker);
    } catch (IOException | EncodeException ex) {
     Logger.getLogger(StoryWebSocket.class.getName()).log
(Level.SEVERE, null, ex);
    }
   }
  }
 }

リスト5a         リスト5b         

すべてのリストのテキストをダウンロード
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ンプル・アプリケーションでは、クライ
アントがステッカーを送信すると、追加
されたステッカーが WebSocket によっ
て保存され、接続中のすべてのユーザー
にプッシュされます。

@onMessage メソッドでは Sticker オ
ブジェクト（リスト6）を引数として受け
取り、さらに以下のメソッドを使用して
Sticker オブジェクトを他のユーザーに書
き込んでいます。

前述のとおり、WebSocket で送受信
される情報はテキストです。 ではなぜ、
サンプルのメソッドは Sticker オブジェク
トを受け取り、セッションに Sticker オブ
ジェクトを書き込んでいるのでしょうか。 
その答えは、 
@ServerEndpoint 宣言の中
にあります。具体的には、
encoders 属性とdecoders 属
性です。

WebSocket では、デコー
ダを使用してテキスト・メッ
セージをオブジェクトに変換
し、そのオブジェクトを対応
する @OnMessage メソッド
で処理できます。また、オブ
ジェクトがセッションに書き
込まれたときには常に、エン
コーダを使用してオブジェク
トをテキストに変換し、その
テキストをクライアントに送
信できます。 

URL パスのパラメータ：@

ServerEndpoint マッピングに URL パス
のパラメータを追加することで、URL パ
スのパラメータを設定できます。 その
ためには、以下のように、パラメータ
名を波括弧で囲みます。 

URL パスのパラメータを使用する
ためには、アノテーションを付加し
たメソッドに文字列パラメータを追
加し、このメソッド・パラメータに @
PathParam("parameterName") アノテー
ションを追加します。 
 たとえば、リスト5aと5b の例に、@
PathParam("parameter1")という文字列
パラメータを追加することが可能です。 
 
 パラメータは必要な数だけ追加できま
す。

また、WebSocket 関連の
アノテーションが付加された
メソッドは、WebSocket セッ
ションをパラメータとして受
け取ることができます。 この
サンプル・アプリケーション
では WebSocket セッション
をパラメータとして渡してい
ますが、このパラメータは必
須ではないため省略すること
もできます。 

@OnMessage アノテーショ
ンを付加したメソッドには、
他にパラメータを 1 つ指定
できます。 このパラメータは
受信中のメッセージを表すも
ので、@ServerEndpoint ア
ノテーションで宣言されたデ

session.getBasicRemote()
.sendObject()

/pathToWebSocket/
{parameter1}

すべてのリストのテキストをダウンロード

package org.sticker.websocket;

public class Sticker {
 private int x;
 private int y;
 private String image;

 public Sticker() {
 }
 public int getX() {
  return x;
 }

 public void setX(int x) {
  this.x = x;
 }

 public int getY() {
  return y;
 }

 public void setY(int y) {
  this.y = y;
 }
 public String getImage() {
  return image;
 }
 public void setImage(String image) {
  this.image = image;
 }
}

リスト6       

本当に簡単
Java EE 7 での

WebSocket の作

成は非常に簡単

です。いくつかの

アノテーションを

作成するだけで、

WebSocket の設

定が完了します。
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コーダを使用してデコードされた任意
のオブジェクト形式か、デコーダが指定
されていない場合は String 形式になり
ます。

新しい JSON APIと 
WebSocketとの併用
このサンプルでは、Java EE 7 に新しく
搭載されたJava API for JSON Processing

（JSR 353）を使用しています。 

ステッカー・ストーリー・アプリケー
ションは、オブジェクトの JSON 文字
列表現を使用して、クライアントおよ
び WebSocket サーバーと通信します。 
WebSocket ではデコーダとエンコーダ
を使用して、WebSocket に送信された
テキストを Sticker オブジェクトに透過的
に変換し、また、クライアントに送信す
るSticker オブジェクトをテキストに変換
します。 

StickerDecoderクラスと
StickerEncoderクラス（リスト7、リスト8）
では、以下のように JSON API を使用し
ています。

■■ ソケット・ストリームを読み取ってオ
ブジェクトを取得

■■ オブジェクトを JSON 文字列表現に変
換してソケットに書き込み
WebSocket からデータを読み取る際

の形式に応じた適切なデコーダを作成
できます。 同様に、データをソケットに
書き込む方法に応じたエンコーダを作
成できます。
リスト7 に示すように、デコーダでは

親の Decoder インタフェースに定義さ
れているすべてのインタフェースを実装
する必要があります。 さまざまな種類の

デコーダやエンコーダがあり、この種類
に応じてdecode メソッドとencode メ
ソッドのパラメータが変わります。

リスト7 の StickerDecoderクラスで
は、Decoder.TextStream インタフェー
スを使用しています。このインタフェー
スにより、Reader を使用してソケットか
らデータを読み取ることができます。 
 文字列を JsonObject に変換するた
めには JsonReader を使用します。
JsonReader は、Reader を渡すことで簡
単に作成できます。

注：JsonReader オブジェクトは直接
作成せず、代わりに JsonProviderクラ
スを使用してリーダーおよびライターを
作成してください。
リスト8 に、オブジェクトを

WebSocketストリームに書き込むため
の StickerEncoderクラスを示します。

まとめ
WebSocket テクノロジー、JSF の
HTML5 パススルー・パラメータ、JSON
オブジェクトのシリアライズ処理の 3 つ
は、Java EE 7 の強力な追加機能であり、
ブラウザとWeb サーバーとの間で安定
した通信が必要なアプリケーションの開
発を大幅に簡素化します。 

本記事では、Webアプリケーションを
構築して、HTMLとの親和性の高い JSF 
2.2 マークアップとHTML5 を組み合わせ
て使用する方法を示しました。 
 また、アプリケーションの WebSocket
クライアントとドラッグ・アンド・ド
ロップ機能を JavaScript で実装しまし
た。 最後に、新たに導入された Java 
API for WebSocketとJava API for JSON 
Processing を使用して、WebSocket サー

バーを構築しました。 本記事で示したサ
ンプルは、これらの新しいテクノロジー
が持つ潜在能力のほんの一部分です。 
謝辞： ステッカー・ストーリー・アプリケー
ションのイラストを描いてくださったメキ
シコの若手アーティスト、Marco Velasco
氏に心から感謝いたします。 </article>

LEARN MORE
• JSF 2.2 JSR

• Java API for WebSocket JSR

• Java API for JSON Processing JSR

• Java EE 7とWebSocket APIに関する
Arun Guptaのビデオ

package org.sticker.websocket;

import java.io.IOException;
import java.io.Reader;
import javax.json.JsonObject;
import javax.json.JsonReader;
import javax.json.spi.JsonProvider;
import javax.websocket.DecodeException;
import javax.websocket.Decoder;

public class StickerDecoder implements 
Decoder.TextStream<Sticker> {

 @Override
 public Sticker decode(Reader reader) throws DecodeException,
IOException {
  JsonProvider provider = JsonProvider.provider();
  JsonReader jsonReader = provider.createReader(reader);
  JsonObject jsonSticker = jsonReader.readObject();
  Sticker sticker = new Sticker();
  sticker.setX(jsonSticker.getInt("x"));
  sticker.setY(jsonSticker.getInt("y"));
  sticker.setImage(jsonSticker.getString("sticker"));
  return sticker;

 }
}

リスト7         リスト8       

すべてのリストのテキストをダウンロード
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JavaFX 
Scene 

Builderを使用す
る効果について、
著者Adam Bien
の説明を聞く

WYSIWYG（What-You-See-Is-
What-You-Get、「見たまま

が手に入る」）方式の Java エディ
タは、90 年代半ばに登場して以
来、迅速な開発や生産性の向上
を約束してきました。 通常、UI
の構築は、コードの自動生成と変
更不可能な領域を基盤としていま
した。 開発者は自動生成された
コードが正しいと信じるしかなく、
モデリングに誤りがあれば UI が破

損することもよくあり、落胆したも
のです。 自動生成されたコードを
分離する明確な方針がなければ、
WYSIWYG による開発も、すぐに
保守不可能で、各種ベンダーの独
自仕様の Java エディタに大きく依
存したものとなってしまいます。

JavaFX 2 には Scene Builder が
付属しています。Scene Builderは、
UI を視覚的に作成するための
ツールです。 本記事では、Scene 

Builder で作成した結果を、複数
のビューから成るエンタープライ
ズ・アプリケーションに統合する
実用的な方法について、作成 / 読
取り/ 更新 / 削除（CRUD）のサ
ンプルを使用しながら説明します。 

サンプルの CRUD アプリケー
ション「AirHacks Control」（図 1）
は、数日間に及ぶイベントの参加
者情報を簡単に管理できるアプリ
ケーションです。 参加者は登録し
た日程に応じて特定のタブに表示
されます。 すでに登録されてい
る参加者の情報は表や入力領域
を使用して管理できます。 データ
はローカルの Apache Derbyデー
タベースに保存されますが、この
データベースは、全体的な設計
はそのままでサーバーにも簡単に
移行できます。

注：AirHacks Control アプリケー
ションのソース・コードは、こち
らからダウンロードできます。

エンタープライズの意味
コンシューマ・アプリケーション（一
般消費者向けアプリケーション）

とエンタープライズ・アプリケー
ション（企業向けアプリケーショ
ン）の境界は曖昧になってきてい
ますが、エンタープライズ・アプ
リケーションでは依然として、多
様な要件とプロセスを扱います。 
一方、成功を収めるコンシューマ・
アプリケーションは、1 つの問題
に特化し、その問題を可能な限り
洗練された方法で解決するという
傾向にあります。 ブランティング
や、1 ピクセルもずれることのな
い位置設定、さらには美しいドッ
ク・アイコンさえも、コンシューマ・
アプリケーションの商業的な成功
には大きく寄与します。

エンタープライズ・アプリケー
ションも不格好である必要はない
のですが、洗練された外観が第 1
目標ではありません。 もっとも重
要とされるのは、長期的な保守性
が確保され、ユースケースやユー
ザー・ストーリーがビュー（画面）
にそのまま反映されることです。 

また、エンタープライズ・アプ
リケーションでは、REST、SOAP、
IIOP や、その他の独自仕様のプロ

JavaFX Scene Builderで作成した結果を複数のビューから成るエンタープライズ・
アプリケーションに統合するための実用的な方法

写真：
THOMAS EINBERGER/
GETTY IMAGES

パート1 

JavaFX Scene Builderのエンタープライズ・
アプリケーションへの統合

図1

ADAM BIEN
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トコル経由で公開されるサーバー上に、
すべてのビジネス・ロジックを配置しま
す。一方、コンシューマ・アプリケーショ
ンでは、各種クラウド・プロバイダが提
供することも多いビジネス・ロジックを
より多く含めて、バックエンドとの通信
頻度を減らす傾向にあります。

成功を収めるコンシューマ・アプリケー
ションの UI は、デザイナーやユーザビ
リティの専門家の影響を大きく受けます
が、エンタープライズ・アプリケーショ
ンの UI は通常、ドメインの
専門家やユーザーからの機
能拡張要求（RFE）を直接
反映したものになります。

本記事では、一般的に大
規模な開発チームを要し、
その結果として、より簡潔で
明快な構成が求められる、
エンタープライズ・アプリケー
ションに焦点を絞ります。

Scene Builder の XML の 
本質
DRY（Don't Repeat Yourself、「重複の
排除」）原則によって、XML は実用的
な Java EEアプリケーションから姿を消し
ました。 影響を受けるクラスに直接アノ
テーションを配置することで、重複なし
で必要なメタデータを管理できるように
なり、Java EE は極めて生産的になりまし
た。 Java EEでの開発を始めるためには、
いくつかのアノテーションのみを知って
いれば済みます。

Scene Builder の大部分は XML に基
づいています。 UI 定義は、FXMLと呼
ばれるXML 方言で管理されます。 た
だし、XML を使用しているものの、重

複は発生しません。 実際、生成される
FXML は「唯一の真実（Single Truth）」
であり、DRY 原則に従っています。 また、
平均的な Java EEアプリケーションと一
般的な UIとの最大の相違点は、必要と
なる設定やメタデータの量にあります。 
 一般的な UI では平均的な Java EEアプ
リケーションよりも利用できる規約の数
が少なく、1 つの単純なビューでも、色、
レイアウト、位置、サイズの設定が必要
になります。そのため、一般的な UI の

設定量は、あらゆるJava EE
アプリケーションの設定量を
大きく上回ります。

FXMLファイルは、実際に
は javafx.fxml.FXMLLoader 
ファクトリの設定情報に過
ぎません。 FXMLLoader
は FXMLファイルを読み取
り、ルート・ノード（javafx.
scene.Parent）を作成しま
す。さらに、依存性注入（DI）
フレームワークの興味深い
拡張機能も備えていますが、

その点については後ほど説明します。 
Parent は手動ではなく、FXMLLoader

を使用して自動で作成できます。 
FXMLLoader の全体的な設定は、Scene 
Builderで FXMLファイルを使用して実行
されます。 JavaFX のノードは階層的に
構造化されます。リスト1 から分かるよ
うに、FXML にはビュー構造がそのまま、
しかも理解しやすい形式で反映されま
す。

FXML は理解しやすいだけでなく、情
報を網羅しています。 FXMLファイルか
らJavaコードを生成することも可能なほ
どです。

シーンを作る
JavaFX 2では Scene 

Builder が利用できま

す。Scene Builder は、

ユーザー・インタフェー

スを視覚的に作成する

ツールです。

すべてのリストのテキストをダウンロード

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<?import java.lang.*?>
<?import java.net.*?>
<?import java.util.*?>
<?import javafx.scene.*?>
<?import javafx.scene.control.*?>
<?import javafx.scene.layout.*?>
<AnchorPane id="AnchorPane" prefHeight="243.0" prefWidth="600.0" 
styleClass="mainFxmlClass" xmlns:fx="http://javafx.com/fxml" 
fx:controller="...">
  <children>
    <VBox id="VBox" fx:id="inputBox" alignment="CENTER" 
layoutX="100.0" layoutY="33.0" prefWidth="343.0" spacing="5.0">
      <children>
        <TextField fx:id="firstName" prefWidth="200.0" 
promptText="First Name" />
     <CheckBox fx:id="paid" mnemonicParsing="false" 
prefWidth="103.0" text="Paid" />
      </children>
    </VBox>
    <Button fx:id="saveButton" defaultButton="true" 
disable="true" layoutX="98.0" layoutY="192.0" onAction="#save" 
prefHeight="22" prefWidth="57.0" text="Save" />
    <HBox id="HBox" alignment="CENTER" layoutX="100.0" 
layoutY="149.0" spacing="5.0">
      <children>
      <!-- .... -->
      </children>
    </HBox>
  </children>
  <stylesheets>
    <URL value="@attendeeinput.css" />
  </stylesheets>
</AnchorPane>

リスト1         

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
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http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://en.wikipedia.org/wiki/Don't_repeat_yourself
http://en.wikipedia.org/wiki/Don't_repeat_yourself
http://docs.oracle.com/javafx/2/fxml_get_started/jfxpub-fxml_get_started.htm
http://java.net/projects/java-magazine/downloads/directory/MayJune2013
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制御の課題、制御の反転 

Scene Builder を使用すれば、ノード・
ツリーを FXML から完全に自動生成して
インスタンス化できます。 通常、FXML
にビジネス・ロジックは含まれません。 
スクリプトによるイベント・ハンドラは必
須ではなく、「主流」の方法でもありま
せん。 それでは、Java で実装するロジッ
クとFXMLとを関連付けるものは何でしょ
うか。

FXML は、 任意の（デフォルト・コンス
トラクタを持つ）POJO を FXMLLoader
で読み込んで作成し、宣言的に UI イベ
ントにバインドできるという、単純です
が優れたアイデアを採用しています（リ
スト2）。 読み込むクラスのメソッドは、
Scene Builder 内の UI イベントに関連付
けることができます（リスト3）。

メソッド名は、FXMLファイル内の属
性の値と対応付ける必要があります。 ま
た、必須ではありませんが、@FXML ア
ノテーションを付加することで、あらゆ
るUIコンポーネントを POJO にインジェ

クションすることもできます（リスト4）。
この場合も、インジェクションされるコ

ンポーネントの名前は、FXMLファイル
の fx:id 属性の値と対応付ける必要があ
ります。

従来の WYSIWYG ビルダーはビュー
用のコード一式を生成するものであり、
生成されたコードをその他のプレゼン
テーション・ロジックと統合する作業が
必要でした。 一方、Scene Builder は制
御の反転のアプローチに従い、生成さ
れた XMLファイルを基に、プレゼンテー
ション・ロジックをインスタンス化します。 
また、手動で作成したコードへのバイン
ディングも自動生成されます。そのため、
開発者が Scene Builder の存在を意識す
ることはほぼありません。 

Scene Builder では、手動で作成した
コードは生成されたアーティファクトに依
存しません。依存関係はむしろその逆で、 
手動で作成したコードへのバインディン
グが FXML に含まれます。 この関係は、
命名規則に基づいて設定されます。

設定より規約
コンシューマ・アプリケーションとエン
タープライズ・アプリケーションの相違
点としてはほかに、開発プロセスに関係
する開発者や役割の数も挙げられます。 
コンシューマ・アプリケーションは、時
には驚くほど少数の人員で開発されま
す。一方、平均的なエンタープライズ・
アプリケーションでは、コンシューマ・
アプリケーションより数桁多い人員が関
わることもあります。 

開発者が多くなるほど、構造や規約も
増やす必要があります。 名称から判断で
きるような分かりやすいルールを策定す
ることが、生産性と保守性の向上につな
がります。 個別のビューやフォームの作
成方法を再現できるレシピがあれば理想
的です。 

ここで、サンプルの AirHacks Control
アプリケーションに、1 つの規約を取り
入れます。 この規約は、AttendeeInput
という名前のビューであれば同名のパッ
ケージ（attendeeinput）に属し、さら
に以下のアーティファクトを含むというも
のです。

■■ AttendeeInputPresenter： 手
動で作成するプレゼンタクラス。

FXMLLoader によって読み込まれる。 
すべてのプレゼンテーション・ロジッ
クを含み、自動生成されるアーティファ
クトには依存しない

■■ AttendeeInputView： FXMLLoader
をラップして使いやすくしたクラス。 
FXMLView を継承するが、自動生成
されるアーティファクトには依存しな
い

■■ attendeeinput.css： ルック・アンド・
フィールを管理するためのスタイル
シート（初期状態では空）

■■ attendeeinput.fxml： Scene 
Builder によって自動生成される
設定ファイル。手動で作成した
AttendeeInputPresenter へのバイン
ディングを含む
FXMLLoader を使用して FXML ディス

クリプタからjavafx.scene.Parent のサブ
クラスを作成する方法は、簡単ですが繰
り返しが生じます。 
 そこで、FXMLViewクラスでビューの作
成をカプセル化し、さらに前述の規約を
実装します（リスト5a、5b）。

FXMLView は、Parent およびプレゼ
ンタPOJO にアクセスするためのメソッ
ドを提供し、さらに必要なすべてのファ

すべてのリストのテキストをダウンロード

<AnchorPane (...) fx:controller="com.(...).AttendeeInputPresenter">

リスト2         リスト3         リスト4         

Adam BienがAirHacks Controlアプリケ
ーションの概要を説明します。 
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イルの読込みも行います。 
規約を適用できる場合、ビューのラッ

パー・クラスは空のままにしておくことが
できます（リスト6）。 ただし、空であっ
ても、このサブクラス自体は必要です。
前述のすべての規約はクラス名に基づい
ており、CSSファイルとFXMLファイルも
同じパッケージから読み込まれます。

これで、わずか 3 行のコードで
ビューをインスタンス化し、プレゼ
ンタを取得できます（リスト7）。 
AttendeeInputView の利用箇所は、
FXML、CSS、そしてScene Builder から
完全に分離されます。

Guiceでもう一歩踏み込む
現時点ではまだ、ビューにロジックを実
装していません。そして、FXML によりイ
ンスタンス化されるPOJO にはプレゼン
テーション・ロジックのみを含めるべき
です。この POJO（つまりプレゼンタ）か
らアクセスする必要のあるエンタープライ
ズ・サービスがいかなる種類のものであっ
ても、このサービスのラッパー（あるいは、
実際のビジネス・ロジックの実装でも）は、
インスタンス化し、初期化してからプレゼ
ンタに渡す必要があります。 

Singleton は、サービス・ラッパーと
しては疑う余地のない選択肢ですが、欠
点もあります。Singleton は一度インスタ
ンス化すると「未初期化状態に戻す」こ
とが難しく、そのためテストが困難です。 
通常、単体テストは、明確に定義された
初期状態に基づいて実行されます。

本記事の CRUD サンプルでは、JavaFX
アプリケーションが Java Persistence API

（JPA）2 の EntityManager に直接アク
セスします。この EntityManager は、イ

ンスタンス化した後に、次回以降の呼出
しのためにキャッシュする必要がありま
す。 そこで、CRUD のすべての機能を、
RegistrationServiceという1 つのクラス
内に実装します（リスト8 参照。リスト8
では EntityManagerラッパーを使用して
ユーザビリティを向上しています）。

RegistrationService は、Singleton
ではなく単純な POJOとして実装し
ています。 単体テストの際には、
RegistrationService#init メソッド
の呼出しを省略し、テストの目的で
EntityManagerとEntityManagerFactory
の両方をモックに置き換えることができ
ます。 ただし、RegistrationService 全
体をモックに置き換え、モックのバック
エンドを使用してUI をテストするとさら
に良いでしょう。 また、モック可能なビ
ジネス・ロジックを使用することで、期
待される動作を事前に登録し、バックエ
ンドとの通信全体を省略することも可能
です。

幸いなことに、JavaFX 2 では DIフレー
ムワークのコールバック機能が導入され
ています。 サンプルでは、FXMLLoader
が DIフレームワークにクラスを渡す
と、そのインスタンスが返されてイン
ジェクションが実行されます。 ビュー
やプレゼンタの作成は、FXMLLoader
で実行し、抽象クラスの FXMLView
内でカプセル化しています。 また、
FXMLView は、FXMLLoader を計測す
る場所としても自然です。 リスト9では、
ControllerFactory によってDI を実現し
ています。

InjectorProvider ユーティリティ（リス
ト10）は、Guice Injector の簡易ラッパー
です。 

すべてのリストのテキストをダウンロード

public abstract class FXMLView {
    public static final String DEFAULT_ENDING = "view";
    protected FXMLLoader loader;

    public FXMLView() {
        this.init(getClass(), getFXMLName());
    }

    private void init(Class clazz, String conventionalName) {
        final URL resource = clazz.getResource(conventionalName);
        this.loader = new FXMLLoader(resource);
        this.loader.setControllerFactory(new Callback<Class<?>, 
Object>() {
            @Override
            public Object call(Class<?> p) {
                return InjectorProvider.get().getInstance(p);
            }
        });
        try {
            loader.load();
        } catch (Exception ex) {
            throw new IllegalStateException(
"Cannot load " + conventionalName, ex);
        }
    }
    public Parent getView() {
        Parent parent = this.loader.getRoot();
        addCSSIfAvailable(parent);
        return parent;
    }

リスト5a         リスト5b         リスト6         リスト7         リスト8
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Guice の DI インジェクションは、com.
google.inject.Module インタフェー
スの実装クラスによって、型保証と
して実装されます。 サンプルでは、
PersistenceModuleクラス（リスト11）
が RegistrationService のインスタンス化
とライフサイクル管理を担当します。

PersistenceModule は、
RegistrationService のインスタンス
化と初期化を行います。 作成された
インスタンスに RegistrationService.

class がバインドされるため、結果的に
RegistrationService は Singletonとなり
ますが、テストのしやすさは損なわれま
せん。

これで、標準的な @javax.inject.
Inject を使用して、RegistrationService
を任意のプレゼンタにインジェク
ションできます。インジェクショ
ンされた RegistrationService は、
Initializable#initialize メソッドで利用で
きます。 
 リスト12 に、このビジネス・ロジックの
インジェクション部分を示します。

本記事で Guice を選択した唯一の理
由は、現時点でもっとも単純かつ簡潔
であり、しかも型保証された JSR 330 DI
標準の実装であるためです。 サンプル
では、Guice 実装を InjectorProvider
内にカプセル化しているため、既存の
プレゼンタ実装に影響を及ぼすことなく、
Weld や OpenWebBeans など、ほか
のあらゆるDIフレームワークに容易
に置き換えることができます。 DIフ
レームワークを置き換えた場合に考え
られる影響としては、InjectorProvider
ユーティリティに調整が生じることと、
PersistenceModule が不要になることの
みです。

1 つのページに複数のビュー
リッチ・クライアントでは、JavaServer 
Faces（JSF）で見られるような「粗い」
ページ・フローを使用するのではなく、
ビュー内部の小さな部分（タブなど）を
入れ替えることでフローを実装します。 
1 つのビューは 1 つのパッケージとして
表されます。 あるビューから次のビュー

へのナビゲーションは、上位のプレゼン
タで実装する必要があります。 また、メ
イン・ビューでアプリケーション・フレー
ムを指定する必要があります。アプリケー
ション・フレームは、Scene Builder のス
ケルトンを使用して作成されます。 

本項では、前項までと比較して構造に
変更はありませんが、命名規則が異なり
ます（図 2）。 メイン・ビューのパッケー
ジは、ビューの責務ではなくアプリケー
ション名を基に命名します。 したがって、
アプリケーション・ビューの主な責務は、
あるビューから次のビューへのナビゲー
ションを制御し、共通機能（追加のサポー
ト・クラスなどを格納するアプリケーショ
ン・フォルダの保存や読込みなど）を提
供することです。 

実際、InjectorProviderクラスや
PersistenceModuleクラスはメイン・ア
プリケーション・パッケージ内にありま

す。 アプリケーション・パッケージ（サ
ンプルでは「airhacks」）は、プレゼンテー
ション・パッケージ内の各ビュー用のパッ
ケージと同じ階層に位置しています。

AirhacksPresenter は、下位のビュー
を作成して調整し、スケルトン・レイア
ウトに追加するクラスです（リスト13a、
13b）。 

WorkshopsView は、タブのカプセ
ル化と管理を行い、タブの下にある全
領域を置換可能にするためのクラスで
す。 より正確に言えば、下位のビュー
は WorkshopsPresenter によって管理
されます。この WorkshopsPresenter
は、FXMLLoader によって初期化され、
WorkshopsView 内にカプセル化されま
す。 

javafx.scene.control 
.TabPane インスタンスも javafx.scene 
.control.Tab インスタンスも、

this.loader.setControllerFactory(new Callback<Class<?>, Object>() {
            @Override
            public Object call(Class<?> p) {
                return InjectorProvider.get().getInstance(p);
            }
        });

リスト9         リスト10         リスト11         リスト12 

すべてのリストのテキストをダウンロード

図2
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WorkshopsPresenter にはインジェ
クションされません。 javafx.scene.
control.Tab のコンテンツである javafx.
scene.control.AnchorPane のみが、
WorkshopsPresenter に直接インジェク
ションされます。 リスト14aと14b を参
照してください。

Scene Builder では下位のビュー
（TabPane ではなくAnchorPane、図
3 参照）のインジェクションが可能です。
このインジェクションを利用すれば、コー
ドが大幅に簡潔になります。 

本記事のケースでは、GRUD は
javafx.scene.control 
.TabPaneクラスを参照することなく実現
できます。 ただし、タブを変更する操作
に応答する必要がある場合は、TabPane
をインジェクションすることもできます。 
Scene Builder 内では fx:id のみを設定す
る必要があり、プレゼンタ内で TabPane
と同じ名前と型のフィールドを宣言する
必要があります。 

VPV（View-Presenter-
View）パターンの登場
FXMLViewという1 つの
ユーティリティ・クラスを
使用することにより、FXML
ファイル、ひいては Scene 
Builder によって生成された
すべてのアーティファクトか
らの完全な分離が可能にな
ります。 この方法により、
再現可能なパターンが登場
します。 すなわち、開発者
が FXMLView のサブクラス
をインスタンス化し、このサ

ブクラスで、対応するプレゼンタのイン
スタンス化を開始するというパターンで
す。 FXMLLoader#setControllerFactory
メソッドに渡す javafx.util.Callback を
実装することで、この初期化プロセスを
JSR 330 の実装（サンプルでは Google 
Guice）に委譲します。 Guice はプレゼ
ンタをインスタンス化するだけではなく、
事前に設定されたコンポーネントのイン
ジェクションを実行し、スコープ設定に
も配慮します。 

サンプルのユースケースでは、
RegistrationService のインスタンスを 1
つだけ利用できるようにすることが重要
です。 DIフレームワークと統合すること
で、あらゆるサービスやサービス・ラッ
パー（Business Delegate パターンなど）
が、DIフレームワークによってプレゼン
タに透過的にインジェクションされ、イ
ンスタンス化されます。

プレゼンタは FXMLフレームワークや
Scene Builderと緩やかに結合されるの

みです。 オプションの @
FXML アノテーションと@
Inject アノテーションがイ
ンジェクション・ポイントを
指すだけで、その他の依
存性はありません。 また、
FMXL を使用しない通常の
プレゼンタでもビューがイ
ンスタンス化されます。  
図 4 を参照してください。

全体として、VPV パ
ターンを使用することで、
Scene Builder により自動
生成されたコード（XMLと
Javaコードの間に大差はあ すべてのリストのテキストをダウンロード

public class AirhacksPresenter implements Initializable {

    @FXML
    AnchorPane input;
    @FXML
    AnchorPane overview;
    AttendeeInputPresenter attendeeInputPresenter;
    WorkshopsPresenter workshopsPresenter;
    @Inject
    RegistrationService rs;

    @Override
    public void initialize(URL url, ResourceBundle rb) {
        AttendeeInputView inputView = new AttendeeInputView();
        this.attendeeInputPresenter = 
(AttendeeInputPresenter) inputView.getPresenter();
        this.attendeeInputPresenter.newAttendeeProperty(
).addListener(new ChangeListener<Attendee>() {
            @Override
            public void changed(ObservableValue<? extends 
Attendee> ov, Attendee old, Attendee newAttendee) {
                if (newAttendee != null) {
                    workshopsPresenter.newAttendeeProperty(
).set(newAttendee);
                }
            }
        });
        WorkshopsView workshopsView = new WorkshopsView();
        this.workshopsPresenter = 
(WorkshopsPresenter) workshopsView.getPresenter();
        this.attendeeInputPresenter.selectedAttendeeProperty(
).bind(workshopsPresenter.selectedAttendeeProperty());
        input.getChildren().add(inputView.getView());
        overview.getChildren().add(workshopsView.getView());
    }

リスト13a         リスト13b         リスト14a         リスト14b

XML が基盤
Scene Builder の大

部分はXMLに基づ

いています。UI定義

はFXMLと呼ばれる

XML 方言で管理され

ます。ただし、XML

を使用しているもの

の、重複は発生しま

せん。
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りません）を、手動で作成したアプリケー
ションにシームレスに統合できます。 サ
ンプルでは、VPV によって、コンポーネ
ント階層がビューから、構成可能なファ
クトリ（FXMLLoader）に移されました。
このファクトリは FXMLファイルによって
設定されます。 この FXMLファイルはい
つでも、手動でコーディングしたレイア
ウトに置き換えることができ、プレゼン
タを手動でインスタンス化することも随
時可能です。

MVP（Model-View-Presenter）パターン
従来の MVP パターンは、2006 年
に Martin Fowler 氏により終わりを
告げられました。 より正確に言えば、
MVP パターンは Passive View パター
ン、Supervising Controller パターン、

Presentation Model パターンに分割され
ました。 

ただし、この 3 つのパターンではデー
タ・バインディングは考慮されています
が、Fowler 氏は WYSIWYG エディタとの
統合には触れていません。 JavaFXでは、
自動生成されたコードと手動で作成した
コードの関係を反転させることで、DIと
WYSIWYG を同時に実現します。 本記事
で紹介するVPV パターンは極めてシンプ
ルな形式であり、Passive View パターン
であると言えます。Fowler 氏は Passive 
View パターンを以下のように定義してい
ます。 

 「アプリケーション固有の動作
のすべてを 1 つのコントローラ
内に抽出することで、ウィジェッ
トの状態を完全にコントローラ
で制御するような画面およびコ
ンポーネントである」 
 

ただし、ビュー・コンポーネントを
直接ドメイン・オブジェクトやモデルに
バインドすることもできます。このアプ
ローチは、Supervising Controller パ
ターンに定義された目的に似ています。
Fowler 氏は Supervising Controller パ
ターンを以下のように定義しています。 
 

「UI をビューおよびコントロー
ラに組み込み、ビューでは下
層モデルへの単純なマッピン
グを処理し、コントローラでは
入力への応答や複雑なビュー・
ロジックを処理する」

厳密に言えば、プレゼンタとJavaFX
固有の要素はそれほど厳格に分離され

図3

図4
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てはいません。 プレゼンタは、JavaFX
固有のイベントやコントロールに依存し
たままです。 しかし、クラスを追加して、
簡潔なプレゼンテーション・ロジックの
すべてを Java FX に依存しない POJO に
配置することもできます。 プレゼンタは、
低レベルの JavaFX イベントのすべてを、
より高レベルのアプリケーション・イベン
トに変換します。 

この場合、プレゼンタでは、インジェ
クションされたすべての JavaFXウィ
ジェットを Javaプリミティブとして公開
する必要もあります。 一方、「ピュア」
な POJO のプレゼンタを使用する場合
は、どの UIフレームワークとも結合さ
れないため、Swing、JSF 2、Wicket、
Vaadinといった複数のフレームワーク間
での再利用も可能です。 
JavaFX に依存するプレゼ
ンタは、バックエンドの
サービスと同様に容易に
モックに置き換えることが
できるため、プレーンな
POJO のプレゼンタを使用
することでテストの容易性
も向上します。 このように
プレーンな POJO を使用す
るパターンを Fowler 氏は
Presentation Modelと呼
び、以下のように定義して
います。 

「プレゼンテーション
の状態や振る舞いを、
インタフェース内で使
用するGUIコントロー
ルからは独立した形で
表現する」

ただし、こうした定義上、
Presentation Model パターンではプレ
ゼンタの数があまりにも多くなります。 
Presentation Model パターンが MVVM

（Model-View-ViewModel）パターンと
呼ばれることが多い所以でもあります。 
つまり、View（FXMLView のサブクラ
ス）が特定の GUIコントロールを保持し、
外観を定義します。一方、ViewModel

（プレゼンタ）はプレゼンテーションの
状態と振る舞いを表します。Model は
ドメイン・オブジェクト（JPA エンティ
ティの Attendee）になります。 さら
に、MVVM パターンでは、コントローラ

（AirhacksPresenter のような上位のプ
レゼンタ）も追加されます。このコント
ローラで、ワークフローを実装し、複数

のビューを仲介します。
しかし、クラスを追加す

れば、開発生産性が大幅
に低下し、コードの重複も
生じます。 ビューに複雑な
プレゼンテーション・ロジッ
クが含まれる場合はピュア
なプレゼンタを活用するこ
ともできますが、極めて単
純なビューのために追加の
クラスを管理することは良
いアイデアとは言えません。

まとめ
自動生成されたコードと手
動で作成したコードの関係
を反転させることで、迅速
なアプリケーション開発を
実現できる興味深い機会
が得られます。 さらに、「設

定より規約」と組み合わせることで、生
産性と保守性が同時に改善されます。 
Scene Builder は、コードの分かりやす
さや保守性を損なうことなく使用できま
す。

このシリーズの次回の記事では、
JavaFX データ・バインディングとScene 
Builder、FXML、Supervising Controller
パターンを組み合わせることで、ビュー
とプレゼンタの相互作用の詳細を確認し
ます。 </article>

LEARN MORE
• Scene Builder

• AirHacks Controlアプリケーションの
ソース・コード

• AirHacks Controlから「フレームワー
ク」として抽出したいくつかのアイデア

• afterburner.fx

バインドでの関係
Scene Builderでは、

手動で作成したコード

は生成されたアーティ

ファクトに依存しませ

ん。依存関係はむしろ

その逆で、 手動で作成

したコードへのバイン

ディングが FXMLに含

まれます。この関係は、

命名規則に基づいて設

定されます。
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電気通信は、当初の単純な
通話サービスから、動画

や、気象情報、交通情報、メ
ディアなどのコンテンツ、その
他のインターネットでアクセス
できるあらゆる情報を提供する
最新型のハイブリッド・サービ

スに進化を遂げました。 次世
代の無線ネットワークはこれら
の新サービスに対応していま
す。 無線ネットワークは、大容
量の音声や動画、データを IP
技術のみで処理できるまでに進
化しています。 無線通信とイン

ターネット・サービスを
組み合わせることは難し
いように思えますが、通
信業界ではオープンな
アプリケーション・プロ
グラミング・インタフェー
ス（API）を通じて中核
的なネットワーク資産を
公開するというインター
ネット・モデルを導入し
てきました。

単純な通信 API の例と
しては、ショート・メッ
セージ・サービス（SMS）
を介したメッセージの送
信、ネットワーク上に別
のユーザーが存在するか
の確認、デバイスの位
置情報の取得などが挙
げられます。また、電話

アカウントへの課金、他者の認
証、マルチメディア・メッセージ
ング・サービス（MMS）、マル
チメディア会議などの機能がア
プリケーションに含まれる場合、
通信 API はより複雑なものにな
ります。

本記事では、魅力的で利用
者の関心を引き、うまくいけば
収益化も可能な通信サービス
を構築するための、オープンな
標準 API を使用した通信ネット
ワークのプログラム方法につい
て説明します。

つながりを作るビジネス
通信ネットワークをプログラム
するためには、API だけではな
く、サービス公開プラットフォー
ムも必要になります。サービス
公開プラットフォームとは、イン
ターネットと通信ネットワークを
接続し、コネクションサービスプ
ロバイダ（CSP）との関係を確
立するためのプラットフォームで
す。 
 開発者は、あらゆるAPI 操作を

API サービス公開プラットフォー
ムに対して実行します（図 1）。 

API サービス公開プラット
フォームでは、アクセス制御や
ポリシー制御を利用して、有害
なアクティビティからネットワー
クを保護します。CSP は、Web
サイトやカンファレンス、ニュー
スレターなどを通じて開発者と
のつながりを構築します。構築
されたつながりは、アクセス制
御やポリシー制御を通じてサー
ビス公開プラットフォームに反映
されます

電気通信サービス・プロバイ
ダは、顧客にとって有益な存在
であり続けながら、インターネッ
ト音声プロバイダとも競争し、
同時に自社ネットワークを利用
した魅力的なアプリケーション
を提供するという難しい課題に
直面しています。 単純な通話
による収益は減少傾向にあるた
め、新たなビジネスを確立しよ
うとしています。この新規ビジ
ネスは、各プロバイダの中核的
なネットワーク資産を公開して、

プログラム可能な通信ネットワーク
オープンな標準ベースのAPIで魅力的な通信サービスを構築する

図1
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このネットワーク上で動作
する次世代の優れたアプリ
ケーションを Java 開発者が
創出できるようにするという
ものです。 
  

そのため、電気通信サー
ビス・プロバイダは、自
社のビジネスに連携する
ための標準ベースのインタ
フェースとなるオープンな
API の公開に取り組んでい
ます。電気通信サービス・
プロバイダのビジネスとは
言うまでもなく、「つながり
を作ること」にあります。 
 この新しい通信サービス
は、プログラム可能な通信
ネットワークを使用して構築されます。

通信用のオープンな Java API
インターネット経由で利用でき、多く
の業界に対応するオープンな API は、
ここ5 年で飛躍的に発展しました。 た
とえば、最新の「ニュース記事」を
扱うアプリケーションを開発する場
合には、developer.nytimes.com や
guardian.co.uk/open-platform で定義
されたオープンなAPIを使用できます。 
また、Facebook に関するオープンな
API については developers.facebook.
com、Twitter の場合は dev.twitter.
com/doc があります。

ベンダーが API を成功に導く鍵は、
自社の最大の強みを明確に示すことで
す。 電話サービス・プロバイダの場合、
その強みは通信機能と請求機能にあり
ます。 一部の電話会社は、ネットワー

クAPI の公開は難しい上
に、ビジネスの核となる音
声 /メッセージング資産を
共有化することにはリスク
が伴うと主張します。 通話
制御とメッセージングの安
全な公開は難しく、そのた
めに API の導入が遅れてい
るのだと言います。 しかし、
アクセスとポリシーの保護
機能を備え、安全で堅牢
であるばかりか重要な収益
源ともなるような API サー
ビス公開プラットフォーム
をすでに展開しているベン
ダーも存在しているのです。 
最近になって、複数の電話
会社が自社のネットワーク

を Java 開発者向けに公開するように
なりました。 Verizon、AT&T、Orange 
Labs もその数社に含まれます。 

CSP には、API を採用してサービ
スの技術革新を行ってこなかったとい
う特殊な事情があります。そのため
に、エコシステムを活用した顧客へ
の価値提供という面で劣勢にありま
した。 CSP で初めて導入された API
は CORBA ベースのものでしたが、
CORBA は開発者にとって分かりやす
いプロトコルではなく、導入は複雑で
した。 

その次の世代のオープンな電気通
信向け API は、Web サービスとして提
供されました。HTML や XML を標準
ベースで使用するWeb サービス API
は、IT 業界で人気がありました。 固定
回線かモバイルかを問わず、現在の
電気通信ネットワークでは多種多様な

Web サービス API が提供されていま
す。ソフトウェア開発者はこれらの API
を利用することで、基盤となるネット
ワークの機能を活用できます。 これら
の API は意図的に高レベルの抽象化
がなされ、利用しやすいように設計さ
れています。 アプリケーション開発者
は、たとえば 1 つの Web サービス要
求を呼び出すことで、携帯電話の位置
情報を取得や、通話の開始を実行で
きます。 

通信用の標準ベース API の発端
は、ParlayX Web Services API およ
び Group Special Mobile Association

（GSMA）OneAPI です。
■■ ParlayX Web サービス：欧州
電気通信標準化機構（ETSI）、
Parlay Group、Third Generation 
Partnership Project（3GPP）が共
同で定義。 この API は、Web サー
ビス記述言語（WSDL）を使用し
て定義されており、Web Services 
Interoperability（WS-I）Basic 
Profile に従っている。  

■■ OneAPI：GSMA によってサポートさ
れる、インターネット経由でネット
ワーク機能を公開するための API 一
式。 REST インタフェースで構成さ
れ、モバイル・ネットワークの各機
能（メッセージング、認証、支払など）
に世界中からアクセスするために使
用できる。 

サービス公開プラットフォーム
中核的なネットワーク資産を公開する
ために、電話通信プロバイダはサービ
ス公開プラットフォームを自社のネット
ワークに配備します（図 2）。 

 ソフトウェア・アーキテクチャの観点
では、サービス公開プラットフォーム
は、通信事業者のネットワークとイン
ターネットの間に配置されます。 

図 2では、サービス公開プラット
フォームの下位（ネットワーク側）の
インタフェースが通信事業者のネット
ワークに接続され、SMS、MMS、位
置情報サービス、プレゼンス・サービ
ス、課金サービスなどの電気通信機能
と統合されています。 上位（アプリケー
ション側）のインタフェースは、標準
の SOAP インタフェースや REST インタ
フェースによってインターネットと接続
されます。 

さらに、サービス公開プラットフォー
ムは、保守やインベントリ、プロビジョ
ニング、障害管理を担う電気通信の運
用支援システム（OSS）や、料金設定、
課金、請求、支払を処理する業務支
援システム（BSS）とも接続されます。 

オープンで標準ベースのサービス公
開プラットフォームは、API を通じて
外部のプログラムと相互に通信し、ポ
リシーを適用し、サードパーティの開
発者やコンテンツ・パートナーによる
独自のネットワーク資産も活用できる
ように設計されています。 多くの電話
会社が、自社のネットワーク内にサー
ビス公開プラットフォームを展開して、
オープンで標準ベースのサービス公開
レイヤーを構築することに成功してい
ます。 

電話会社が自社のサービス・ドメイ
ンを段階的に発展させて拡張し、IT お
よび Web 開発者のコミュニティの活用
を進めるほど、サービス公開プラット
フォームを通じて従来の固定回線ネッ

中核に達する
中核的なネットワー

ク資産を公開する

ために、電話通信プ

ロバイダはサービス

公開プラットフォー

ムを自社のネット

ワークに配備しま

す。
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トワークおよびモバイル・ネットワー
クへの投資（位置情報サービス、支
払サービス、メッセージングなど）か
ら得られる収益は大きくなります。 ま
た、IP ネットワーク経由でサービスを
公開するための投資は、将来にもつな
がります。

Javaアプリケーション 
Orange Labs は、電気通信 API の開
発を目的とした Open Middleware 2.0 
Communityという開発者団体を立ち
上げました。 
 Orange Labs は、複数の大学と協力
して、修士課程や学士課程の学生が
革新的な通信アプリケーションを開発
できるように尽力しました。 300 名を
超える Java 開発者によって、プログラ
ム可能なネットワークAPI を利用する
30 個のサービスが Java で開発されま
した。 このコミュニティが開発した興
味深いアプリケーションをいくつか紹
介します。   

■■ Emergency Button： 危険な状態
にある人が今どこにいるのかを知
るためのシンプルな IT 医療アプリ
ケーション。 このアプリケーション
の中心にある考え方は、お年寄り
や、健康状態がよくないためにモ
ニタリングを要する人と、その人の
状態を知る必要のある保護者などと
が、ボタン 1 つで通信できるように
することです。 このアプリケーショ
ンは API を使用して、Unstructured 
Supplementary Service Data

（USSD）メッセージの受信、端末の
位置情報の受信、SMSメッセージ
の送信を行います。 

■■ Telco 2.0 を使用した統合ユニファイ
ド・コミュニケーション：  
エンタープライズ・ユニファイド・
コミュニケーション（UC）システ
ムと、電気通信サービス・プロバ
イダのサービス配信プラットフォー
ム（SDP）を実用に耐えるように統
合。SMS や USSD によるメッセージ
送信、およびユーザーのモバイル端
末の地域特定を、UCシステムのユー
ザー・インタフェースから直接実行
できます。

■■ BusStop： 都市圏の公共交通機関を
支援するアプリケーション。 もっとも
近いバス停留所の場所を問い合わ
せて、ルートや時刻表に関する情報
を SMS 経由で受信できます。

■■ CourierAssistant： 宅配会社の輸送
計画を改善するアプリケーション。 
コールセンターの従業員が、Voice 
over IP（VoIP）電話で顧客からの
注文を受けます。 端末位置検索用
の API により、顧客の近くにいる配
達員が検索されます。 SMS および
USSD チャネルを介して、もっとも近
くにいる配達員に、ピックアップの
必要な荷物が通知されます。
以降では、ParlayX SMS の導

入、OneAPI 支払ゲートウェイの導
入、OneAPI 認可アプリケーション、
OneAPI QoS API などの事例について
説明します。

ParlayX SMSアプリケーションの開発 

ParlayX API の利点は、Java 開発者が
ネットワークの細部をすべて把握して
いなくても、SMSメッセージの送信な

どのネットワーク機能を呼び出せるこ
とです。 ParlayX は、通信を単純な方
法で処理する原始的な手法を提供しま
す。 WebポータルからのSMSメッセー
ジの送信は、サービス・プロバイダが
提供する一般的な機能の 1 つです。 

図 3 のシーケンス図に、セルフケ
ア・ポータル・システムが ParlayX 
SendSMS API 経由で SMS サービスを
提供する一連の流れを示します。 

SendSms インタフェースのエンド
ポイントは、http://<host>:<port>/
parlayx21/sms/SendSms です。 この
アプリケーションのコードは、リスト1
のようになります。 

SMSメッセージは、
registrationIdentifier（Services 
Gatekeeper のプロビジョニング処理
での通知の登録に使用した識別子）
を指定して取得します。 リスト2 は、
Services Gatekeeper により受信され
たメッセージを取得するためのサンプ
ル・コードです。

図2
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OneAPI Payment API
OneAPI Payment API は、クレジット・
カード番号や金融情報、ユーザーの
ログイン情報、サードパーティの Web
サイト経由での登録情報などを収集し
なくても購買活動を行えるようにして、
顧客エクスペリエンスを向上するため
の API です。 アプリケーションでこの
API を使用すると、エンド・ユーザー
のアカウントへの課金、そのアカウン
トへの返金、課金状況の問合せ、取
引の課金額の表示を実行できます。 
また、金額の積立、追加金額の積立、
積立に対する課金、積立の取消しも行
うことができます。 以下に、OneAPI 
Payment API を使用したサンプルを 2
つ紹介します。

OneAPIアプリケーションの要求は、
各種通信サービスで処理されながら
サービス公開プラットフォーム内を流
れます。 通信サービスは、サービス・
タイプ（「マルチメディア・メッセージ
ング」、「端末の位置情報」など）、ア
プリケーション側のインタフェース（別
名上位インタフェース）、およびネット
ワーク側のインタフェース（別名下位
インタフェース）で構成されます。 
 
課金処理のサンプル：課金処理では、
Diameterプロトコルを使用して、エン
ド・ユーザーのアプリケーションに直
接課金命令を出します。 リスト3 は、
課金インタフェースを使用して支払機
能を呼び出すための Java サンプル・

コードです。
返金処理のサンプル： 返金処理では、
Diameterプロトコルを使用して、エン
ド・ユーザーのアプリケーションに通
貨額を直接返金します。 リスト4 は、
支払データ・インタフェースを呼び出
すための Java サンプル・コードです。

OneAPI Authorization API
OneAPI Authorization API（OAuth）
を使用すると、サービス公開プラット

フォームからサードパーティ・アプリ
ケーションのリソースへのアクセスを
安全に実行できます。 OAuth では、
購読者の認証および購読者のリソース
の認可を行い、通信事業者の認証を
サービスとしてパートナ－のサイトや
アプリケーションに公開し、委任認証
モードによるサードパーティ認証をサ
ポートし、アクセス・トークンを管理す
るためのインタフェースを提供します。 
以下の 2 つのサンプルにより、OAuth

図3

すべてのリストのテキストをダウンロード

SendSms request = SendSms();
SimpleReference sr = new SimpleReference();
sr.setEndpoint(new URI(
"http://localhost:8111/SmsNotificationService/services/SmsNoti
fication?WSDL"));
sr.setCorrelator("cor188");
sr.setInterfaceName("InterfaceName");
ChargingInformation charging = new ChargingInformation();
charging.setAmount(new BigDecimal("1.1"));
charging.setCode("test");
charging.setCurrency("USD");
charging.setDescription("some charging info");
sendInf.setCharging(charging);
URI[] uri = new URI[1];
uri[0] = new URI("1234");
request.setAddresses(uri);
request.setCharging(charging);
request.setReceiptRequest(sr);
request.setMessage("we are testing sms!");
request.setSenderName("6001");
SendSmsResponse response = smport.sendSms(request);
String sendresult = response.getResult();
System.out.println("result: " + sendresult);

リスト1         リスト2
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の使用方法を説明します。
サンプルの OAuth2 認可処理：リスト
5 では、Client1 がエンドポイント「/
oauth2/authorize」への要求を組み
立て、サービス公開プラットフォーム
がClient1を認証 /認可（AA）サーバー
にリダイレクトします。 

サンプルの OAuth2トークン処理： リス
ト6 では、トークン・エンドポイント
をクライアントで使用し、受け取った
認可情報（つまり認可コード）を提示
するかトークンを更新することでアク
セス・トークンを取得します。 認証の
後、AA サーバーは Client1 を OCSG
にリダイレクトして認可コードを発行
させ、その後 Client1 が
OCSG エンドポイント「/
oauth2/a/token」に対す
る要求を組み立てます。

OneAPI QoS API
顧客が質に応じた支払
いを行えるようにするに
は、サービス公開プラッ
トフォームでサービスを
複数の種類に分けて提供
します。たとえば、動画
の閲覧時には帯域幅を増
やす、重要な通話の音声
を明瞭にする、ゲームな
どのリアルタイム・アプリ
ケーションの場合はレイ
テンシを抑えるといった対
応です。 
 サービス公開プラット
フォームでは、アプリケー
ションのエントリ・ポイン

トからQoS の設定を行い、複数のア
プリケーション、購読者、ネットワーク・
リソース間の関係を管理できます。

以下に、QoS API を使用したサンプ
ルを 2 つ紹介します。

サンプルのApplyQoS処理：アプリケー
ションは ApplyQoS API を使用して、
エンド・ユーザー接続に対して一時的
な QoS 機能またはデフォルトの QoS
機能を設定することを要求します。 リ
スト7 にサンプル・コードを示します。
サンプルの DeleteQoS 処理：アプリ
ケーションは DeleteQoS API を使用し
て、エンド・ユーザー接続上で現在ア
クティブな一時的な QoS 機能を解放し

ます。 リスト8にサンプル・
コードを示します。

すべてのリストのテキストをダウンロード

OneAPIClient client = new OneAPIClient(
JAXBContextResolver.class, 
"oma.xml.rest.payment._1.ObjectFactory", 
"createAmountTransaction", AmountTransaction.class);
client.setUri("http://localhost:8001/oneapi/1/payment/tel%3A1234/
transactions/amount");
client.setAuthorization(getAuthorizationHeader());
AmountTransaction requestData = new AmountTransaction();
PaymentAmount paymentData = new PaymentAmount();
ChargingInformation chargingData = new ChargingInfomation();
chargingData.setAmount(100);
chargingData.setCurrency("USD");
chargingData.setDescription("Sample");
ChargingMetaData metaData = new ChargingMetaData();
metaData.setOnBehalfOf("Example Games Inc");
metaData.setPurchaseCategoryCode("Game");
metadata.setTaxAmount(0);
paymentData.setChargingInformation(chargingData);
paymentData.setChargingMetaData(metaData);
requestData.setTransactionOperationStatus(
TransactionOperationStatus.CHARGED);
requestData.setEndUserId("tel:1234");
requestData.setClientCorrelator("987654321");
requestData.setPaymentAmount(paymentData);
requestData.setReferenceCode("Rfc4006");
try{
  ret = client.post("", requestData);
} catch (final OneAPIClientException e) {
    ……
}

リスト3         リスト4         リスト5         リスト6         

API の推進要因
アクセスとポリシーの

保護機能を備え、安全

で堅牢であるばかりか

重要な収益源ともなる

ような APIサービス公

開プラットフォームをす

でに展開している電話

会社も存在しているの

です。 
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まとめ
API は今や、企業が中
核的な強みを展開して
将来につなげるため
の中心的な戦略となり
ました。 API は、言わ
ば Web の進化形です。
パートナーとの連携を
容易にし、オープンな
技術革新を可能にし、
顧客エクスペリエンスと
収益の間の好循環を形
成します。

CSP は現在も、自社
のネットワークの収益化
につながる新しいオー
プンな APIとサービス
を求めています。 開発
者は、API がオープン
であるほどその利点を
享受できます。オープンな API は、関
心を引くだけでなく収益化も可能なア
プリケーションを作成できる唯一の手
段であるからです。電話会社にもは
や後れをとる余裕はありません。顧客
にとって有益な存在であり続けるため
に、サードパーティだけではなく、社
内や既存のパートナーと共同で実施す
る技術革新を含め、企業全体に及ぶ
API 戦略が求められているのです。 </
article>

すべてのリストのテキストをダウンロード

ApplyQoSFeatureResponse response = null;  
OneAPIClient client = new OneAPIClient(
JAXBContextResolver.class, 
"oracle.ocsg.rest.qos.v1_0.ObjectFactory", 
"createQoSFeatureProperties", QoSFeatureProperties.class, 
ApplyQoSFeatureResponse.class);  
QoSFeatureProperties data = new QoSFeatureProperties();
data.setDuration(3600);//unit is seconds
data.setApplicationIdentifier("sampleAppId");
data.setServiceInfoStatus(
ServiceInfoStatus.FINAL_SERVICE_INFORMATION)
data.setsubscriptionId("samepleSubId");
data.setFramedIPAddress(new byte[]{0x0a,0x98,0x47,0x96});
data.setCalledStationId("WAN_1");
MediaComponentDescription mcd = new MediaComponentDescription();
mcd.setMediaComponentNumber(0);
mcd.setMediaType(MediaType.VEDIO);
mcd.setMaxRequestedBandwidthUL(500);
mcd.setMaxRequestedBandwidthDL(1000);
mcd.setMinRequestedBandwidthUL(50);
mcd.setMinRequestedBandwidthDL(100);
mcd.setFlowStatus(FlowStatus.ENABLED);
data.getMediaComponentDescription().add(mcd);
String uri = new String(
"http://localhost:8001/ApplicationQoSService/tel%3A1234/qos");
client.setUri(uri);
try {
    response = (ApplyQoSFeatureResponse)client.post("", data);
} catch (OneAPIClientException e) {
  ......
 }

リスト7         リスト8

LEARN MORE
• ParlayX Web Services

• OneAPI

ご存じでしたか？
オープンで標準ベースの

サービス公開プラットフォー

ムは、APIを通じて外部の

プログラムと相互に通信し、

ポリシーを適用し、サード

パーティの開発者やコンテ

ンツ・パートナーによる独自

のネットワーク資産も活用で

きるように設計されていま

す。 
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Instagram が Facebook に約 10
億米ドルもの価格で買収された

というニュースはご存じでしょう
か。 
 このニュースを聞いて、自分で
もJava ME ベースのアプリケー
ションを作成して、もっと成功で
きるとは思いませんか。 可能性
はあります。 Facebook に販売で
きるかは別として、少なくとも、
Instagramアプリケーションに似

た動作をするアプリケーションを
構築することはできます。

全 2 回シリーズの第 1 回にあ
たる本記事では、画像の操作と
変換の方法について説明します。 
 また、パート2 では、変換後の
画像を Facebook に投稿する方
法について紹介します。 

注：本記事で紹介するサンプル
のソース・コードはこちらからダ
ウンロードできます。 

Instagramとは
Instagramとは、iOS デバイスお
よび Androidデバイスで利用でき
る写真共有アプリケーションです。 
これらのデバイスで動作する同種
のアプリケーションは多数ありま
すが、Instagram は使いやすさや
画像にレトロ感を出すための豊富
なフィルタ、およびソーシャル・
ツールへの容易な統合という点で
傑出しています。

Instagramアプリケーションの
主な構成要素は、 フィルタ機能と
ソーシャル共有機能の 2 つです。 

この 2 つの機能が、Instagramア
プリケーションの成功の鍵となっ
ています。 言うまでもなく、共有
機能は Facebook に限定されてお
らず、Instagram の Web サイト、
Twitter、その他の OAuth 認証を
サポートする複数の Web サイト
でも使用できます。 

また、Instagram は独自の API
を提供しており、開発者はこの
API を使用して Instagram の上層
に独自のアプリケーションを作成
し、自由にカスタマイズできます。

まずは、Java ME で独自の写真
共有アプリケーションを作成して
みましょう。

Instagram に似た独自のアプリ
ケーションの作成
Instagram に似たアプリケーショ
ンを開発するために必要な処理
は、 Mobile Media API（JSR 135）
を使用した画像の撮影、Image
クラスの RGB（赤、緑、青）デー
タを使用した画像の操作、その
RGB データのバイト配列への変換
です。 いずれの処理も、ごく初

歩的なものです。
本記事では説明を簡潔にする

ために、2 つのフィルタに絞って
実装方法を説明します。 1つは「ビ
ンテージ」風フィルタ、もう1 つ
はグレースケール（モノクロ）フィ
ルタです。 ただしその前に、アプ
リケーションのフローと画像操作
の仕組みについて理解する必要
があります。

PhotoShareMIDletアプリケー
ションのフロー
これ以降、PhotoShareMIDletと
いうシンプルな MIDlet を使用
して、画像の撮影、変換、公開
というオプションのそれぞれに
ついて一通り確認します。 この
MIDlet では、ImageCanvasとい
うクラスを作成し、このクラスを
使用して、画像を撮影するための
カメラ（VideoControl）を表示し
ます。 最後に、ImageTransform
クラスを使用して画像を実際に操
作します。

図 1 は、ある実際の Nokia 製
デバイスでアプリケーションを実

画像の撮影、フィルタ適用、変換を行うJava MEアプリケーションを作成するVIKRAM GOYAL

BIO

パート1 

Instagramに似た独自の 
Java MEアプリケーションの構築

図1
写真： 
JONATHAN WOOD/ 
GETTY IMAGES

Instagram のようなアプリ
ケーションを Java で構築
する方法について、著者
Vikram Goyal の解説を聞く

Vikram Goyal：
『Pro Java ME 
MMAPI: Mobile 
Media API for 
Java Micro Edition』

（Apress、2006 年）
の著者。 この本で
は、Java テクノロ
ジー対応電話機に
マルチメディア機
能を追加する方法
について説明。 
 また、『Jakarta 
Commons 
Online Bookshelf』

（Manning 
Publications、
2005 年）の著者で
あるほか、手芸品
や雑貨の作り方を
集めた（Free Craft 
Projects）Web サ
イトの管理に貢献。
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行したときのスクリーンショットです。利
用可能なすべてのオプションが表示され
ています。

画像の操作は、ピクセル・レベル
で ARGB の各値を変更して行います。 
ARGBとは、アルファ（Alpha）、赤（Red）、
緑（Green）、青（Blue）の略であり、
画像データの構成要素です。 先に進む
前に、この ARGB の考え方の詳細を理
解しましょう。

ARGB について
Java の画像表現における ARGB は、画

像のピクセル・レ
ベルの情報を表し
ます。 RGB は、画
像の赤色、緑色、
青色を表し、A は
アルファ・レベルを
指しています。 ア
ルファ・レベルとは、
各ピクセルの透明度

（または不透明度）
のことです。 たと
えば、アルファ・レ
ベル「0xff」（1111 
1111）は完全に不
透明であることを表
し、アルファ・レベ
ル「0x00」（0000 
0000）は完全に透
明であることを表し
ます。

ARGB を使用す
れば、ある画像を
個々のピクセルに
分解し、各ピクセ
ルを整数値で表現

することができます。 したがって、Java
では、画像を単なる整数配列として扱
い、ピクセルの ARGB 値を表す整数値
をこの配列に格納します。 

表 1 は、ある画像の 1 つのピクセル
を 32 ビットの整数で表現したものです。

■■ 先頭の 8 ビット：アルファ・チャネル。
画像の特定のピクセルに関する不透
明度を表す。 表 1 のピクセルでは完
全に不透明

■■ 次の 8 ビット：赤チャネル。 表 1
のピクセルの赤の値は 0101 0101

（0x55）
■■ 次の 8 ビット：緑チャネル。 表 1
のピクセルの緑の値は 1010 1010

（0xAA）
■■ 最後の 8 ビット：青チャネル。表 1
のピクセルの青の値は 1111 1111

（0xFF）
Java ME では画像データをピクセル・

レベルで整数配列として扱えるため、
データの操作が非常に簡単です。 たと
えば、表 1 の例において、現在の完全
に不透明なピクセルを完全に透明なピ
クセルに変換する必要がある場合は、
先頭の 8 ビットを 0000 0000（0x00）
に変更します。 

Java ME では、Imageクラスの
getRGB()メソッドを使用して、ARGBデー
タを取得します。 逆に、RGB データを
設定して画像を描画する場合は、Image
クラスの createRGBImage() を使用しま
す。 

以上で ARGB の基本的な理論とJava 
ME でのデータの操作方法を理解できま
した。次に、これらの知識を活用して、
画像に Instagram のような効果を加え
る方法について確認していきます。 た

だしその前に、まずは画像を撮影する
必要があります。

画像の撮影
画像の撮影には、Mobile Media API を
使用します。Mobile Media API は、使
いやすく大変成熟したテクノロジーです 

（Mobile Media API のみを取り扱った拙
著もあります。本記事の最後の「Learn 
More」をご覧ください）。 

本記事のサンプルでは画像を撮影す
るために、撮影プロセス全体を処理す
る個別の ImageCanvasというクラスを
作成しました。 ImageCanvas のコンス
トラクタで、VideoControl を初期化して
います（リスト1）。これにより、ユーザー
がカメラを操作できるようになります。

ユーザーは撮影したいタイミングで
「FIRE」ボタン（デフォルトのボタン）
を押すことで、スナップショットを撮影で
きます。 スナップショットは imageArray
に格納されて、呼出し側の MIDlet に設
定されます（リスト2）。 この処理は別
個のスレッド内で実行されることと、画
像を撮影してよいか尋ねるメッセージが
表示されることに注意してください。 ま
た、この段階で表示されるカメラを別の
アプリケーションで使用しないでくださ
い。

以上の操作で、PhotoShareMIDlet に
1 つの画像が格納されました。この画像
を表示して、編集操作に進むことができ
ます。

画像フィルタの実装
この時点で、ユーザーは前述の 2 つの
フィルタ（「ビンテージ」または「グレー
スケール」）のいずれかを選択して適用
できます（リスト3）。 言うまでもなく、
これらのフィルタを続けて適用すること
もできます。

画像の変換には、ImageTransformク
ラスを使用します。このクラスには、そ
れぞれのフィルタ操作に対応する2 つの
メソッドを実装しています。 
ビンテージ・フィルタ： ビンテージ風の
外観は、画像を劣化させることで実現し
ます。 昔からの手法として、画像を劣
化させるためには、赤チャネルと緑チャ
ネルを変更します。

サンプルでは、2 つの汎用的なメソッ
ドを作成しました。 
 この「汎用的」とは、赤または緑のチャ
ネルだけでなく、あらゆるチャネルの変
更に使用できるという意味です。 1 つ目
のメソッドはパブリック・メソッドです（リ
スト4）。 
 このメソッドの引数には、各チャネルを
どれだけ変更させる必要があるか（変
更のデルタ値と呼びます）に関する情
報が含まれます。 このメソッドは、元の
画像と、各チャネルのデルタ値を引数と
して受け取ります。 その後、各チャネル
の変換に使用するデルタ配列を作成し
ます。

サンプルでは、ビンテージ効果を実
現するため、赤と緑のデルタ値をそれ
ぞれ 60 に設定しました。 皆さんも赤と

表1
1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1

実装の手順
Instagram に似た

アプリケーションを

開発するために必

要な処理：Mobile 

Media API（JSR 135）

を使用した画像の

撮影、Imageクラス

の RGBデータを使

用した画像の操作、

その RGBデータの

バイト配列への変換
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緑（およびアルファ・チャネルと青チャ
ネル）のさまざまなデルタ値を実際に試
して、多彩な効果が得られることを確認
してください。

このメソッドでは doTransformARGB_
Internalという内部メソッドを呼び出し、
先ほどの配列の値を引数として渡してい
ます。 
 この内部メソッドで、整数を実際に操作
します。 ビンテージ効果のためには赤
と緑のチャネルのみを操作しますが、1
つ目のパブリック・メソッドと同じく、こ
の内部メソッドも汎用的なメソッドです。 
赤チャネルを操作するコードの一部をリ
スト5 に示します。

アルファ、緑、青の各チャネルの操作
も赤チャネルの場合と似ています（ただ
し同一ではありません）。それらのコー
ドについては、本記事に関連するソー

ス・コード・ファイルにあります。 リス
ト5 のコードにより、メソッドの呼出し
時に指定したデルタ配列の値を使用して
赤チャネルを変更できます。

図2は元の画像、図3はリスト5のコー
ドを使用してフィルタを適用した後の画
像です。  
これらの画像は、実際の Nokia 製デバ
イスで撮影したものです。
グレースケール・フィルタ： グレースケー
ルへの変換とは、画像からすべての色
を取り除いてモノクロ化することを意味
します。 サンプルではグレースケール
への変換のために、2 つのメソッドを使
用しています（リスト6）。 1つ目のメソッ
ドでは画像内のすべてのピクセルに対
して繰り返し処理を実行し、2 つ目のメ
ソッドでは色を取り除きます。 すべてのリストのテキストをダウンロード

  public ImageCanvas(PhotoShareMIDlet midlet)
          throws Exception {

    this.midlet = midlet;

    videoControl =
            (VideoControl) midlet.getPlayer().getControl(
            "javax.microedition.media.control.VideoControl");

    if (videoControl == null) {
      throw new Exception("No Video Control for capturing!");
    }

    videoControl.initDisplayMode(
VideoControl.USE_DIRECT_VIDEO, this);

    try { // try and set to full screen
      videoControl.setDisplayFullScreen(true);
    } catch (MediaException me) {

      videoControl.setDisplayLocation(5, 5);
      try {
        videoControl.setDisplaySize(
getWidth() - 10, getHeight() - 10);
      } catch (Exception e) {
      }

      repaint();
    }
    videoControl.setVisible(true);
  }

リスト1         リスト2         リスト3         リスト4         リスト5         

図2 図3
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大ざっぱに言えば、リスト6 のコード
では、不透明度はそのままにし、赤、緑、
青のすべての平均値を算出することでグ
レースケールの効果を実現しています。

ビンテージ・フィルタの場合と同様に、
図2は元の画像、図4はグレースケール・
フィルタを適用した後の画像です。 これ
らの画像は、実際の Nokia 製デバイス
で撮影したものです。

まとめ
この全 2 回シリーズのパート1 では、
Imageクラスの高度なピクセル操作を
利用してフィルタを作成し、画像を操作
する方法について、2 つのフィルタの開
発を通じて確認しました。 Instagram に
似たアプリケーションを作成する中で、
この実装方法を学習しました。

このシリーズの次回の記事では、編
集操作後の画像を各自の Facebook ID
を使用してオンラインで共有する方法
について学習します。 
 </article>

図4

すべてのリストのテキストをダウンロード

  public static Image doGrayScaleTransform(Image original) { 
    
    int w = original.getWidth(); // original width
    int h = original.getHeight(); // original height
    int[] buffer = new int[w * h]; // buffer for new image
    
    original.getRGB(buffer, 0, w, 0, 0, w, h); // as RGB values
    
    // now, for each individual pixel, apply the transformation
    for (int i = 0; i < buffer.length; i++) {
      buffer[i] = doGrayScaleTransform_Internal(buffer[i]);
    }
    
    return Image.createRGBImage(buffer, w, h, true); // return trans image
  }

  private static int doGrayScaleTransform_Internal(int bite) {   
    
    // create an int array to hold the 4 levels of 
    // transforms we are going to do
    int[] out = new int[4];
    
    out[0] = (int)((bite & 0xFF000000) >>> 24); // Opacity level
    out[1] = (int)((bite & 0x00FF0000) >>> 16); // Red level
    out[2] = (int)((bite & 0x0000FF00) >>> 8); // Green level
    out[3] = (int)(bite & 0x000000FF); // Blue level
    int new_bite = out[1]/3 + out[2]/3 + out[3]/3;
    out[1] = new_bite;
    out[2] = new_bite;
    out[3] = new_bite;
    return (out[0] << 24 | out[1] << 16 | out[2] << 8 | out[3]); 
  }

リスト6         

LEARN MORE
• Mobile Media API

• Pro Java ME MMAPI:   
Mobile Media API for Java Micro 
Edition（Apress、2006）
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わかりましたか ? 
正解は次号に掲載されます。 もしくはチャレンジした内容を 
電子メールでお送りください。 

2013 年 3 月 /4 月号で、Jason HunterとBoris Shukhat が、Java 
Persistence API（JPA）によるパラメータ化された SQLとその結果セット
の処理方法に関するコードの課題を出しました。 実のところ、コード課題
には 2 つのバグが含まれていたため正解は 3 番と4 番です。 

3番に関して言うと、ネイティブSQLにパラメータを指定する場合、インデッ
クスは 0 ではなく1 から始まります。このことは JDBCドキュメントには記
載されていますが、JPAドキュメントには記載されていません。 プログラ
マはこれに気づかなかったため、Java のコレクションと同様にゼロから始
まるインデックスを使用していました。
 4 番についてですが、query.getResultList() を呼び出すと常に List が返さ
れますが、 結果セットが空である場合は空の List が返されます。 この事実
もJPAドキュメントには記載されていません。

正しいコードは次のようになります。

EntityManager em = ...;
String sql = "select department from emp where fname=? and 
mname=? and lname=?"; 
Query query = em.createNativeQuery(sql);
String[] name=new String[3]; 
for (int i=1; i<4; i++) query.setParameter(i, name[i]); 
List departments = query.getResultList(); 
if (departments.isEmpty()) 
      System.out.println("Not available"); 
else 
      for(String department : departments) 
            System.out.println(department);

今回は、ポーランドにあるCenter for Information Technology のソフト
ウェア開発スペシャリストであるMichal Lisiecki からの問題です。 

画像：I-HUA CHEN

ヒント：パターン・マッチン
グについてよく考えること

1 問題
ファイルからデータをロードする際、日付の解析で問題が起きる場合があります。 思い
浮かぶ簡単な解決策は SimpleDateFormat を使用することですが、 これは適切な解決策
なのでしょうか。

2 コード
次のコードに目を通して、その結果について考えてください。

        String value = "01-04-1989";
        String dateFormatString = "yyyy-MM-dd";
        SimpleDateFormat dateFormat = new SimpleDateFormat(dateFormatString);
        try {
            System.out.println("Result: " +
                               dateFormat.format(dateFormat.parse(value)));
        } catch (ParseException e) {
            System.out.println("Error date parsing: " + value + " in format " +
                               dateFormatString);
            e.printStackTrace();
        }

3 正しい修正方法はどれですか?
1）Error parsing: 01-04-1989 in format yyyy-MM-dd

2) 0006-09-10

3) 1989-04-01

4) 0104-19-89

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://www.oraclejavamagazine-digital.com/javamagazine_open/20130304#pg78
http://www.oracle.com/webfolder/technetwork/jp/javamagazine/Java-MA13-FixThis.pdf

	javamagazineVol11
	Cover
	Table of Contents
	特集
	JAVA EE 7を探索する
	JAVA EE 7の到来
	開発生産性の向上
	HTML5の活用

	コミュニティ
	編集長より
	Java Nation
	JCP Executiveシリーズ

	JAVA IN ACTION
	スラムダンク
	銀行業務におけるJava

	JAVA TECH
	invokedynamic の神秘を解く
	Java 8のラムダ式を使用した高度な操作
	開発者をクラウドへと駆り立てるものとは
	JavaFX Scene Builderのエンタープライズ・アプリケーションへの統合
	プログラム可能な通信ネットワーク
	Instagramに似た独自のJava MEアプリケーションの構築
	Fix This





